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2006 年 3 月に、校章である「マーキュリー」を
モチーフにしたシンボルマークとスクールカ
ラー (CC の部分の色 :DIC2489) を 制定しまし
た。

校章「マーキュリー」は、ローマ神話に出てく
る商業、学術などの神マーキュリーの杖に 2 匹
の蛇が巻きつき、頂に翼が羽ばたいているとこ
ろをかたどり、それに Commercial College の
頭文字をとって C の字を 2 つ添えたものです。 

蛇は英知をあらわし、蛇のように聡く世界の
動きに敏感であることを、また翼は世界に天翔
け五大州に雄飛することを意味しています。 

この校章は、高等商業学校に改称された明治
20(1887) 年頃に制定されました。

平成 28（2016）年度以前入学生は、「＜学士課程
ガイドブック　別冊＞平成 28（2016）年度以前
入学生向け履修ルール（移行措置）」もあわせて
必ず熟読すること（平成 29 年度以降入学生の内
容と異なる点等があります）。

一橋大学シンボルマーク

学士課程

平成 28（2016）年度以前の入学生は、
「＜学士課程ガイドブック　別冊＞
平成 28（2016）年度以前入学生向け
履修ルール（移行措置）」もあわせて
必ず確認すること
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４４　　月月 10　　月月 【授業期間】

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 春学期（4/11～5/31）

1 2◆ 3 4 5 6 1 2 3 4 5 夏学期（6/3～7/23）

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12 秋学期（9/16～11/1）

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19 冬学期（11/4～12/28）

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26◇
28 29 30 27◇ 28 29 30 31 【春学期】

4/1 学期開始日

4/2 新入生クラス別面接

５５　　月月 11　　月月 ◆ 4/2 第１回英語プレイスメントテスト

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 4/7 入学式

1 2月 3 4 1 2 4/11 授業開始日

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 4/29 祝日授業日

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16 ◇ 5/25, 26 オンライン授業科目の試験日

19 20 21 22 23 24 25◇ 17 18木 19金 20◆ 21△ 22 23 5/31 学期終了日

26◇ 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
【夏学期】

6/1 学期開始日

※※1111月月1199日日はは振振替替日日【【金金曜曜授授業業日日】】でですす。。 6/3 授業開始日

６６　　月月 12　　月月 6/8, 9 KODAIRA祭＜予定＞

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 7/15 祝日授業日

1 1 2 3 4 5 6 7 ◇ 7/20～23 オンライン授業科目の試験日

2 3 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14 9/13 9月期学位記授与日、学期終了日

9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21
16 17 18 19 20 21 22 22◇ 23 24 25 26◆◇ 27◇ 28◇ 【秋学期】

23 24 25 26 27 28 29 29 30 31 9/14 学期開始日

30 9/16 授業開始日

７７　　月月 1　　月月 9/16 祝日授業日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 9/23 祝日授業日

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 9/24 創立記念日（授業日）

7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11 10/14 祝日授業日

14 15 16 17 18 19 20◇ 12 13 14 15 16 17 18 ◇ 10/26, 27 オンライン授業科目の試験日

21◇ 22◇ 23◇ 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25 11/1 学期終了日

28 29 30 31 26 27 28 29 30 31
※※77月月1155日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。 【冬学期】

11/2 学期開始日

８８　　月月 ２２　　月月 11/4 授業開始日、祝日授業日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 ◆ 11/20 第２回英語プレイスメントテスト

1 2 3 1 △ 11/21, 22 休講（一橋祭準備日、一橋祭）

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 11/22～24 一橋祭＜予定＞

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 ◆ 12/26 第２回英語プレイスメントテスト追試

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 ◇

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28
3/18 学位記授与式（卒業式）

９９　　月月 ３３　　月月 3/31 学期終了日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 【その他】

8 9 10 11 12 13 14 2 3 4 5 6 7 8 1/17 大学入学共通テスト準備日

15 16 17 18 19 20 21 9 10 11 12 13 14 15 1/18, 19 大学入学共通テスト

22 23 24 25 26 27 28 16 17 18 19 20 21 22 2/25, 26 学部入学試験（一般選抜（前期日程））

29 30 23 24 25 26 27 28 29 3/12 学部入学試験（一般選抜（後期日程））

※※99月月1166日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。 30 31
※※99月月2233日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。

授業休業日 ○･･･祝日 △･･･休講

◆･･･英語プレイスメントテスト（追試含む）実施日

＜＜集集中中講講義義期期間間＞＞ 　　　（通常授業は行われません。）

　夏期： 7/25～8/2 ◇・・・オンライン授業科目の試験日

　　（オンライン試験または教場試験日。ただし、

　冬期： ①1/8～1/20 　　春・秋学期末はオンライン試験のみ実施します。

　　詳細日程は別途掲示します。また、通常授業は

　冬期： ②1/21～1/29 　　行われません。）

　冬期： ③1/30～2/5

　冬期： ④3/3～3/21 留学生対象

学年暦は主に、学部の大きな行事について記載してあります。これ以外の行事等については、各種掲示、伝達等を見落とさないようにしてください。

［注意］

１．各学期の「振替日」は、授業日数が不足する曜日の振替日であるため、振替えられた曜日の通常の時間割の授業科目が開講されます。

２．集中講義期間は、原則として「集中講義」以外の授業科目は開講されません、集中講義期間の授業時間割は別途掲示します。

３．英語プレイスメントテスト実施日（追試日含む）は、原則として英語プレイスメントテストのみが実施される日ですが、オンライン授業科目の教場試験等も併せて実施される場合があります。
４．授業日であっても、大学行事、学園祭等により休講（又は一部休講）となる場合がありますので、掲示等に注意してください。また、休業日であっても、臨時に授業、補講、試験等を行う場合があります。

学年暦について

≪学　部≫令和６（2024）年度　一橋大学学年暦

※※1100月月1144日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。

※※55月月22日日はは振振替替日日【【月月曜曜授授業業日日】】でですす。。 ※※1111月月44日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。

※※44月月2299日日はは祝祝日日授授業業日日でですす。。

※※1111月月1188日日はは振振替替日日【【木木曜曜授授業業日日】】でですす。。

12/22,
12/26～28

オンライン授業科目の試験日





自自然然災災害害がが発発生生ししたた場場合合のの休休講講措措置置ににつついいてて  

本学では、事故・ストライキ等で JR・その他の交通機関が運休した場合でも、可能な範囲で平常どおりの授業を行う方針です。た

だし、自然災害が発生した場合は、以下のとおり対面授業及び定期試験の休講等の措置を講じます。なお、オンラインで実施され

る講義については、第 10 条に記載のとおり、本裁定の措置の適用外です。 

 

自然災害による全学休講措置等について 

                                                               平成 31 年２月 12 日 

学 長 裁 定 

令和２年７月 21 日改正 

（目的） 

第１条 この裁定は、自然災害による学生の事故の発生を防止するため、本学における授業及び定期試験（以下「授業等」という。）の休講並びに

それに伴う代替措置に関し、必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この裁定において、自然災害とは、地震、洪水、火山爆発及び台風等の自然現象が直接原因となって起こる災害をいう。 

（自然災害による休講の基準） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する場合、休講措置を講じることとする。 

一 次の地域に大雨・洪水・暴風・大雪・暴風雪のいずれかの警報又は特別警報が発令された場合 

イ 国立キャンパスにおいては国立市 

ロ 千代田キャンパスにおいては千代田区 

二 自然災害の影響により、次のとおり公共交通機関が運休した場合 

   イ 国立キャンパス JR 中央線及び JR 南武線の国立市域を含む区間が運休 

ロ 千代田キャンパス 首都圏における交通機関（JR各線及び大手私鉄・地下鉄等）が全面的に運休 

 三 大規模地震対策特別措置法に基づく警戒宣言が発令された場合 

（基準時点及び対応） 

第４条 前条の規定に基づく休講措置を講じる場合の基準時点及び対応は、次の各号のとおりとする。 

  一 午前６時    午前の授業等を休講とする。 

  二 午前 11 時    午後の授業等を休講とする。 

 三 午後４時    午後６時以降開始する授業等を休講とする。 

 四 授業開始後    次の時限以降の授業等を休講とする。 

（休講等の措置の判断） 

第５条 前二条の規定にかかわらず、教育を担当する副学長が、学生の安全確保等のため必要があると判断した場合は、休講等の措置を講じるこ

とができるものとする。 

（休講等の措置の周知） 

第６条 休講等の措置を講じる場合は、状況確認後に掲示又は大学のウェブサイトにより周知するものとする。 

２ 教育を担当する副学長は、休講等の措置を講じた場合、遅滞なく、学長に報告するものとする。 

（救済措置） 

第７条 第３条の規定に該当せず、授業等を休講しない場合において、自然災害の影響により、通学経路上の公共交通機関が運休する等やむを得

ない事情により欠席した学生には、証明書を添付した「特別欠席届」を提出させるものとし、授業担当教員は、当該学生に対し、欠席による不利

益を与えないよう配慮するものとする。 

２ 授業等を休講した場合は、授業担当教員の判断により、補講その他代替措置を講じることができるものとする。 

３ 定期試験を延期する場合は、新たな実施日程等を掲示又は大学のウェブサイトにより周知するものとする。 

（警報等の確認方法） 

第８条 警報等の発令及び解除並びに鉄道の運行状況の確認は、テレビ及びラジオ等の報道により行うものとする。 

（その他） 

第９条  授業等を休講した場合は、原則として、課外活動（小平国際キャンパスを含む）は全て禁止するとともに、学内施設も閉鎖するものとす

る。 

（適用除外） 

第 10 条 オンラインで実施される講義については、本裁定の措置を適用しない。 

   附 則 

１ この裁定は、平成 31 年４月１日から施行する。 

２ 自然災害による全学休講措置に関する申合せ（平成 24年２月３日学長裁定）は、廃止する。 

   附 則 

１ この裁定は、令和２年７月 21 日から施行する。 



履履修修にに関関すするる用用語語ににつついいてて  

  

「「単単位位」」ととはは  

  

大学設置基準には、「1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準」として定められていま

すので、授業時間で不足する学修時間分は「授業時間外に必要な学修等」として授業内容を深く理解するために、自ら準備、確認

学習（予習、復習）等の時間（受講時間の 2 倍程度）を授業時間外に設けることが求められています。 

開講されている授業科目には、それぞれ、授業を履修し学期末試験等に合格して修得できる単位数が定められています。「学部

履修規則」には、本学の進学及び卒業要件として、最低修得単位数が定められています。ただし、学士（卒業）論文の単位はありま

せん。 

「講義」・「演習」では、通常、週 1 回一学期間開講する授業は 1 単位になります。したがって、週 2 回一学期間開講する授業と週

1 回二学期開講する授業（半年科目）は 2 単位になります。 

また、 「実技」・「実習」では、週 1 回二学期間開講する授業（半年科目）は 1 単位になります。 

 

後後期期進進学学ににつついいてて  

  

本学では、学修の進度をチェックするために、1・2 年を「前期課程」(前期)、3・4 年を「後期課程」(後期）として、前期と後期の間に

後期進学するための最低修得要件を設けています。後期進学できなければ、3・4 年必修である主ゼミナールを履修することができ

ませんので、留年することになります。後期進学者発表は 2 年生の学年末（3 月）に行います。なお、秋学期（9 月）からの後期進学

制度はありません。 

 

大大学学ののカカリリキキュュララムム  

  

カリキュラムとは、大学設置基準や学校教育法等の法令に則って、大学の各学部に所属する学生に対して、進学、卒業及び学

士の学位授与のために、「学則」、「学部履修規則」等により、大学としての履修規定を定めて、必要とされる授業科目を体系的に編

成した教育課程のことです。 
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11  学学務務情情報報シシスステテムム CCEELLSS  ((CCaammppuuss  EEdduuccaattiioonn  LLeeaarrnniinngg  SSyysstteemm))  

  

 CELS は、履修登録や授業に関する情報の参照、及び成績照会に関するシステムです。また、その他シラバス・期末試験情報の確認や休

講・補講・教室情報を参照することができます。 

ロロググイインン方方法法  

  URL ： https://cels.hit-u.ac.jp/campusweb/ 

       一橋大学 Web サイト→在学生の方へ→学務情報システム CELS 

 
22  ポポーートトフフォォリリオオシシスステテムム mmaannaabbaa  

   

manaba は、学生の学修成果を蓄積できるポートフォリオシステムです。manaba 上で、出席確認、レポートの提出、テスト・アンケートの回答

及び授業で使用する資料の閲覧等を行うことができます。他にも、留学や教職課程の手続きなどでも利用しています。 

  

（（11））  ロロググイインン方方法法  

  URL ： https://manaba.hit-u.ac.jp/ 

       一橋大学 Web サイト→在学生の方へ→manaba（ポートフォリオシステム） 

→manaba ログイン画面へ（To log in page for manaba） 

 

（（22））  rreessppoonn ににつついいてて 

授業内での出席確認については respon（manaba 上での電子出席確認等を行うアプリ）を使用することがあります。respon へのアクセスは、

manaba 内の各授業コースから行えます。 

なお、スマートフォン上に専用アプリ「respon」をインストールすると、提出時間を短縮することができます。また、提出履歴（ログ）の確認をす

ることも可能です。設定方法の詳細は、manaba 上に掲載されている「インストール方法」を参照してください。 

※実際の授業での利用の有無は、担当教員に確認してください。 

 

33  GGooooggllee  WWoorrkkssppaaccee  ffoorr  EEdduuccaattiioonn((大大学学 GGmmaaiill 及及びび GGooooggllee  CCllaassssrroooomm))  

  

学生は、研究教育の目的で以下のメールアドレスとメールシステム（Gmail）を利用できます。 

  

（（11））  ロロググイインン方方法法  

URL ： https://gmail.com または http://mail.g.hit-u.ac.jp/ 

1. メール欄に学学籍籍番番号号（（チチェェッッククデディィジジッットトをを含含むむ 88 桁桁、、アアルルフファァベベッットトはは小小文文字字表表記記））@@gg..hhiitt--uu..aacc..jjpp を入力する。 

2. パスワード欄に一橋認証 ID のパスワードを入力し「ログイン」を押す。 

大学からのメールでの個別の連絡や、全学一斉通知メールのほか、CELS からの休講情報をはじめとする各種掲示内容は、「大学 Gmail」

に届きます。重重要要なな情情報報ははすすべべてて大大学学 GGmmaaiill にに送送信信さされれまますすののでで、、大大学学 GGmmaaiill をを見見落落ととししたたたためめにに不不利利益益をを被被っったたととししててもも、、後後かからら取取りり返返すす

ここととははででききまませせんん。。日日頃頃かからら大大学学 GGmmaaiill をを確確認認すするるよよううににししててくくだだささいい。。  

一一橋橋大大学学情情報報基基盤盤セセンンタターーのの WWeebb ササイイトト（（hhttttppss::////cccc..hhiitt--uu..aacc..jjpp//））をを参参考考ににししななががらら、、必必ずず初初期期設設定定をを行行っっててくくだだささいい。。 

  

（（22））  GGooooggllee  CCllaassssrroooomm  

 Google Classroom 上では、履修登録したオンライン（授業）科目等の動画コンテンツの視聴や資料の確認等が可能です。大学 Gmail アドレ

スとパスワードを入力してログインの上、利用できます。操作方法等の詳細は、CELS ダウンロードセンター内に掲載されている「オンライン授

業受講の手引き（技術編）」を参照してください。 



オオンンラライインン授授業業ににつついいてて  

  

オオンンラライインン授授業業ととはは  

  

2020 年度より、キャンパスの教室に参集して行う対面授業と並行して、授業実施方法のひとつとしてオンライン授業を行っていま

す。本学のオンライン授業には、録画された授業動画を配信するオンデマンド授業と、リアルタイムで授業を配信するライブ配信授

業があります。授業実施方法は、その授業科目のシラバスで確認できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

オオンンラライインン授授業業のの開開講講パパタターーンン  

  

（（１１）） 曜曜日日・・時時限限指指定定ののああるるオオンンデデママンンドド授授業業  

通常の曜日・時限コマで履修登録する授業。CCAAPP のの制制限限ががあありりまますす。 

  

（（２２）） 曜曜日日・・時時限限指指定定ののなないいオオンンデデママンンドド授授業業  

オンデマンド配信で行う科目の一部については、曜日及び時限の枠にとらわれず複数の科目を履修登録できるように、「その他」

枠を設けています。CCAAPP のの制制限限ががあありりまますす。 

 

（（３３）） ６６限限ででののラライイブブ配配信信授授業業  

オンラインで行う科目について、Zoom 等によるライブ配信授業のみを実施できる時限として、６限（19：45～21：30）を設けます。

CCAAPP のの制制限限ががあありりまますす。 

 

（（４４）） 集集中中講講義義期期間間にに開開講講さされれるるオオンンラライインン授授業業  

 集中講義期間については、オンデマンド授業、ライブ配信授業のいずれも開講される場合があります。集中講義期間について

は、授業形態に関わらず CAP には含まれません。 

 

※※オオンンラライインン授授業業のの受受講講方方法法等等のの詳詳細細はは、、CCEELLSS のの掲掲示示ややダダウウンンロローードドセセンンタターー内内ででのの案案内内をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

オンライン授業 

オンデマンド 
（録画）配信 

ライブ（中継） 
配信 

※６限または 

集中講義のみ 

・クラスコードは manaba に掲載 
・動画は Google Classroom に掲載 
・資料は manaba もしくは Google 
Classroom に掲載 

・Zoom 等で配信 
・Zoom 等の配信 URL は CELS 授

業掲示板で通知 
・資料は manaba に掲載 



オオンンラライインン授授業業科科目目のの卒卒業業要要件件単単位位数数上上限限ににつついいてて  

 
オンライン授業科⽬については、学⼠課程において卒業要件に算⼊できる単位数の上限

が 60 単位までと法令で定められています。 
 
本学で 2024 年度以降に履修するオンライン授業科⽬については学⼠課程において卒業要

件に算⼊できる単位数が 60 単位までとなります。（2023 年度までに履修したオンライン授
業については、コロナ禍の特例措置により全て対⾯授業を⾏ったものとして取扱います。） 

オンライン授業科⽬について 60 単位を超えて履修することは可能ですが、卒業要件に算
⼊できる単位数が 60 単位までとなることを特に注意する必要があります。 
 
 各授業科⽬の授業開講形態はシラバスで確認ができます。 

開講形態の頭に【対】と付いている科⽬は法令上の対⾯授業科⽬として扱われます。頭に
【オ】と付いている科⽬は法令上のオンライン授業科⽬として扱われます。対⾯とオンライ
ンを併⽤する授業については、授業の半数以上を対⾯で実施するものであれば法令上は【対】
として扱われることとなります。 
 

各⾃のオンライン授業科⽬の修得単位数等の情報を CELS で確認できます。このことに
ついては CELS ダウンロードセンターに案内を掲⽰しています。 

 
標準的なカリキュラム構成においては個々の学⽣のオンライン授業による修得単位数が

容易に 60 単位に到達することのないよう引き続き調整される予定ですが、個々の学⽣の状
況は履修選択⾏動によって異なってくることが想定されます。卒業要件に算⼊できる単位
数が 60 単位であることを踏まえて、適切な履修計画を⽴ててください。 
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Ⅰ

11  卒卒業業・・後後期期課課程程進進学学要要件件((平平成成 2299 年年度度以以降降入入学学生生))  

  

11--11  卒卒業業・・後後期期課課程程進進学学 

  

((11))  卒卒業業のの認認定定とと学学位位のの授授与与  

 学部に 4 年以上（法学部法曹コースは 3 年以上）在学し、所定の単位を修得し、学長が別に定める卒業の要件を満たした上、学 

士論文試験に合格した者については、当該教授会の意見を聴いて学長が卒業を認定します（一橋大学学則第 32 条）。 

卒業する学期には、学期を通して在学しなければなりません。 

学部の前期と後期の全課程を修了しなければなりません。 

学士として授与される学位（専攻分野の名称）は以下のとおりです（一橋大学学位規則第 2 条）。なお、学位記（卒業証書）は、た

とえ紛失しても再交付されません。 

学部 学位 

商学部 学士（商学） 

経済学部 学士（経済学） 

法学部 学士（法学） 

社会学部 学士（社会学） 

ソーシャル・データサイエンス学部 学士（ソーシャル・データサイエンス） 

  

((22))  後後期期課課程程へへのの進進学学  

学部の就学課程は、前期課程及び後期課程に分かれており（一橋大学学則第 17 条）、後期課程に進学するためには、前期課

程に 2 年以上在学し、所定の単位を修得する必要があります（一橋大学学部履修規則第 6 条）。 

 

 

 

 

各学部における進学・卒業の要件は、次ページ以降に掲載されています。進学・卒業の要件をよく理解した上で、履修計画を立

ててください。 
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11--22  卒卒業業・・後後期期課課程程進進学学要要件件  

  

（（11））  商商学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数） 

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

8 6  

数理・情報科目 8 6 ※1 

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
   

他学部教育科目 6 2 ※2 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
30 22  

自自由由選選択択のの単単位位  28 18  

学部導入科目 18 

 

14 

 

以下の商学部導入科目 9科目を

全全てて修修得得。 

 

導導入入演演習習：：  

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

導導入入講講義義：：  

「経営学入門」 

「マーケティング入門」 

「会計学入門」 

「金融入門」 

「ビジネス・エコノミクス入門」 

商学部導入科目のうち、

以下を修得。 

 

導導入入演演習習：：  

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

を全全てて修修得得。 

導導入入講講義義：：  

「経営学入門」 

「マーケティング入門」 

「会計学入門」 

「金融入門」 

「ビジネス・エコノミクス入門」 

のうちから 33 科科目目修修得得。 

※3 

※4 

学部基礎科目 20  0 
商学部基礎科目及び商学部発展

科目のうちから 40 単位を修得す

ることとし、そのうちの 20 単位

以上を商学部基礎科目から修得。 

必須要件なし。  

学部発展科目 40 0 必須要件なし。  

その他学部教育科目      

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての自学部ゼ

ミナール 
必須要件なし。 ※5 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  66 14    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※6 

 

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 3 つのカテゴリー（数学、情報、理科）のうち、数学科目から 8 単位を必修とする。ただし、「数学概論」は履修できない。 

※2 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派

遣留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。 
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Ⅰ

（（22））  経経済済学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数）

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

10 6  

数理・情報科目 8 6 ※1 

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
   

他学部教育科目 6 2 ※2 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
32 22  

自自由由選選択択のの単単位位  24 24  

学部導入科目 

（100 番台コア科目） 
6 

 

 

4 

 

経済学部導入科目（100 番台コア科

目）から 3科目をを修修得得。 

「経済学入門」 

「統計学入門」 

「経済史入門」 

経済学部導入科目（100 番

台コア科目）から、22 科科目目

をを修修得得。 

※3 

学部基礎科目 

（200 番台コア科目） 
8 4 

経済学部基礎科目（200 番台コア科

目）から、22 科科目目をを修修得得。 

「基礎ミクロ経済学」または

「Introductory Microeconomics」 

「基礎マクロ経済学」または

「Introductory Macroeconomics」 

「基礎計量経済学」 

経済学部基礎科目（200 番

台コア科目）から、11 科科目目

をを修修得得。 

※4 

学部発展科目      

その他学部教育科目 46 0 経済学部教育科目 必須要件なし。 ※5 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての自学部ゼミ

ナール又は共通ゼミナール 
必須要件なし。 ※6 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  68 8    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※7 

  

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 3 つのカテゴリー（数学、情報、理科）のうち、数学科目から 8 単位を必修とする。ただし、経済学部生の履修できない「統計」及

び「数学概論」はこれに含めない。 

※2 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派

遣留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。 

※3 「経済思想入門」は、令和 4（2022）年度以降廃止となる。ただし、令和 3（2021）年度以前に修得した当該科目の単位は、学部

導入科目（100 番台コア科目）の修得単位として算入される。 

※4 同一科目で英語と日本語の両方で開講される科目は1科目のみ算入可とする。なお、「基礎経済数学」は、平成31（2019）

年度以降廃止となる。ただし、平成 30（2018）年度以前に修得した当該科目の単位は、学部基礎科目（200 番台コア

科目）の修得単位として算入される。 

※5 教科に関する科目を除く。 

※3 進学要件必須の 14 単位は、「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」（計 4 単位）、「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」（R05 以前の開講名は「前期ゼミナ

ール（英書講読）Ⅰ・Ⅱ」）（計 4 単位）及び、「経営学入門」、「マーケティング入門」、「会計学入門」、「金融入門」、「ビジネス・

エコノミクス入門」から 3 科目（6 単位）で満たすこととする。なお、卒業には、これら全ての科目の単位を修得すること。 

※4 商学部への転学部生は、導入講義科目の取り扱いについて転学部時に必ず教務課まで問い合わせること。 

※5 商学部では、共通ゼミナールを主ゼミナールとすることはできない。 

※6 総修得単位数以外の卒業要件として、①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学、語学集中研修、短期海外留学（サマ

ースクール）、長期海外留学、海外インターンシップ、ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL 得点一定水

準以上の学生は有資格者とみなす））の参加及び②学士論文試験の合格が必要。 
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（（22））  経経済済学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数）

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

10 6  

数理・情報科目 8 6 ※1 

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
   

他学部教育科目 6 2 ※2 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
32 22  

自自由由選選択択のの単単位位  24 24  

学部導入科目 

（100 番台コア科目） 
6 

 

 

4 

 

経済学部導入科目（100 番台コア科

目）から 3科目をを修修得得。 

「経済学入門」 

「統計学入門」 

「経済史入門」 

経済学部導入科目（100 番

台コア科目）から、22 科科目目

をを修修得得。 

※3 

学部基礎科目 

（200 番台コア科目） 
8 4 

経済学部基礎科目（200 番台コア科

目）から、22 科科目目をを修修得得。 

「基礎ミクロ経済学」または

「Introductory Microeconomics」 

「基礎マクロ経済学」または

「Introductory Macroeconomics」 

「基礎計量経済学」 

経済学部基礎科目（200 番

台コア科目）から、11 科科目目

をを修修得得。 

※4 

学部発展科目      

その他学部教育科目 46 0 経済学部教育科目 必須要件なし。 ※5 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての自学部ゼミ

ナール又は共通ゼミナール 
必須要件なし。 ※6 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  68 8    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※7 

  

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 3 つのカテゴリー（数学、情報、理科）のうち、数学科目から 8 単位を必修とする。ただし、経済学部生の履修できない「統計」及

び「数学概論」はこれに含めない。 

※2 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派

遣留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。 

※3 「経済思想入門」は、令和 4（2022）年度以降廃止となる。ただし、令和 3（2021）年度以前に修得した当該科目の単位は、学部

導入科目（100 番台コア科目）の修得単位として算入される。 

※4 同一科目で英語と日本語の両方で開講される科目は1科目のみ算入可とする。なお、「基礎経済数学」は、平成31（2019）

年度以降廃止となる。ただし、平成 30（2018）年度以前に修得した当該科目の単位は、学部基礎科目（200 番台コア

科目）の修得単位として算入される。 

※5 教科に関する科目を除く。 
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※6 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできない。

したがって、経済学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8 単位は、学

部教育科目 68 単位枠に算入されないので注意すること。 

※7 総修得単位数以外の卒業要件として、①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学・語学集中研修・短期海外留学（サマ

ースクール）・長期海外留学・海外インターンシップ・ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL 得点一定水

準以上の学生は有資格者とみなす。））の参加及び②学士論文試験の合格が必要。 
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（（33））  法法学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

  

法法学学ココーースス・・国国際際関関係係ココーースス  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数） 

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

16 12 ※1 

数理・情報科目    

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
  ※2 

他学部教育科目 6 2 ※3 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
36 22  

自自由由選選択択のの単単位位  16 12  

学部導入科目 4 

 

 

4 

 

法学部導入科目 4科目から、44 単単

位位をを修修得得。 
卒業要件と同じ。  

学部基礎科目 40 16 

法学部前期指定基礎科目から 1166

単単位位をを修修得得。 

 

また、コース毎に指定された授業

科目部門に属する法学部基礎科

目及び部門外講義から 2244 単単位位をを

修修得得。 

法学部前期指定基礎科目

から 1166 単単位位をを修修得得。 

 

※4 

学部発展科目      

その他学部教育科目 20 0 法学部教育科目 必須要件なし。 ※5 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての法学部ゼ

ミナール又は共通ゼミナール 
必須要件なし。 ※6 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  72 20    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※7 

  

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 英語 8 単位及び第二外国語（英語以外の初修外国語）8 単位を必修とする。 

※2 他の要件のほか、他学部教育科目及び全学共通教育科目のうちから 6 単位を必修とする。 

※3 自学部以外の2学部以上にわたって6単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派遣

留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。 

※4 進学に必要な 16 単位は、前期指定基礎科目から修得する。卒業に必要な残り 24 単位は、33 年年次次にに選選択択すするるココーースス毎毎にに指指定定

さされれたた部部門門のの基基礎礎科科目目及及びび部部門門外外講講義義かからら修修得得すするる。。 

     ＜各コースで指定する部門＞ 

法学コース 基礎法部門・公法部門・民事法部門・企業法経済法部門・刑事法部門・部門外講義 

国際関係コース 基礎法部門・公法部門（平成 28 年度以前入学生は含まれない）・国際法部門・グローバル・

ネットワーク論部門・部門外講義 

   ・ 各部門の科目は、「科目区分と科目の一覧表」を参照。 

   ・ 国際関係コースの部門には、令和 2（2020）年度まで置かれていた「法言語論部門」を含む。 
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法法曹曹ココーースス  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数） 

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

16 12 ※1 

数理・情報科目    

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
  ※2 

他学部教育科目 6 2 ※3 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
36 22  

自自由由選選択択のの単単位位  16 12  

学部導入科目 4 

 

 

4 

 

以下の法学部導入科目 2科目を

全全てて修修得得。 

「法と社会」 

「実定法と社会」 

法学部導入科目 4科目か

ら、44 単単位位をを修修得得。 
 

学部基礎科目 46 16 

法学部基礎科目（前期指定基礎科

目を含む）から、以下の 1133 科科目目

をを全全てて修修得得。 

「憲法（総論・人権）」 

「憲法（統治機構）」 

「行政法（総論）」 

「行政法（救済法）」 

「民法（総則・物権）」 

「民法（債権総論・担保物権）」 

「民法（債権各論）」 

「民法（家族）」 

「民事訴訟法」 

「会社法」 

「刑法（総論）」 

「刑法（各論）」 

「刑事訴訟法」 

法学部前期指定基礎科目

から 1166 単単位位をを修修得得。 

 

 

学部発展科目      

その他学部教育科目 14 0 

法学部教育科目から以以下下のの 22 科科

目目をを含含めめ、、1144 単単位位をを修修得得。 

「法律家と現代社会」※4 

「法律実務入門」 

必須要件なし。 ※5 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての自学部ゼ

ミナール 
必須要件なし。 ※6,7 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  72 20    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※8 

  

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 英語 8 単位及び第二外国語（英語以外の初修外国語）8 単位を必修とする。 

※2 他の要件のほか、他学部教育科目及び全学共通教育科目のうちから 6 単位を必修とする。 

※3 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義および

共通ゼミナール（早期卒業を希望しない場合に履修した副ゼミナールに限る）の算入を認める（1 学部としてカウントとする）。 

※4 「法律家と現代社会」は、履修した全科目（GPA 対象科目）の GPA の計算に際しては対象外となるが、法曹コース必修科目の

GPA の計算に際しては対象科目として算入される。 

   ・ 前期在籍中に、基礎科目（前期指定基礎科目を含む）及び部門外講義の単位を後期への進学に必要な要件を超えて取得

しており、それが「3 年次に選択するコース毎に指定された部門の基礎科目及び部門外講義」に該当する場合には、当該単

位を卒業要件の「コース毎に指定された部門の基礎科目及び部門外講義 24 単位」に算入することができる。 

   ただし、法曹コースについては別途定める要件に従って履修すること。 

※5 教科に関する科目を除く。 

※6 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできない。

したがって、法学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8 単位は、学部

教育科目 72 単位枠に算入されないので注意すること。 

※7 総修得単位数以外の卒業要件として、①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学・語学集中研修・短期海外留学（サマ

ースクール）・長期海外留学・海外インターンシップ・ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL 得点一定水

準以上の学生は有資格者とみなす。））の参加及び②学士論文（卒業論文）試験の合格が必要。 
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法法曹曹ココーースス  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数） 

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション 

スキル科目 
8 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

16 12 ※1 

数理・情報科目    

運動文化科目    

その他の 

全学共通教育科目 
  ※2 

他学部教育科目 6 2 ※3 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
36 22  

自自由由選選択択のの単単位位  16 12  

学部導入科目 4 

 

 

4 

 

以下の法学部導入科目 2科目を

全全てて修修得得。 

「法と社会」 

「実定法と社会」 

法学部導入科目 4科目か

ら、44 単単位位をを修修得得。 
 

学部基礎科目 46 16 

法学部基礎科目（前期指定基礎科

目を含む）から、以下の 1133 科科目目

をを全全てて修修得得。 

「憲法（総論・人権）」 

「憲法（統治機構）」 

「行政法（総論）」 

「行政法（救済法）」 

「民法（総則・物権）」 

「民法（債権総論・担保物権）」 

「民法（債権各論）」 

「民法（家族）」 

「民事訴訟法」 

「会社法」 

「刑法（総論）」 

「刑法（各論）」 

「刑事訴訟法」 

法学部前期指定基礎科目

から 1166 単単位位をを修修得得。 

 

 

学部発展科目      

その他学部教育科目 14 0 

法学部教育科目から以以下下のの 22 科科

目目をを含含めめ、、1144 単単位位をを修修得得。 

「法律家と現代社会」※4 

「法律実務入門」 

必須要件なし。 ※5 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての自学部ゼ

ミナール 
必須要件なし。 ※6,7 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  72 20    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※8 

  

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 英語 8 単位及び第二外国語（英語以外の初修外国語）8 単位を必修とする。 

※2 他の要件のほか、他学部教育科目及び全学共通教育科目のうちから 6 単位を必修とする。 

※3 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義および

共通ゼミナール（早期卒業を希望しない場合に履修した副ゼミナールに限る）の算入を認める（1 学部としてカウントとする）。 

※4 「法律家と現代社会」は、履修した全科目（GPA 対象科目）の GPA の計算に際しては対象外となるが、法曹コース必修科目の

GPA の計算に際しては対象科目として算入される。 
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※5 教科に関する科目を除く。 

※6 法曹コースにおいては、共通ゼミナールを主ゼミナールとすることはできない 。 

※7 早期卒業を希望する者は、副ゼミナール（自学部ゼミナールに限る）の単位を主ゼミナールの単位として読み替えることができ

る。この場合、共通ゼミナールや他学部ゼミナールを副ゼミナールとして履修することはできない。 

※8 総修得単位数以外の卒業要件として、以下を満たす必要がある。なお、④の要件を一橋大学以外の大学の法科大学院の入

学試験の合格をもって充足することを希望する者は、卒業年次の 1 月末日までに合格通知の写しを添えて法学部事務室に申

し出なければならない（申請書は法学部事務室にて受領すること）。 

早期卒業（在学期間 3年）の場合 通常の卒業（在学期間 4年以上）の場合 

①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学・語学集中研修・短期海外留学（サマースクール）・長期海外留学・

海外インターンシップ・ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL 得点一定水準以上の学生は有資

格者とみなす。））の参加 

②履修した全科目（GPA 対象科目）の GPA が 3.5 以上、法曹

コース必修科目の GPA が 3.2 以上 

②履修した全科目（GPA 対象科目）の GPA が 3.0 以上、

法曹コース必修科目の GPA が 2.8 以上 

③学士論文（卒業論文）試験の合格 

④法科大学院の入学試験の合格  
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科科目目区区分分とと科科目目のの一一覧覧表表                                 ◎：前期指定基礎科目 

部門 学部導入科目 学部基礎科目 学部発展科目 

基 礎 法 部 門 

 ◎西洋近代法史 西洋法制史文献研究 

  西洋法制史 日本法制史文献研究 

  日本法制史 ローマ法 

 ◎日本近代法史 中国法文献研究 

  英米公法 法哲学文献研究 

  英米私法 情報法 

  中国法総論 ジェンダーと法 

  中国法各論  

 ◎法哲学  

 ◎法思想史  

 ◎法社会学  

法と社会  比較法文化論  

  外国法原典講読  

公 法 部 門 

 ◎憲法（総論・人権） 国際租税法 

 ◎憲法（統治機構） 地方自治法 

 ◎行政法（総論） 教育法 

  行政法（救済法） 環境法 

  租税法 生命科学と法A 

  行政学  

国 際 法 部 門 

 ◎国際法総論Ⅰ 国際紛争処理法 

  国際法総論Ⅱ EU法 

 ◎国際組織法 国際関係研究の方法 

 ◎国際政治理論 国際安全保障研究 

実定法と社会 ◎国際安全保障 国際政治経済研究 

 ◎国際政治経済 国際関係史研究 

 ◎Japan and International Relations メディアと国際政治 

  対外政策論 国際政治の計量分析Ⅰ 

  Global Governance 国際政治の計量分析Ⅱ 

  International Organizations EU政策法 

 ◎日本外交史 Quantitative Analysis in International 

 ◎ヨーロッパ国際関係史  

  アジア国際関係史  

  冷戦史  

  アメリカ政治外交史  

  中国外交史  

  Case Study on International Security  

  Case Study on International Political Economy  

  Case Study on International History  

 International Relations in Asia-Pacific  

民 事 法 部 門 

 ◎民法（総則・物権） 知的財産法A 

  民法（債権総論・担保物権） 知的財産法B 

現代国際社会と政治 ◎民法（債権各論） 民事手続法概論 

 ◎民法（家族） 生命科学と法B 

  民事訴訟法  

  国際私法  

企 業 法 経 済 法 部 門 

 ◎商法総則商行為・手形小切手 企業法務 

  会社法 保険法 

  経済法Ⅰ 社会保障法 

  経済法Ⅱ 金融商品取引法 

 ◎労働法 商取引法 

刑 事 法 部 門 

 ◎刑法（総論） 少年法 

 ◎刑法（各論） 比較刑事法 

  刑事訴訟法  

  犯罪学  

  刑事政策  

グ ロ ー バ ル ・ ネ ッ ト 
ワ ー ク 論 部 門 

 ◎グローバル・ネットワーク論 
 文化交流とネットワーク 

交渉文化論A 

 交渉文化論B 

 地域文化とネットワーク 交渉文化論C 

  法言語基礎論 法言語文化論A 

  法言語歴史論 法言語文化論B 

  法の日本語  
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寄 附 講 義 
（ 部 門 外 講 義 ） 

  損害保険の法と実務 
 信託法  

法 学 部 交 流 科 目 
（ 部 門 外 講 義 ） 

  Introduction to Japanese Law 

  Comparative Law 

G L P 科 目 
（注1） 

（ 部 門 外 講 義 ） 

 GLP Core Seminar 

 GLP Core Seminar Ⅱ 

 GLP国際セミナー(韓国)A 

 GLP国際セミナー(韓国)B 

 GLP国際セミナー(英国)A 

 GLP国際セミナー(英国)B 

 GLP国際セミナー(香港・台湾)A 

 GLP国際セミナー(香港・台湾)B 

 GLP国際セミナー(中国)A 

 GLP国際セミナー(中国)B 

 GLP国際セミナー(ベルギー) 

 GLP国際セミナー（米国） 

 International Law 

 EU Law 

 Contemporary Issues in Anglo-American Law 

 私法とグローバリゼーション 

特 別 講 義 
（ 部 門 外 講 義 ） 

  法律家と現代社会 

  テクノロジーとリーガル・イノベーション 

  法律実務入門 

  企業法務の実務入門 

  特許法 

  Introduction to the U.S. Legal System 

  特別講義（基礎法） 

  特別講義（公法） 

  特別講義（国際法） 

  特別講義（民事法） 

  特別講義（企業法経済法） 

  特別講義（刑事法） 

  特別講義（法言語論） 

  特別講義（グローバル・ネットワーク論） 

（注 1）法学部 GLP 修了要件については、「Ⅱ．2-1（3） 法学部 グローバル・リーダーズ・プログラム」を参照すること。 
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（（44））  社社会会学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

卒業・進学要件 

区分 

卒業 

（単位数） 

進学 

（単位数）

卒業 

必須科目（科目区分） 

進学 

必須科目（科目区分） 

注意 

事項 

英語コミュニケーション

スキル科目 
8 

 

8 

 「全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学部共通）」

参照。 

 

外国語科目 

（英語・第二外国語（英語

以外の初修外国語）） 

16 12 ※1 

数理・情報科目 4 0  

運動文化科目 2 0 ※2 

その他の 

全学共通教育科目 
   

他学部教育科目 6 2 ※3 

計計（（全全学学共共通通教教育育科科目目・・

他他学学部部教教育育科科目目含含むむ））  
36 22  

自自由由選選択択のの単単位位  24 32  

学部導入科目 8 

 

 

 

 

以下の社会学部導入科目 5 科目を全全

てて修修得得。 

「社会研究の世界」 

「社会科学概論Ⅰ」 

「社会科学概論Ⅱ」 

「導入ゼミナールⅠ」 

「導入ゼミナールⅡ」 

必須要件なし。  

学部基礎科目 10 
社会学部基礎科目から 1100 単単位位をを修修

得得。 
必須要件なし。  

学部発展科目 16 
社会学部発展科目から 1166 単単位位をを修修

得得。 
必須要件なし。 

※4 

その他学部教育科目 22 社会学部教育科目 必須要件なし。 

主ゼミナール 8 0 
主ゼミナールとしての社会学部ゼミ

ナール又は共通ゼミナール 
必須要件なし。 ※5 

計計（（学学部部教教育育科科目目））  64 0    

総総修修得得単単位位数数  124 54   ※6 

 

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※1 英語 8 単位及び第二外国語（英語以外の初修外国語）8 単位を必修とする。 

※2 運動文化科目（「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」「スポーツ演習」）2 単位を必修とする。 

※3 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派

遣留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。 

※4 教科に関する科目を除く。 

※5 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできない。

したがって、社会学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8 単位は、学

部教育科目 64 単位枠に算入されないので注意すること。 

※6 総修得単位数以外の卒業要件として、①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学・語学集中研修・短期海外留学（サマ

ースクール）・長期海外留学・海外インターンシップ・ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL 得点一定水

準以上の学生は有資格者とみなす。））の参加及び②学士論文試験の合格が必要。  
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（（55））  ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

  

  

卒業 進学 注意
必須科⽬（科⽬区分） 必須科⽬（科⽬区分） 事項

英語コミュニケーションスキ
ル科⽬

8 8 「ＰＡＣＥⅠ」「ＰＡＣＥⅡ」を
全て修得。

「ＰＡＣＥⅠ」「ＰＡＣＥⅡ」を
全て修得。

外国語科⽬（英語・第⼆外国
語（英語以外の初修外国
語））

8 6

数理・情報科⽬ 16 8 「線形代数Ｉ・Ⅱ」「微分積分
Ｉ・Ⅱ」「統計」「プログラミン
グ基礎」「情報リテラシー」「Ａ
Ｉ⼊⾨」を全て修得。

「線形代数Ｉ・Ⅱ」「微分積分
Ｉ・Ⅱ」「統計」「プログラミン
グ基礎」「情報リテラシー」「Ａ
Ｉ⼊⾨」から4科⽬修得。

運動⽂化科⽬
その他の全学共通教育科⽬
他学部教育科⽬ 6 0 ※1
計（全学共通教育科⽬・他学
部教育科⽬含む）

38 22

⾃由選択の単位 24 12
学部導⼊科⽬ 14 14 以下の学部導⼊科⽬3科⽬を

全て修得。
「ソーシャル・データサイエンス
⼊⾨Ⅰ・Ⅱ」
「ソーシャル・データサイエンス
の法と倫理」

上記以外の学部導⼊科⽬8科⽬のう
ち4科⽬修得。 ※2

以下の学部導⼊科⽬3科⽬を
全て修得。
「ソーシャル・データサイエンス
⼊⾨Ⅰ・Ⅱ」
「ソーシャル・データサイエンス
の法と倫理」

上記以外の学部導⼊科⽬8科⽬のう
ち4科⽬修得。 ※2

学部基礎科⽬ 10 6 以下の学部基礎科⽬3科⽬を
全て修得。
「回帰分析Ｉ」「実践的機械学習
Ｉ」「プログラミングＩ」

学部基礎科⽬の「社会科学科⽬」
のうち2科⽬修得。 ※2

以下の学部基礎科⽬3科⽬を
全て修得。
「回帰分析Ｉ」「実践的機械学習
Ｉ」「プログラミングＩ」

学部発展科⽬ 6 0 学部発展科⽬から3科⽬修得。 ※
3

必須要件なし。

PBL演習科⽬ 4 0 「ＰＢＬ演習Ａ〜Ｆ」のうち2科⽬
修得。

必須要件なし。

主ゼミナール 8 0 主ゼミナールとしての⾃学部ゼミ
ナール

必須要件なし。 ※4

計（学部教育科⽬） 62 20
総修得単位数 ※5

※1

※2
※3

※4
※5

⾃学部以外の2学部以上にわたって6単位を必修とする。なお、共通ゼミナールの算⼊を認める（1学部としてカウントとする）。ま
た、学部導⼊科⽬に読み替える他学部教育科⽬と、各学部の教科に関する科⽬を除く。

ソーシャル・データサイエンス学部では、共通ゼミナールを主ゼミナールとすることはできない。
総修得単位数以外の卒業要件として、①グローバル教育ポートフォリオ（短期語学留学、語学集中研修、短期海外留学（サマースクー
ル）、⻑期海外留学、海外インターンシップ、ゼミを中⼼とした海外調査・インターゼミ等（ただし、TOEFL得点⼀定⽔準以上の学⽣
は有資格者とみなす））の参加及び②学⼠論⽂試験の合格が必要。

「経営学・経済学系科⽬」「法学・政治学・その他の社会科学系科⽬」の両⽅で各2単位以上を修得すること。
「ビジネス・イノベーション分析科⽬」「社会課題解決科⽬」「統計学科⽬、情報・AI科⽬⼜はプログラミング科⽬」のすべてで各2単
位以上を修得すること。

124 54

卒業
（単位数）

進学
（単位

卒業・進学要件区分

20
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11--33  卒卒業業・・後後期期課課程程進進学学要要件件チチェェッッククシシーートト  

  

 自身の所属学部のチェックシートを利用し、要件を確認すること。たただだしし、、平平成成2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガ

イイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照すするるこことと。。 

  

（（11））  商商学学部部  

本シートは、次の 2つの条件を満たす商学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、平成 29（2017）

年度より適用の一橋大学学部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

① 平成 29（2017）年 4月以降に卒業または後期課程に進学すること。 

② 平成 29（2017）年度以降に最低 1単位を修得すること。 

但し、再入学、学士入学および編入学生については、個別に卒業・後期課程進学要件を定めるため、本チェックシー

トの対象外である。平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガイイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照

すするるこことと。。 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

  

後期課程進学要件チェックシート 
対象：商学部生（平成 29 年度以降入学生） 

  
後期課程進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 

 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【商学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 6単位以上である1。 

□ (3) 数理・情報科目のうち数学科目の修得単位数の合計が 6単位以上である2。 

□ (4) 他学部（＝経済学部、法学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目の修

得単位数および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が2単位以上である。 

 

【商学部が開講する学部教育科目の指定】 

□4． 学部導入科目の修得単位数の合計が 14 単位以上であり、さらに以下の要件全全ててを満たしている。 

□ (1) 導入演習科目 4科目の 8単位を全て修得している。 

□ (2) 導入講義科目 5科目のうちから 3 科目（6単位）以上を修得している。 

  以上 

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
2 ただし、「数学概論」は履修できない。 
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Ⅰ

卒業要件チェックシート 
対象：商学部生（平成 29 年度以降入学生） 

 
卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 

 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールとして登録された、商学部の「ゼミナール」の修得単位数の合計が８単位以上である。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

 

【商学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□6． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が８単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 8単位以上である1。 

□ (3) 数理・情報科目のうち数学科目の修得単位数の合計が 8単位以上である2。 

□ (4) 他学部（＝経済学部、法学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ② 法学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

 

【商学部が開講する学部教育科目の指定】 

□7． 学部導入科目の修得単位数の合計が 18 単位以上であり、さらに以下の要件全全ててを満たしている。 

□（1）導入演習科目 4科目の 8単位を全て修得している。 

□（2）導入講義科目 5科目の 10 単位を全全てて修得している。 

□8． 学部基礎科目および学部発展科目の修得単位数の合計が 40 単位以上であり、さらに以下の要件全全ててを満たしてい

る。 

□（1）この修得単位数の合計のうち、20 単位以上を学部基礎科目から修得している3。 

以上 

  

    

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
2 ただし、「数学概論」は履修できない。 
3 主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する枠には算入されないので注意すること。 

（（22））  経経済済学学部部  

本シートは、次の 2つの条件を満たす経済学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、平成 29（2017）

年度より適用の一橋大学学部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

①平成 29（2017）年 4月以降に卒業または後期課程に進学すること。 

②平成 29（2017）年度以降に最低 1単位を修得すること。 

但し、再入学、学士入学および編入学生については、個別に卒業・後期課程進学要件を定めるため、本チェックシー

トの対象外である。平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガイイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照

すするるこことと。。  

 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

  

  

後期課程進学要件チェックシート 
対象：経済学部生（平成 29 年度以降入学生） 

 
 

後期進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 
 
【総合】 
□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【経済学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 6単位以上である1。 

□ (3) 数理・情報科目のうち数学科目の修得単位数の合計が 6単位以上である2。 

□ (4) 他学部（＝商学部、法学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目の

修得単位数および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が2単位以上である。 

 
【経済学部が開講する学部教育科目の指定】 
□4． 100 番台コア科目の修得単位数の合計が 4 単位以上である。 

□5． 200 番台コア科目の修得単位数の合計が 4 単位以上である3。 

以上 

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
2 ただし、経済学部生の履修できない「統計」及び「数学概論」はこれに含めない。 
3 「基礎経済数学」は、平成 31（2019）年度以降廃止となる。ただし、平成 30（2018）年度以前に当該科目の単位を取得

している場合、本要件を満たすものとする。 
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（（22））  経経済済学学部部  

本シートは、次の 2つの条件を満たす経済学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、平成 29（2017）

年度より適用の一橋大学学部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

①平成 29（2017）年 4月以降に卒業または後期課程に進学すること。 

②平成 29（2017）年度以降に最低 1単位を修得すること。 

但し、再入学、学士入学および編入学生については、個別に卒業・後期課程進学要件を定めるため、本チェックシー

トの対象外である。平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガイイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照

すするるこことと。。  

 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

  

  

後期課程進学要件チェックシート 
対象：経済学部生（平成 29 年度以降入学生） 

 
 

後期進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 
 
【総合】 
□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【経済学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 6単位以上である1。 

□ (3) 数理・情報科目のうち数学科目の修得単位数の合計が 6単位以上である2。 

□ (4) 他学部（＝商学部、法学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目の

修得単位数および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が2単位以上である。 

 
【経済学部が開講する学部教育科目の指定】 
□4． 100 番台コア科目の修得単位数の合計が 4 単位以上である。 

□5． 200 番台コア科目の修得単位数の合計が 4 単位以上である3。 

以上 

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
2 ただし、経済学部生の履修できない「統計」及び「数学概論」はこれに含めない。 
3 「基礎経済数学」は、平成 31（2019）年度以降廃止となる。ただし、平成 30（2018）年度以前に当該科目の単位を取得

している場合、本要件を満たすものとする。 
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Ⅰ

卒業要件チェックシート 
対象：経済学部生（平成 29 年度以降入学生） 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 
【総合】 
□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 
□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 
□3． 主ゼミナールとして登録された、経済学部の「ゼミナール」または「共通ゼミナール」の修得単位数の合計が８単

位以上である1。 
□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 
□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 
 
【経済学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 
□6． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 10 単位以上である2。 

□ (3) 数理・情報科目のうち数学科目の修得単位数の合計が 8単位以上である3。 

□ (4) 他学部（＝商学部、法学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 法学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

 
【経済学部が開講する学部教育科目の指定】 
□7． 100 番台コア科目 3科目の単位（合計 6単位）を修得している4。 
□8． 200 番台コア科目について、以下の(1)～(3)の 3 要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている5,6。 

□（1）「基礎ミクロ経済学」または「Introductory Microeconomics」の 4単位を修得している。 
□（2）「基礎マクロ経済学」または「Introductory Macroeconomics」の 4単位を修得している。 
□（3）「基礎計量経済学」の 4単位を修得している。 

□9． 経済学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目およびゼミナール）の修得単位

数の合計が 68 単位以上である 1，7。 
以上 

 
1 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできな

い。したがって、経済学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8

単位は、要件 9にある学部教育科目枠に算入されないので注意すること。また、教科に関する科目を除く。 
2 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
3 ただし、経済学部生が履修できない「統計」及び「数学概論」はこれに含めない。 
4 「経済思想入門」は、令和 4（2022）年度以降廃止となる。ただし、令和 3（2021）年度以前に当該科目の単位を修得し

ている場合は本要件のうち、1科目 2単位を満たすものとする。 
5 (1)を 2 回満たしたとしても、1要件を満たすと数えることに注意［(2)についても同様］。したがって、例えば、「基礎

ミクロ経済学」と英語開講の「Introductory Microeconomics」の 2科目の合計 8単位を修得しているだけでは、(1)の

要件を 1つ満たしたにすぎず、200 番台コア科目についての必修要件を満たさないことに注意。 
6 「基礎経済数学」は、平成 31（2019）年度以降廃止となる。ただし、平成 30（2018）年度以前に当該科目の単位を修得

している場合は本要件のうち、1要件を満たすものとする。 
7  主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「68 単位」枠には算入されないので注意すること。 
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（（33））  法法学学部部 

本シートは、次の 2つの条件を満たす法学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、平成 29（2017）

年度より適用の一橋大学学部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

①平成 29（2017）年 4月以降に卒業または後期課程に進学すること。 

②平成 29（2017）年度以降に最低 1単位を修得すること。 

但し、再入学、学士入学および編入学生については、個別に卒業・後期課程進学要件を定めるため、本チェックシー

トの対象外である。平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガイイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照

すするるこことと。。  

 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

 

後期課程進学要件チェックシート 
対象：法学部生（平成 29 年度以降入学生） 

  
 

後期課程進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 

 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【法学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(3)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 第二外国語（英語以外の初修外国語）科目および英語科目の修得単位数の合計が 12 単位以上である1。 

□ (3) 他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目

の修得単位数および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が2単位以上である。 

 

【法学部が開講する学部教育科目の指定2】 

□4． 学部導入科目の修得単位数の合計が 4単位以上である。 

□5． 学部基礎科目のうち、学部前期指定基礎科目の修得単位数の合計が 16 単位以上である。 

 

以上 

    

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイド 

ブックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
2 以下の各要件について、「導入ゼミナール」、「外国法原典講読」の修得単位の算入は、それぞれ 2 単位を上限とする。 
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卒業要件チェックシート 
対象：法学部法学コース・国際関係コース生（平成 29 年度以降入学生） 

 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールとして登録された、法学部の「ゼミナール」または「共通ゼミナール」の修得単位数の合計が８単位

以上である1。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

 

【法学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□6． 以下の(1)～(5)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□（1）英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□（2）第二外国語（英語以外の初修外国語）科目の修得単位数の合計が 8単位以上である 2。 

□（3）英語科目の修得単位数の合計が 8 単位以上である2。 

□（4）他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

□（5）(1)～(4)を含む全学共通教育科目および他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサ

イエンス学部）が開講する学部教育科目の修得単位数の合計が 36 単位以上である。 

【法学部が開講する学部教育科目の指定】 

□7． 学部導入科目の修得単位数の合計が 4単位以上である。 

□8． 学部前期指定基礎科目の修得単位数の合計が 16 単位以上である。 

□9． 学部教育科目について、以下の(1)および(2)の 2 要件のうち、いずれかを満たしている。 

□（1）法学コースに属す学生で、基礎法部門、公法部門、民事法部門、企業法経済法部門および刑事法部門の学部基

礎科目の修得単位数と、部門外講義の科目の修得単位数が合計 24 単位以上である。 

□（2）国際関係コースに属す学生で、基礎法部門、公法部門、国際法部門およびグローバル・ネットワーク論部門の

学部基礎科目の修得単位数と、部門外講義の科目の修得単位数が合計 24 単位以上である
3
。 

□10． 法学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、その他の法学部教育科目および

ゼミナール）の修得単位数の合計が 72 単位以上である 4。 

以上 

 
1 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできな

い。したがって、法学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8

単位は、要件 10 にある学部教育科目枠に算入されないので注意すること。また、教科に関する科目を除く。 
2 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイド 
ブックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 

3  令和 2（2020）年度まで置かれていた「法言語論部門」の学部基礎科目の修得単位数も含む。 
4  主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「64 単位」枠には算入されないので注意すること。 

卒業要件チェックシート 
対象：法学部法曹コース生（令和元年度以降入学生）  

 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールとして登録された、法学部の「ゼミナール」の修得単位数の合計が８単位以上である。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

□6． 履修した全科目1の GPA が 3.0 以上、法曹コースの必修科目の GPA が 2.8 以上。 

 

【法学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□7． 以下の(1)～(5)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□（1）英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□（2）第二外国語（英語以外の初修外国語）科目の修得単位数の合計が 8単位以上である 2。 

□（3）英語科目の修得単位数の合計が 8 単位以上である2。 

□（4）他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

□（5）(1)～(4)を含む全学共通教育科目および他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサ

イエンス学部）が開講する学部教育科目の修得単位数の合計が 36 単位以上である。 

【法学部が開講する学部教育科目の指定】 

□8． 学部導入科目の修得単位数の合計が 4単位以上であり、「法と社会」と「実定法と社会」を修得している。 

□9． 学部基礎科目の修得単位数の合計が 46 単位以上であり、以下の科目を全て修得している。 

「憲法（統治機構）」、「憲法（総論・人権）」、「行政法（総論）」、「行政法（救済法）」、「民法（総則・物権）」、「民

法（債権総論・担保物権）」、「民法（債権各論）」、「民法（家族）」、「民事訴訟法」、「会社法」、「刑法（総論）」、「刑

法（各論）」、「刑事訴訟法」 

□10． 学部部門外講義の「法律家と現代社会」と「法律実務入門」を修得している。 

□11． 法学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、その他の法学部教育科目および

ゼミナール）の修得単位数の合計が 72 単位以上である3。 

 

以上 

 

 

 

 
1 GPA 対象科目。以下においても同様とする。 
2 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイド 
ブックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 

3 主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「64 単位」枠には算入されないので注意すること。 
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卒業要件チェックシート 
対象：法学部法曹コース生（令和元年度以降入学生）  

 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールとして登録された、法学部の「ゼミナール」の修得単位数の合計が８単位以上である。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

□6． 履修した全科目1の GPA が 3.0 以上、法曹コースの必修科目の GPA が 2.8 以上。 

 

【法学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□7． 以下の(1)～(5)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□（1）英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□（2）第二外国語（英語以外の初修外国語）科目の修得単位数の合計が 8単位以上である 2。 

□（3）英語科目の修得単位数の合計が 8 単位以上である2。 

□（4）他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

□（5）(1)～(4)を含む全学共通教育科目および他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサ

イエンス学部）が開講する学部教育科目の修得単位数の合計が 36 単位以上である。 

【法学部が開講する学部教育科目の指定】 

□8． 学部導入科目の修得単位数の合計が 4単位以上であり、「法と社会」と「実定法と社会」を修得している。 

□9． 学部基礎科目の修得単位数の合計が 46 単位以上であり、以下の科目を全て修得している。 

「憲法（統治機構）」、「憲法（総論・人権）」、「行政法（総論）」、「行政法（救済法）」、「民法（総則・物権）」、「民

法（債権総論・担保物権）」、「民法（債権各論）」、「民法（家族）」、「民事訴訟法」、「会社法」、「刑法（総論）」、「刑

法（各論）」、「刑事訴訟法」 

□10． 学部部門外講義の「法律家と現代社会」と「法律実務入門」を修得している。 

□11． 法学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、その他の法学部教育科目および

ゼミナール）の修得単位数の合計が 72 単位以上である3。 

 

以上 

 

 

 

 
1 GPA 対象科目。以下においても同様とする。 
2 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイド 
ブックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 

3 主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「64 単位」枠には算入されないので注意すること。 
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卒業要件チェックシート 
対象：法学部法曹コース生（令和元年度以降入学生） ※早期卒業 

 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ早期卒業できない。 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 3年間である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールおよび副ゼミナール1として登録された、法学部の「ゼミナール」の修得単位数の合計が８単位以上で

ある。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

□6． 履修した全科目2の GPA が 3.5 以上、法曹コースの必修科目の GPA が 3.2 以上。 

□7． 法科大学院の入学試験に合格していること。 

 

【法学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□8． 以下の(1)～(5)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□（1）英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□（2）第二外国語（英語以外の初修外国語）科目の修得単位数の合計が 8単位以上である3。 

□（3）英語科目の修得単位数の合計が 8 単位以上である 3。 

□（4）他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目

および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位以上であり、さらに

以下の①～⑤の 5要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

□（5）(1)～(4)を含む全学共通教育科目および他学部（＝商学部、経済学部、社会学部またはソーシャル・データサ

イエンス学部）が開講する学部教育科目の修得単位数の合計が 36 単位以上である。 

【法学部が開講する学部教育科目の指定】 

□9． 学部導入科目の修得単位数の合計が 4単位以上であり、「法と社会」と「実定法と社会」を修得している。 

□10． 学部基礎科目の修得単位数の合計が 46 単位以上であり、以下の科目を全て修得している。 

「憲法（統治機構）」、「憲法（総論・人権）」、「行政法（総論）」、「行政法（救済法）」、「民法（総則・物権）」、「民

法（債権総論・担保物権）」、「民法（債権各論）」、「民法（家族）」、「民事訴訟法」、「会社法」、「刑法（総論）」、「刑

法（各論）」、「刑事訴訟法」 

□11． 学部部門外講義の「法律家と現代社会」と「法律実務入門」を修得している。 

□12． 法学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、その他の法学部教育科目および

ゼミナールの修得単位数の合計が 72 単位以上である。 

 

以上 

    

 
1 早期卒業の場合のみ、副ゼミナールの単位を主ゼミナールの単位として読み替える。 
2 GPA 対象科目。以下においても同様とする。 
3 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
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（（44））  社社会会学学部部  

本シートは、次の 2つの条件を満たす社会学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、平成 29（2017）

年度より適用の一橋大学学部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

①平成 29（2017）年 4月以降に卒業または後期課程に進学すること。 

②平成 29（2017）年度以降に最低 1単位を修得すること。 

但し、再入学、学士入学および編入学生については、個別に卒業・後期課程進学要件を定めるため、本チェックシー

トの対象外である。平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前入入学学生生ににつついいててはは「「学学士士課課程程ガガイイドドブブッックク別別冊冊」」ののチチェェッッククシシーートトをを参参照照

すするるこことと。。  

 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

 

後期課程進学要件チェックシート 
対象：社会学部生（平成 29 年度以降入学生） 

  

 
後期課程進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 

 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【社会学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(3)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1)  英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 第二外国語（英語以外の初修外国語）科目および英語科目の修得単位数の合計が 12 単位以上である1。 

□ (3) 他学部（＝商学部、経済学部、法学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目の

修得単位数および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が2単位以上である。 

 

【社会学部が開講する学部教育科目の指定】 

特になし。 

以上 

 

  

 
1 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイドブ

ックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
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Ⅰ

卒業要件チェックシート 
対象：社会学部生（平成 29 年度以降入学生） 

［平成 29 年度以降に入学した社会学部生］ 

卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 

【総合】 

□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 

□3． 主ゼミナールとして登録された、社会学部の「ゼミナール」または「共通ゼミナール」の修得単位数の合計が 8単

位以上である1。 

□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 

□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 

 

【社会学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□6．以下の(1)～(6)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□（1）英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□（2）第二外国語（英語以外の初修外国語）科目の修得単位数の合計が 8単位以上である2。 

□（3）英語科目の修得単位数の合計が 8 単位以上である 2。 

□（4）数理・情報科目の修得単位数の合計が 4単位以上である。 

□（5）運動文化科目（「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」「スポーツ演習」）の修得単位数の合計

が 2単位以上である。 

□（6）他学部（＝商学部、経済学部、法学部またはソーシャル・データサイエンス学部）が開講する学部教育科目、

「共通ゼミナール」および全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の修得単位数の合計が 6単位

以上であり、さらに以下の①～⑥の 6要件のうち、少なくとも 2要件を満たしている。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 法学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ④ ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 
□ ⑥ 全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義の単位数が１単位以上である。 

【社会学部が開講する学部教育科目の指定】 

□7． 学部導入科目（＝「「社会研究の世界」「社会科学概論Ⅰ･Ⅱ」「導入ゼミナールⅠ･Ⅱ」の修得単位数の合計が５科目

で 8単位以上である。 

□8．学部基礎科目の修得単位数の合計が 10 単位以上である。 

□9． 学部発展科目の修得単位数の合計が 16 単位以上である。 

□10. 社会学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、その他の社会学部教育科目お

よびゼミナールの修得単位数の合計が 64 単位以上である 1，3。 

以上 

  

 
1 共通ゼミナールは全学共通教育科目であるので、その修得単位を学部教育科目の修得単位として算入することはできな

い。したがって、社会学部のゼミナールではなく共通ゼミナールを主ゼミナールとした場合には、その主ゼミナールの 8

単位は、要件 10 にある学部教育科目枠に算入されないので注意すること。また、教科に関する科目を除く。 
2 外国人留学生は、指定された日本語科目の単位を本要件に算入することができる。詳細については、学士課程ガイド 

ブックの「外国人留学生の特例措置」を参照のこと。 
3 主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「64 単位」枠には算入されないので注意すること。 
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（（55））  ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部  

本シートは、ソーシャル・データサイエンス学部生の卒業・後期課程進学要件の確認を支援するために、一橋大学学

部履修規則および卒業・後期課程進学要件表に基づいて作成されている。 

 

※※各各チチェェッッククシシーートトでではは「「科科目目」」ごごととにに必必要要なな修修得得単単位位数数がが指指定定さされれてていいるるがが、、次次のの点点にに関関ししてて注注意意すするるこことと。。個個別別のの

授授業業科科目目ののななかかににはは、、シシララババススのの科科目目区区分分（（学学部部履履修修規規則則別別表表のの区区分分））はは本本チチェェッッククシシーートトとと同同じじ分分類類のの「「科科目目」」とと

ななっってていいててもも、、そそのの修修得得単単位位をを、、本本チチェェッッククシシーートトがが定定めめるる「「必必要要なな修修得得単単位位数数」」にに算算入入ででききなないいももののももああるる。。ししたた

ががっってて、、具具体体的的ににどどのの授授業業科科目目のの単単位位がが、、要要件件がが定定めめるる修修得得単単位位数数にに算算入入可可能能かかどどううかかはは、、改改めめてて「「学学士士課課程程ガガイイドド

ブブッックク」」でで確確認認すするるこことと。。  

  

  

後期課程進学要件チェックシート 
対象：ソーシャル・データサイエンス学部生 

 
 

後期進学判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ後期課程に進学できない。 
 
【総合】 
□1． 在学年数が通算で 2年間以上である。 

□2． 総修得単位数が 54 単位以上である。 

 

【ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 

□3． 以下の(1)～(3)に挙げた科目全てについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（＝「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8 単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 6単位以上である。 

□ (3) 数理・情報科目のうち「線形代数Ｉ・Ⅱ」「微分積分Ｉ・Ⅱ」「統計」「プログラミング基礎」「情報リテラシー」

「ＡＩ入門」の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

 
【ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の指定】 
□4． 学部導入科目のうち、「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」

の単位（合計 6単位）を全全てて修得している。 

□5． 学部導入科目のうち、「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」

以以外外のの修得単位数が以下の条件を満たしている。 

□ (1) 「経営学・経済学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 

□ (2) 「法学・政治学・その他の社会科学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 

□ (3) 修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□6． 学部基礎科目のうち、「回帰分析Ｉ」「実践的機械学習Ｉ」「プログラミングＩ」の単位（合計 6単位）を全全てて修得

している。 

以上 
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Ⅰ

卒業要件チェックシート 
対象：ソーシャル・データサイエンス学部生 

 
卒業判定時点で、以下の要件が全全てて満たされていなければ卒業できない。 
【総合】 
□1． 在学年数が通算で 4年間以上である。 
□2． 総修得単位数が 124 単位以上である。 
□3． 主ゼミナールとして登録された、ソーシャル・データサイエンス学部の「ゼミナール」の修得単位数の合計が 8 単

位以上である。 
□4． 学士論文（卒業論文）を提出し、その成績がＡ＋、Ａ、ＢまたはＣとなっている。 
□5． グローバル教育ポートフォリオに参加済みである、または、参加免除を受けている。 
【ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目以以外外の指定】 
□6． 以下の(1)～(4)に挙げた科目全全ててについて、それぞれの修得単位数が必要単位数以上である。 

□ (1) 英語コミュニケーションスキル科目（「PACE I・II」）の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□ (2) 外国語科目の修得単位数の合計が 8単位以上である。 

□ (3) 数理・情報科目のうち「線形代数Ｉ・Ⅱ」「微分積分Ｉ・Ⅱ」「統計」「プログラミング基礎」「情報リテラシー」

「ＡＩ入門」の修得単位数の合計が 16 単位以上である。 

□ (4) 他学部（＝商学部、経済学部、法学部または社会学部）が開講する学部教育科目および「共通ゼミナール」の

修得単位数の合計が 6単位以上であり、さらに以下の①～⑤の 5要件のうち、少なくとも 2要件を満たしてい

る。 

□ ① 商学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ② 経済学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ③ 法学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1単位以上である。 
□ ④ 社会学部が開講する学部教育科目の修得単位数が 1 単位以上である。 
□ ⑤「共通ゼミナール」の単位を修得している。 

【ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目の指定】 
□7． 学部導入科目のうち、「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」

の単位（合計 6単位）を全全てて修得している。 
□8． 学部導入科目のうち、「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」

以以外外のの修得単位数の合計が 8単位以上であり、さらに以下の条件を全て満たしている。 

□ ① 「経営学・経済学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 
□ ② 「法学・政治学・その他の社会科学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 

□9． 学部基礎科目のうち、「回帰分析Ｉ」「実践的機械学習Ｉ」「プログラミングＩ」の単位（合計 6単位）を全全てて修得

している。 
□10． 学部基礎科目のうち、「社会科学科目」の修得単位数の合計が 4単位以上であり、さらに以下の条件を全て満たし

ている。 
□ ① 「経営学・経済学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 
□ ② 「法学・政治学・その他の社会科学系科目」の修得単位数が 2単位以上である。 

□11． 学部発展科目の修得単位数の合計が 6単位以上であり、さらに以下の条件を全て満たしている。 

□ ① 「ビジネス・イノベーション分析科目」の修得単位数が 2単位以上である。 
□ ② 「社会課題解決科目」の修得単位数が 2単位以上である。 
□ ③ 「統計学科目、情報・AI 科目又はプログラミング科目」の修得単位数が 2単位以上である。 

□12．PBL 演習について、「ＰＢＬ演習Ａ～Ｆ」の修得単位数の合計が 4単位以上である。 
□13． ソーシャル・データサイエンス学部が開講する学部教育科目（＝学部導入科目、学部基礎科目、学部発展科目、PBL

演習科目およびゼミナール）の修得単位数の合計が 62 単位以上である1。                
以上

 
1 主ゼミナール、副ゼミナールそれぞれにおいて、8単位を超えて修得したゼミナールの単位は、自由選択の単位に算入

される。したがって、それらの超過の単位数は、この要件の指定する「62 単位」枠には算入されないので注意すること。 



Ⅰ

－ 27 －



－ 28 －

Ⅰ

11
--
44
  

全全
学学

共共
通通

教教
育育

科科
目目

・・
自自

由由
選選

択択
のの

単単
位位

のの
要要

件件
（（
全全

学学
部部

共共
通通

））
  

※※
平平

成成
22
88
（（
22
00
11
66
））
年年

以以
前前

入入
学学

生生
はは

対対
象象

外外
でで

すす
。。

別別
冊冊

でで
確確

認認
しし

てて
くく
だだ

ささ
いい

。。
  

卒
業

・
進
学

要
件

 

区
分

 

商
 

経
済
 

法
 

社
会
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

 
対
象
科
目
 

※
具
体
的
な
科
目
は
、
学
部
履
修
規
則
別
表
を
参
照
。
 

注 意 事 項
 

卒
業

 
進

学
 
卒
業
 
進
学
 

卒
業
 

進
学
 卒

業
 
進
学
 
卒
業
 

進
学
 

英
語

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
 

ス
キ

ル
科

目
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

                     

6
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

「
P
A
C
E
Ⅰ
」
、

「
P
A
C
E
Ⅱ
」
 

 

外
国

語
科

目
 

（
英

語
・

第
二

外
国

語
（
英

語
以
外

の
初
修
外

国

語
））

 

8
 

6
 

1
0
 

6
 

1
6
 

1
2
 

1
6
 

1
2
 

8
 

6
 

◆◆
商商

学学
部部

・・
経経
済済

学学
部部

・・
ソソ
ーー
シシ

ャャ
ルル

・・
デデ
ーー
タタ

ササ
イイ

エエ
ンン
スス
学学

部部
  

外
国
語
科
目

 
（
「
P
A
C
E
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
除
く
。
）
 

     ※ 1
 

    ※ 2
 

◆◆
法法

学学
部部

・・
社社
会会

学学
部部
  

【【
英英

語語
科科

目目
】】
  

外
国
語
科
目
（
「「

英英
語語
」」

のの
区区
分分

）
 
（
「
P
A
C
E
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
除
く
。
）
  

【【
第第

二二
外外

国国
語語
（（

英英
語語
以以

外外
のの

初初
修修

外外
国国

語語
科科

目目
））

】】
  

外
国
語
科
目
の
「「

初初
級級
（（

総総
合合
））
ⅠⅠ
・・
ⅡⅡ

」」
の
み
（
ド

イ
ツ

語
・
フ

ラ
ン

ス
語
・
ロ

シ
ア

語
・

中
国
語
・
ス

ペ
イ
ン
語
・
朝
鮮
語
・
日
本
語
）
た
だ
し
、
同
一
語
種
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
組
み
合
わ

せ
に
限
る
。

 

日
本
語
…
「
日
本
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
。
外
国
人
留
学
生
の
み
可
。
 

◆◆
外外

国国
人人

留留
学学
生生

のの
みみ
（（

日日
本本

語語
））

  

「
Ⅰ
.
9
 
外
国

人
留
学
生
の
特
別
措
置
」
を
参
照
。
 

※
別
途
指
定
す

る
「
日
本
語
上
級
」
及
び
「
日
本
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
外
国
人
留
学
生
の
み
可
。
 

数
理

・
情
報

科
目

 
8
 

6
 

8
 

6
 

 
 

4
 

0
 

1
6
 

8
 

◆◆
商商

学学
部部

・・
経経

済済
学学

部部
数
理
・
情
報
科
目
（
「「

数数
学学

」」
のの

区区
分分
）
 

 

◆◆
ソソ

ーー
シシ

ャャ
ルル
・・

デデ
ーー
タタ

ササ
イイ

エエ
ンン

スス
学学

部部
  

「
線
形
代
数
Ⅰ

・
Ⅱ
」
「
微
分
積
分
Ⅰ
・
Ⅱ
」
「
統
計
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
」
 

「
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
」
「
A
I
入
門
」
 

※ 3
 

◆◆
社社

会会
学学

部部
  

数
理
・
情
報
科

目
  

運
動

文
化

科
目

 
 

 
 

 
 

 
2
 

0
 

  
  

◆◆
社社

会会
学学

部部
  

「
ス
ポ
ー
ツ
方

法
（
春
夏
）
Ⅰ
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
方
法
（
秋
冬
）
Ⅰ
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
演
習
」
 

※ 4
 

そ
の
他

の
 

全
学

共
通

教
育

科
目

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
す
べ
て
の
全
学
共
通
教
育
科
目
 

キ キ
ャャ

リリ
アア

科科
目目

をを
除除

くく
。。
 

※ 5
 

他
学

部
教
育

科
目

 
6
 

2
 

6
 

2
 

6
 

2
 

6
 

2
 

6
 

0
 

他
学
部
教
育
科
目
 

自
学
部
以
外

2
学
部
以
上
 

※ 6
 

計計
（（

全全
学学
共共

通通
教教

育育
科科

目目
・・
他他

学学
部部

教教
育育

科科
目目

含含
むむ

））
  

3
0
 

2
2
 

3
2
 

2
2
 

3
6
 

2
2
 

3
6
 

2
2
 

3
8
 

2
2
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自自
由由

選選
択択

のの
単単

位位
  

2
8
 

1
8
 

2
4
 

2
4
 

1
6
 

1
2
 

2
4
 

3
2
 

2
4
 

1
2
 

【
他
の
区
分
の
必
要
単
位
数
を
超
え
て
修
得
し
た
全
学
共
通
教
育
科
目
・
学
部
教

育
科
目
】【

履

修
ル
ー
ル
に
よ

り
自
由
選
択
に
算
入
さ
れ
る
科
目
】【

教
職
に
関
す
る
科
目
】【

教
科
に
関
す
る

科
目
】
【
国
際
交
流
科
目
】
【
国
内
単
位
互
換
科
目
】
 

キ キ
ャャ

リリ
アア

科科
目目
をを

除除
くく

。
 

※ 7
 



Ⅰ

－ 29 －

＜＜注注意意事事項項＞＞  

※※ここのの要要件件はは、、「「一一橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」にに基基づづいいてて作作成成ししてていいるる。。ままたた各各卒卒業業・・進進学学要要件件区区分分にに該該当当すするる科科目目ににつついいててはは、、「「一一

橋橋大大学学学学部部履履修修規規則則」」のの別別表表とと合合わわせせてて確確認認すするるこことと。。  

※1 法・社会学部は、英語科目から 8 単位、第二外国語（英語以外の初修外国語科目）から 8 単位必修。ただし、進学要件におい

ては、英語科目及び第二外国語（英語以外の初修外国語科目）のうちから 12 単位を修得すること。 

※2 指定する「日本語上級」の科目については、「Ⅰ.3 外国人留学生の特例措置」を確認すること。 

※3 商・経済学部は、3 つのカテゴリー（数学、情報、理科）のうち、数学科目から 8 単位を必修とする。なお商学部生・ソーシャル・

データサイエンス学部生は「数学概論」は履修できず、経済学部生は「数学概論」及び「統計」は履修できない。 

※4 社会学部は、「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」、「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」、「スポーツ演習」のうちから 2 単位を必修とする。 

※5 法学部は、他の要件のほか、他学部教育科目及び全学共通教育科目のうちから 6 単位を必修とする。 

※6 自学部以外の 2 学部以上にわたって 6 単位を必修とする。なお、共通ゼミナールおよび全学共通教育科目として認定された派

遣留学特別講義の算入を認める（それぞれ 1 学部としてカウントとする）。ただし、各学部の教科に関する科目を除く。 

※7 平成 31（2019）年度以降、教職課程における「教科に関する科目」と「教職に関する科目」を履修する場合の例外措置（キャップ

除外の申告）は廃止されました。平成 30（2018）年度以前にキャップ除外の申告をして履修し、修得した単位は、進学・卒業要

件に算入されないという取り扱いに変更はありません。 

上上記記以以外外にに、、履履修修ルルーールルににつついいててももああわわせせてて確確認認すするるこことと。。  
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Ⅰ

22  ググロローーババルル教教育育ポポーートトフフォォリリオオ  

  

卒業要件の一つとして、本学がグローバル教育ポートフォリオに位置付けた次に掲げるプログラムを受講し、これを修了する必要

があります。 

 

①初年次英語スキル教育 全学部生必修の「PACEⅠ」及び「PACEⅡ」を修得すること。 

②次に掲げるプログラムのうちから１つ以上

に参加すること。 

a. 短期語学留学、 b. 語学集中研修、 c. 短期海外留学（サマースクー

ル）、 

d. 長期海外留学、 e. 海外インターンシップ、  

f. ゼミを中心とした海外調査・インターゼミ等 

 

卒卒業業すするるままででにに、、①①とと②②のの両両方方をを満満たたすす必必要要があります。ただし、英英語語ププレレイイススメメンントトテテスストト※※（（TTOOEEFFLL  IITTPP テテスストト））ににおおいいてて 446600 点点

以以上上ののススココアアをを有有すするる学学生生はは、、②②にに掲掲げげるるププロロググララムムのの受受講講をを免免除除さされれまますす。。英語プレイスメントテストは、1 年生を対象に 4 月及び

11 月（予定）に実施しますが、そのうち 1 回でもスコアが 460 点以上であれば、本取扱が適用されます。 

②のプログラムには、授業として開講されるものや、サマースクールやインターゼミなど単位とは別に参加するプログラムなどがあ

り、参加形態もさまざまです。対象となる授業やプログラムの一例は、以下の表のとおりです。現時点では、大学が指定したプログラ

ムのみがグローバル教育ポートフォリオの対象です。これとは別に個人で参加するものは、グローバル教育ポートフォリオの対象とし

て認められません。 

②のうち、授業として開講され、グローバル教育ポートフォリオ枠の時限で開講されている科目は、キキャャッッププ制制のの対対象象外外となりま

す。これらは、履修登録期間に学生が履修登録する必要はありません。各授業における選抜の結果を基に、大学で履修登録を行

います。また、これらの成績の反映時期及び進学・卒業要件への算入については、「Ⅰ.8-1 キャップ（CAP）制」の表で確認してくだ

さい。 

 

※※英英語語ププレレイイススメメンントトテテスストト  

英語プレイスメントテストは、4 月に実施する「第一回」と 11 月に実施予定の「第二回」の計２回実施し、1 年次学生は必ず受験す

ることになります。また、英語プレイスメントテストのスコアは上記②グローバルポートフォリオのプログラム受講の免除要件となるほ

か、第二回英語プレイスメントテストを受験していることが、上記①１年次全学部生必修の「PACEⅡ」（秋冬学期開講）における成績

評価の前提にもなります。 

「PACEⅡ」についての詳細は「Ⅰ.履修ルール 8-4 全学共通科目・HGP の履修ルール」 をご確認ください。  
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令令和和66（（22002244））年年度度　　ググロローーババルル教教育育ポポーートトフフォォリリオオ　　開開講講予予定定科科目目

学部 科目名称 教育機関等 時期 渡航先/実施地
海外語学研修（夏季・ペンシルベニア大学A） ペンシルベニア大学 アメリカ
海外語学研修（夏季・ペンシルベニア大学B） ペンシルベニア大学 アメリカ
海外語学研修（夏季・スタンフォード大学） スタンフォード大学 アメリカ
海外語学研修（夏季・カリフォルニア大学デーヴィス校） カリフォルニア大学デーヴィス校 アメリカ
海外語学研修（夏季・ボストン大学） ボストン大学 アメリカ
海外語学研修（夏季・グラスゴー大学） グラスゴー大学 イギリス
海外語学研修（夏季・サセックス大学） サセックス大学 イギリス
海外語学研修（夏季・ロンドン大学東洋・アフリカ研究院） ロンドン大学東洋・アフリカ研究院 イギリス
海外語学研修（夏季・シドニー大学） シドニー大学 オーストラリア
海外語学研修（春季・ペンシルベニア大学） ペンシルベニア大学 アメリカ
海外語学研修（春季・テキサス大学オースティン校） テキサス大学オースティン校 アメリカ
海外語学研修（春季・カリフォルニア大学アーヴァイン校） カリフォルニア大学アーヴァイン校 アメリカ
海外語学研修（春季・オレゴン大学） オレゴン大学 アメリカ
海外語学研修（春季・サセックス大学） サセックス大学 イギリス
海外語学研修（春季・ニューサウスウェールズ大学） ニューサウスウェールズﾞ大学 オーストラリア
海外語学研修（春季・クィーンズランド大学） クィーンズランドﾞ大学 オーストラリア
海外語学研修（春季・モナシュ大学） モナシュ大学 オーストラリア
海外語学研修（夏季・ペンシルベニア大学Ａ・オンライン） ペンシルベニア大学 日本
海外語学研修（夏季・スタンフォード大学・オンライン） スタンフォード大学 日本
海外語学研修（夏季・カリフォルニア大学デーヴィス校・オンライン） カリフォルニア大学デーヴィス校 日本
海外語学研修（夏季・ボストン大学・オンライン） ボストン大学 日本
海外語学研修（夏季・グラスゴー大学・オンライン） グラスゴー大学 日本
海外語学研修（夏季・サセックス大学・オンライン） サセックス大学 日本
海外語学研修（夏季・ロンドン大学東洋・アフリカ研究院・オンライン） ロンドン大学東洋・アフリカ研究院 日本
海外語学研修（夏季・シドニー大学・オンライン） シドニー大学 日本
海外語学研修（春季・ペンシルベニア大学・オンライン） ペンシルベニア大学 日本
海外語学研修（春季・テキサス大学オースティン校・オンライン） テキサス大学オースティン校 日本
海外語学研修（春季・カリフォルニア大学アーヴァイン校・オンライン） カリフォルニア大学アーヴァイン校 日本
海外語学研修（春季・オレゴン大学・オンライン） オレゴン大学 日本
海外語学研修（春季・サセックス大学・オンライン） サセックス大学 日本
海外語学研修（春季・ニューサウスウェールズ大学・オンライン） ニューサウスウェールズ大学 日本
海外語学研修（春季・クィーンズランド大学・オンライン） クィーンズランド大学 日本
海外語学研修（春季・モナシュ大学・オンライン） モナシュ大学 日本
UPENN国内英語研修 ペンシルベニア大学 夏 日本
ドイツ語短期海外語学研修・オンライン アーヘン語学アカデミー 夏 日本

中国語短期海外語学研修 台湾師範大学 夏 台湾
異文化交流研修（春季・スペイン企業派遣） ベルへ社 冬 スペイン
異文化交流研修（春季・マレーシア工科大学） マレーシア工科大学 冬 マレーシア

海外調査A(ＧＬＰ　短期海外調査)
未定（フランス、オランダ等EU諸国の大学・公的機関・民間
企業等を予定）

冬
フランス
オランダ

海外調査B(ＧＬＰ　短期海外調査)
未定（中国人民大学、上海財経大学、JICA事務所、国連事
務所、日系企業　等を予定）

夏 中国

GLP国際セミナー （韓国）A
ソウル大学、歴史遺産・文化施設、韓国外交部、シンクタン
ク、在韓日本国大使館、在韓日系企業　等

冬 韓国

GLP国際セミナー （韓国）B ソウル大学、国内文化施設、外務省等　等 － 日本

GLP国際セミナー （英国）A
ケンブリッジ大学、大英帝国戦争博物館、在英日本国大使
館、在英日系企業　等

冬 イギリス

GLP国際セミナー （英国）B ケンブリッジ大学、国内文化施設、外務省等　等 － 日本

GLP国際セミナー （香港・台湾）A 台湾大学、台北大学、香港中文大学、裁判所、議会、法律事務所 冬 香港・台湾

GLP国際セミナー （香港・台湾）B 台湾大学、台北大学、香港中文大学、国内文化施設、外務省等 － 日本
GLP国際セミナー （中国）A 華東政法大学、上海交通大学、裁判所、法律事務所 － 中国
GLP国際セミナー （中国）B 華東政法大学、上海市第２中級人民法院、裁判所、法律事務所 － 中国
GLP国際セミナー  （ベルギー） ルーヴァン・カトリック大学、ソウル大学（または一橋大学）　等 夏 ベルギー(韓国)
GLP国際セミナー  （米国） 米国ノースウェスタン大学 冬 アメリカ
GLP国際セミナー  （豪州） モナシュ大学 秋 日本
海外短期調査（GLPフィリピン） 未定 未定 フィリピン
海外短期調査（韓国） 未定 未定 韓国

全学部 Managing the SDGs - SIGMA Global Active Learning オンライン 秋 日本
全学部 Responsible Digital Transformation-SIGMA Global Active Learning オンライン 秋 日本

社会

※短期／長期海外留学については、「Ⅲ.2-2　外国語の大学への留学・研修と単位互換制度」を参照してください。

フランス

夏

冬

法

経済

フランス語短期海外語学研修
サン＝テティエンヌ大学附属語学・文明国際センターまたは
グルノーブル大学附属大学フランス語教育センター

冬

全
学
共
通
教
育
科
目

夏

冬
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Ⅰ

33  外外国国人人留留学学生生のの特特例例措措置置（（平平成成 2299 年年度度以以降降入入学学生生））  

外国語科目の履修要件について、学士正規課程の外国人留学生を対象に下記の特例を設けています。 

※平成 28（2016）年度以前の入学生は、「学士課程ガイドブック別冊」を確認してください。 
 

33--11  商商学学部部生生、、経経済済学学部部生生及及びびソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部生生  

 

商学部及びソーシャル・データサイエンス学部（8 単位）、経済学部（10 単位）必修の外国語科目について、日本語科目

（「日本語Ⅰ」及び「日本語Ⅱ」、または「日本語上級」のうち 3-3 に記載の科目）を 8 単位まで必修単位に算入することがで

きます。 
 

33--22  法法学学部部生生及及びび社社会会学学部部生生  

 

法学部及び社会学部必修の外国語科目（英語科目 8 単位及び第二外国語（英語以外の初修外国語）8 単位）について、

下記の特例を設けています。 

 

・第二外国語の枠で、日本語科目（「日本語Ⅰ」及び「日本語Ⅱ」）の履修が可能です。ただし、第二外国語の枠で日本語

科目（「日本語Ⅰ」及び「日本語Ⅱ」）を選択した場合、英語科目の枠に算入することのできる日本語科目は「日本語上級」

のうち 3-3 に記載の科目のみですので、注意してください。 

・英語科目の枠に、日本語科目（「日本語Ⅰ」及び「日本語Ⅱ」または「日本語上級」のうち 3-3 に記載の科目）を、以下の

とおり算入することができます。 

 

学 部 

第二外国語（英語以外の初修外国語科目） 英語科目 

必   修 

単位数 
外国人留学生の特例 

必   修 

単位数 
外国人留学生の特例 

法 学 部 

社会学部 
8 

日本語科目（「日本語Ⅰ」、

「日本語Ⅱ」）を選択可能 

日本語

を選択  

8 

 

3-3 に記載の「日本語上級」を 88 単単位位ままでで算入可能 

日本語 

以外を 

選択 

日本語科目（「日本語Ⅰ」及び「日本語Ⅱ」、または

3-3 に記載の「日本語上級」）を 88 単単位位ままでで算入可能 

 

33--33  日日本本語語科科目目ととししてて算算入入可可能能なな「「日日本本語語上上級級」」科科目目  

 

以下の表の日本語上級科目は、3-1及び3-2に記載のとおり、商学部、経済学部及びソーシャル・データサイエンス学部必

修の外国語科目または法学部及び社会学部必修の外国語科目（英語科目または第二外国語の枠）に算入することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学士正規課程の外国人留学生が履修できる日本語科目は、「日本語Ⅰ」「日本語Ⅱ」と上の表の 

科目のみです。 

※国際教育交流センターの Web サイトを参照してください。 

URL: https://international.hit- 

u.ac.jp/jp/courses/japanese/information-on-courses/dept_facutly/ 

 

日本語力に不安のある学生は 2 年次までの「日本語Ⅰ・Ⅱ」の履修を推奨します。また、それぞれの技能の得意不得意に合わせて、

「外国語科目」の枠もしくは「自由選択の単位」の枠で、3-3 に記載された「日本語上級」科目を 2 年次までに適宜履修することが推奨さ

れます。 

外国語・英語以外・基礎科目 日本語上級（口頭表現）Ⅱ 

日本語上級（文章表現）Ⅱ 

日本語上級（学術文章表現） 

日本語上級（読解）Ⅱ 

日本語上級（速読） 

日本語上級（近代文語文講読） 

外国語・英語以外・発展科目 日本語上級（学術口頭表現） 
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44  学学士士論論文文（（卒卒業業論論文文））  

 

44--11  学学士士論論文文（（卒卒業業論論文文））  

  

学士論文（卒業論文）は、指導教員の指示に従い、ハードカバー製本をし、指定の用紙を貼付して、9 月卒業は 7 月末日、3 月卒

業は 1 月末日までに、主ゼミナール（卒業論文）指導教員に直接提出してください。 

学士論文（卒業論文）の評価は、卒業する学期末に、主ゼミナールの指導教員により行われます。学士論文（卒業論文）提出時

に、評価を行う主ゼミナール指導教員が不在または退職となる場合は、あらかじめ指導教員と相談の上で指導教員の変更の届出が

必要です。 

詳細については、「Ⅰ. 9-3 （7） ゼミナール指導教員の変更」を参照してください。 

 

44--22  44 年年をを超超ええてて在在学学すするる学学生生のの卒卒業業ににつついいてて  

  

現在 4 年生（既に留年している学生を含む）で、留年となった場合（自己都合（留学、資格試験準備、就職活動等）により、卒業を

希望しない場合を含む）は、以下のとおり手続きを行ってください。 

 

（１） 留年となる場合について 

① 次年度の 3 月卒業を希望する場合 

指導教員に次年度の 3 月卒業を希望する旨を申し出てください。 

なお、自己都合により当該年度末に「学士論文（卒業論文）」の評価をあえて受けず、留年を希望する場合は、必ず事事前前

にに主主ゼゼミミナナーールル指指導導教教員員にに申申しし出出ててくくだだささいい。。指導教員への確認を怠ると、希望通り留年できなくなる場合があります。 

② 次年度の 9 月卒業を希望する場合 

今年度末に留年を希望し、かつ、秋秋季季（（99 月月））卒卒業業をを希希望望すするる場場合合は、上記に加えて「「秋秋季季（（99 月月））卒卒業業をを希希望望すするる旨旨」」をを

主主ゼゼミミナナーールル指指導導教教員員にに申申しし出出たた上上でで、、CCEELLSS 上上でで申申請請手手続続ききがが必必要要でですす。。原則として、卒業を希望する年度の前年度

の1月末までに申請が必要となります。なお、申請した後に、9月卒業を取りやめる場合は、７月末までに教務課へご連絡

ください。 

 

（２） 4 年を超えて在学する場合の主ゼミナールの履修について 

主ゼミ 8 単位を修得済みでも、主ゼミを継続して履修する必要があります。自動で指導教員の主ゼミナールが履修登録されま

すので、必ず履修登録期間に確認してください。修得した単位の算入等については、「Ⅰ．9-3 後期ゼミナール」を参照してく

ださい。 

 

（３） その他注意事項 

卒業する学期（9 月卒業：夏学期、3 月卒業：冬学期）には在学している必要があります。 
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55  履履修修手手続続きき  

（（１１）） 履履修修手手続続ききのの概概要要  

後期課程への進学、及び卒業するために必要な単位数を全て満たすには、ご自身で計画的に科目を履修する必要がありま

す。科目には大きく分けて２つ、抽選対象の科目と抽選対象外の科目があります。 

 

全ての科目 

抽選対対象象科目  抽選対対象象外外科目  

WEB 抽選期間に申込が必要な科目 自動登録される科目 履修登録期間に 

履修登録する科目 

※学部・学年等によっては履修制限のある科目があります。詳細については Ⅰ ８-３「学部・学年等の指定がある科目」を

参照してください。 

 

（（２２）） 履履修修手手続続ききのの流流れれとと期期間間中中ににででききるるこことと  

履修手続きは、それぞれ定められた期間に行ってください。期間外の追加・変更・削除はいかなる場合でも行えません。具体

的な日程は次項を参照してください。 

 

手続き 抽抽選選「「対対象象」」科科目目のの  

応応募募申申しし込込みみ  

抽抽選選「「対対象象外外」」科科目目のの  

履履修修登登録録  

履履修修撤撤回回（（削削除除））  備備考考  

①①  

WWEEBB 抽抽選選期期間間  
〇〇  

可可  

たただだしし履履修修制制限限をを  

確確認認ししててくくだだささいい。。 

× 

不可 

× 

不可 

コマ重複とキャップ上

限に注意して希望す

る科目に応募してくだ

さい。 

②②  

履履修修登登録録期期間間  

・・履履修修変変更更期期間間  

  

× 

不可 

〇〇  

可可  

たただだしし履履修修制制限限をを  

確確認認ししててくくだだささいい。。 

△ 

抽選「対象外」科目 

のみ削除可能です。 

WEB 抽選科目・自動

登録科目は履修登録

期間中に追加・変更・

削除できません。 

③③  

履履修修撤撤回回期期間間  
× 

不可 

× 

不可 

〇〇  

可可  

全全ててのの科科目目がが  

撤撤回回ででききまますす。。 

 

期間外 

× 

不可 

× 

不可 

× 

不可 

いかなる場合でも手

続きできません。 

上記①～③それぞれの詳細についてはⅠ.6 WEB 抽選, Ⅰ.7 履修登録・履修撤回の項目を参照してください。  
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（（３３））履履修修手手続続ききのの日日程程及及びび対対象象学学期期  

  

手続き 春春学学期期・・夏夏学学期期  参考項目 

履履修修計計画画のの作作成成  

（シラバス、学士課程ガイドブック、CELS 自己判定画面、卒業・後期課程進学要件チェックシート等で今年度の履

修計画を作成してください。） 

1 

卒業・後期課

程進学要件 

WWEEBB 抽抽選選期期間間  

 

◆◆第第 11 回回申申込込  ：：  

44 月月 44 日日((木木))  99：：0000  ～～  55 日日((金金))  1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  44 月月 88 日日((月月))  1155：：0000  

◆◆第第 22 回回申申込込  ：：  

44 月月 88 日日((月月))  1177：：0000  ～～  44 月月 99 日日（（火火））

1144：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  44 月月 99 日日((火火))  2200::0000  

◆◆第第 33 回回申申込込  ：：  

55 月月 88 日日((水水))  1122：：0000  

～～99 日日((木木))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

55 月月 1100 日日((金金))  1122::0000  

◆◆第第 44 回回申申込込  ：：  

77 月月 11 日日((月月))  1122：：0000  

～～22 日日((火火))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

77 月月 33 日日((水水))  1122::0000  

6 

WEB 抽選  

＜対象＞通年・春・夏・春夏及び夏集中 ＜対象＞夏・夏集中 ＜対象＞夏集中 

履履修修登登録録期期間間  

・・履履修修変変更更期期間間  
44 月月 1100 日日((水水))  ～～  1177 日日((水水))    

55 月月 1133 日日((月月))    

～～  55 月月 1144 日日((火火))  

77 月月 44 日日((木木))    

～～  55 日日((金金))  

7 

履修登録・ 

履修撤回 
＜対象＞通年・春・夏・春夏及び夏集中 ＜対象＞夏・夏集中 ＜対象＞夏集中 

履履修修撤撤回回期期間間  

  
44 月月 2244 日日((水水))  ～～  44 月月 3300 日日((火火))   

66 月月 1177 日日((月月))    

～～  2233 日日((日日))  

77 月月 2266 日日((金金))    

～～  77 月月 2299 日日((月月))  

＜対象＞通年・春・夏・春夏及び夏集中 ＜対象＞夏・夏集中 ＜対象＞夏集中 

成成績績発発表表  

（（含含むむ 99 月月卒卒業業者者発発

表表））  

＊＊成成績績説説明明請請求求受受

付付期期間間  

【【春春】】  66 月月 2200 日日((木木))  

［［春春 110000 名名以以上上科科目目等等］］  

          88 月月 1166 日日（（金金））  

＊＊  88 月月 2299 日日((木木))  ～～  88 月月 3300 日日((金金))  

【【夏夏・・春春夏夏・・夏夏集集中中】】  88 月月 2299 日日((木木))  

＊＊  88 月月 2299 日日((木木))  ～～  88 月月 3300 日日((金金))  

11 

成績評価・ 

成績説明請求・ 

GPA 

※※各各種種手手続続ききはは、、主主にに「「学学務務情情報報シシスステテムム CCEELLSS」」上上でで行行いいまますす。。各各手手続続ききのの参参考考ペペーージジをを参参照照しし、、詳詳細細ににつついいててはは、、  

事事前前にに「「CCEELLSS」」にに掲掲載載ししまますすののでで、、必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。    
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手続き 秋秋学学期期・・冬冬学学期期  参考項目 

履履修修計計画画のの作作成成  

（シラバス、学士課程ガイドブック、CELS 自己判定画面、卒業・後期課程進学要件チェックシート等で秋学期以降

の履修計画を作成してください。） 

1 

卒業・後期課

程進学要件 

ゼゼミミナナーールル選選考考期期間間

詳細については各学

部の指示に従うこと。  

88 月月 2211 日日((水水))  ～～  88 月月 3300 日日((金金))  9 

ゼミナール 

（必修） 
[商 1 年]導入ゼミナールⅡ 

[商 2 年]前期ゼミナールⅡ 

WWEEBB 抽抽選選期期間間  

 

◆◆第第 11 回回申申込込  ：：  

99 月月 99 日日((月月))  99：：0000  ～～  1100 日日((火火))  1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  99 月月 1111 日日((水水))  1155：：0000  

◆◆第第 22 回回申申込込  ：：  

99 月月 1111 日日((水水))  1177：：0000  ～～1122 日日（（木木））1144：：

0000  

◇結結果果発発表表  ：：99 月月 1122 日日（（木木））2200：：0000  

◆◆第第 33 回回申申込込  ：：  

1100 月月 88 日日((火火))  1122：：0000  

～～99 日日((水水))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

1100 月月 1100 日日((木木))  1122::0000  

◆◆第第 44 回回申申込込  ：：  

1122 月月 99 日日((月月))  1122：：0000  

～～1100 日日((火火))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

1122 月月 1111 日日((水水))  1122::0000  

6 

WEB 抽選  

＜対象＞秋・冬・秋冬及び冬集中 ＜対象＞冬・冬集中 ＜対象＞冬集中 

履履修修登登録録期期間間  

・・履履修修変変更更期期間間  
99 月月 1133 日日((金金))  ～～  2200 日日((金金))    

1100 月月 1111 日日((金金))    

～～  1144 日日((月月))  

1122 月月 1122 日日((木木))    

～～  1133 日日((金金))  

7 

履修登録・ 

履修撤回 
＜対象＞秋・冬・秋冬及び冬集中 ＜対象＞冬・冬集中 ＜対象＞冬集中 

履履修修撤撤回回期期間間  

99 月月 3300 日日((月月))  ～～  1100 月月 66 日日((日日))   

1111 月月 2222 日日((金金))    

～～  2288 日日（（木木））  

11 月月 99 日日((木木))  

～～  1100 日日((金金)) 

 

＜対象＞ 

冬・冬集中①～③ 

＜対象＞冬集中① 

＜対象＞ 

秋・冬・秋冬及び冬集中①～③ 

11 月月 2222 日日((水水))  

～～  2233 日日((木木)) 

11 月月 3300 日日((木木))    

～～  11 月月 3311 日日((金金))  

 

＜対象＞冬集中② ＜対象＞冬集中③  

＜＜44 年年生生対対象象＞＞卒卒業業者者発発表表・・成成績績発発表表  

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付期期間間  

33 月月 44 日日((火火))  

＊＊  33 月月 44 日日((火火))  ～～  55 日日((水水))  

11 

成績評価・ 

成績説明請求・ 

GPA 
＜＜22 年年生生対対象象＞＞後後期期進進学学者者発発表表  

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付期期間間  

33 月月 1100 日日((月月))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

＜＜11～～33 年年生生対対象象＞＞  

成成績績発発表表 

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付

期期間間  

【【秋秋】】1111 月月 2277 日日((水水))  

［［秋秋 110000 名名以以上上科科目目等等］］  

          22 月月 1133 日日（（木木))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

（（44 年年生生はは  33 月月 44 日日((火火))  ～～  55 日日((水水))））  

【【冬冬・・秋秋冬冬・・冬冬集集中中・・通通年年】】33 月月 1100 日日((月月))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

ゼゼミミナナーールル選選考考期期間間

詳細については各学

部の指示に従うこと。  

33 月月 1199 日日((水水))  ～～  33 月月 3311 日日((月月))  9 

ゼミナール 

（必修） 

[新・3 年生]後期ゼミナール  [新・商 2 年生]前期ゼミナールⅠ 

[新・4 年生]後期副ゼミナール  

※※各各種種手手続続ききはは、、主主にに「「学学務務情情報報シシスステテムム CCEELLSS」」上上でで行行いいまますす。。各各手手続続ききのの参参考考ペペーージジをを参参照照しし、、詳詳細細ににつついいててはは、、  

事事前前にに「「CCEELLSS」」にに掲掲載載ししまますすののでで、、必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。  
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手続き 秋秋学学期期・・冬冬学学期期  参考項目 

履履修修計計画画のの作作成成  

（シラバス、学士課程ガイドブック、CELS 自己判定画面、卒業・後期課程進学要件チェックシート等で秋学期以降

の履修計画を作成してください。） 

1 

卒業・後期課

程進学要件 

ゼゼミミナナーールル選選考考期期間間

詳細については各学

部の指示に従うこと。  

88 月月 2211 日日((水水))  ～～  88 月月 3300 日日((金金))  9 

ゼミナール 

（必修） 
[商 1 年]導入ゼミナールⅡ 

[商 2 年]前期ゼミナールⅡ 

WWEEBB 抽抽選選期期間間  

 

◆◆第第 11 回回申申込込  ：：  

99 月月 99 日日((月月))  99：：0000  ～～  1100 日日((火火))  1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  99 月月 1111 日日((水水))  1155：：0000  

◆◆第第 22 回回申申込込  ：：  

99 月月 1111 日日((水水))  1177：：0000  ～～1122 日日（（木木））1144：：

0000  

◇結結果果発発表表  ：：99 月月 1122 日日（（木木））2200：：0000  

◆◆第第 33 回回申申込込  ：：  

1100 月月 88 日日((火火))  1122：：0000  

～～99 日日((水水))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

1100 月月 1100 日日((木木))  1122::0000  

◆◆第第 44 回回申申込込  ：：  

1122 月月 99 日日((月月))  1122：：0000  

～～1100 日日((火火))1122：：0000  

◇結結果果発発表表  ：：  

1122 月月 1111 日日((水水))  1122::0000  

6 

WEB 抽選  

＜対象＞秋・冬・秋冬及び冬集中 ＜対象＞冬・冬集中 ＜対象＞冬集中 

履履修修登登録録期期間間  

・・履履修修変変更更期期間間  
99 月月 1133 日日((金金))  ～～  2200 日日((金金))    

1100 月月 1111 日日((金金))    

～～  1144 日日((月月))  

1122 月月 1122 日日((木木))    

～～  1133 日日((金金))  

7 

履修登録・ 

履修撤回 
＜対象＞秋・冬・秋冬及び冬集中 ＜対象＞冬・冬集中 ＜対象＞冬集中 

履履修修撤撤回回期期間間  

99 月月 3300 日日((月月))  ～～  1100 月月 66 日日((日日))   

1111 月月 2222 日日((金金))    

～～  2288 日日（（木木））  

11 月月 99 日日((木木))  

～～  1100 日日((金金)) 

 

＜対象＞ 

冬・冬集中①～③ 

＜対象＞冬集中① 

＜対象＞ 

秋・冬・秋冬及び冬集中①～③ 

11 月月 2222 日日((水水))  

～～  2233 日日((木木)) 

11 月月 3300 日日((木木))    

～～  11 月月 3311 日日((金金))  

 

＜対象＞冬集中② ＜対象＞冬集中③  

＜＜44 年年生生対対象象＞＞卒卒業業者者発発表表・・成成績績発発表表  

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付期期間間  

33 月月 44 日日((火火))  

＊＊  33 月月 44 日日((火火))  ～～  55 日日((水水))  

11 

成績評価・ 

成績説明請求・ 

GPA 
＜＜22 年年生生対対象象＞＞後後期期進進学学者者発発表表  

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付期期間間  

33 月月 1100 日日((月月))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

＜＜11～～33 年年生生対対象象＞＞  

成成績績発発表表 

＊＊成成績績説説明明請請求求受受付付

期期間間  

【【秋秋】】1111 月月 2277 日日((水水))  

［［秋秋 110000 名名以以上上科科目目等等］］  

          22 月月 1133 日日（（木木))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

（（44 年年生生はは  33 月月 44 日日((火火))  ～～  55 日日((水水))））  

【【冬冬・・秋秋冬冬・・冬冬集集中中・・通通年年】】33 月月 1100 日日((月月))  

＊＊  33 月月 1100 日日((月月))  ～～  1111 日日((火火))    

ゼゼミミナナーールル選選考考期期間間

詳細については各学

部の指示に従うこと。  

33 月月 1199 日日((水水))  ～～  33 月月 3311 日日((月月))  9 

ゼミナール 

（必修） 

[新・3 年生]後期ゼミナール  [新・商 2 年生]前期ゼミナールⅠ 

[新・4 年生]後期副ゼミナール  

※※各各種種手手続続ききはは、、主主にに「「学学務務情情報報シシスステテムム CCEELLSS」」上上でで行行いいまますす。。各各手手続続ききのの参参考考ペペーージジをを参参照照しし、、詳詳細細ににつついいててはは、、  

事事前前にに「「CCEELLSS」」にに掲掲載載ししまますすののでで、、必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。  

66  WWEEBB 抽抽選選  

  

   WEB 抽選とは、履修者数に上限を設け、抽選の結果、当選した学生のみが履修を認められる登録方法です。WEB 抽選期間中

に CELS で履修を希望する科目の WEB 抽選に申し込むことができます。これらの科目は履修登録期間や履修変更期間に各自で

履修登録・履修変更することができません。なお、WEB 抽選の対象とならない科目については履修登録期間に履修登録を行ってく

ださい。 

※手続きは全て CELS で行います。CELS の利用については、巻頭の「教務関係システム利用案内」を参照してください。 

※WWEEBB 抽抽選選のの対対象象科科目目やや CCEELLSS ででのの申申しし込込みみ方方法法のの詳詳細細はは CCEELLSS ににママニニュュアアルル等等をを掲掲載載ししまますす。。事事前前にに必必ずず確確認認ししててくくだだささ

いい。。 

 

66--11  対対象象科科目目・・優優先先順順位位・・注注意意事事項項  

  

（（11））  WWEEBB 抽抽選選のの対対象象科科目目  

WEB 抽選対象科目は、CCEELLSS ののシシララババスス検検索索結結果果一一覧覧画画面面でで「「抽抽選選対対象象」」欄欄にに「「○○」」がついています。また、CELS にも

WEB 抽選対象科目の一覧を別途掲載します。 

 

((22))  抽抽選選申申込込ののタタイイミミンンググ  

以下のとおり履修撤回後の空席分を含む WEB 抽選を行います。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

上表のとおり、WEB 抽選の実施時期は学期開始前となり、実施時期によって WEB 抽選の対象学期が異なります。例えば、春・

春夏学期は春学期開始前、秋・秋冬学期科目は秋学期開始前の WEB 抽選期間中にのみ申し込むことができますので注意し

てください。 

  

((33))  優優先先順順位位・・定定員員  

   履修ルールや「8-3 学部・学年等の指定がある科目」についてはそれに従い、条件に合わない場合は、その科目への申し込み

ができません。また、いずれの科目においても、抽選の際は抽選対象期間中の他の科目の当選状況や当該科目の過去の修得

状況も考慮されます。 

   WWEEBB 抽抽選選のの対対象象科科目目、、優優先先順順位位及及びび定定員員ににつついいててはは、、CCEELLSS にに詳詳細細をを掲掲載載ししまますすののでで、、事事前前にに必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。  

   なお、特定の学部・学年が優先される科目であっても、優先対象でない学生が申し込むことは可能です。 

 

実施時期 対象学期 回数 

春学期開始前申込 春・春夏・夏・夏集中 ２回 

夏学期開始前申込 夏・夏集中 １回 

夏集中前申込 夏集中 １回 

秋学期開始前申込 秋・秋冬・冬・冬集中 ２回 

冬学期開始前申込 冬・冬集中 １回 

冬集中前申込 冬集中 １回 
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((44))  注注意意事事項項  

  当当選選ししたた科科目目のの変変更更はは所所定定のの履履修修撤撤回回期期間間内内ででのの履履修修撤撤回回をを除除きき一一切切ででききまませせんん。。当選した時点で履修が決定しますので、

WWEEBB 抽抽選選のの注注意意事事項項及及びび履履修修ルルーールルをを熟熟読読しし、、よよくく考考ええたた上上でで抽抽選選にに参参加加ししててくくだだささいい。。  

事例：  

 ・春夏学期の WEB 抽選において多く当選した学生が、履修登録期間に抽選対象外の科目を履修登録しようとしたところ、

WEB 抽選で当選した科目が同学期・曜日・時限の科目だったために履修登録ができない。 

 ・秋冬学期では、すでにＣＡＰ上限に達してしまい、希望する科目の履修登録ができない。 

これらの理由であったとしても、WEB 抽選科目は履修撤回期間前に撤回（削除）することはできません。必ず年間を通して

計画的に履修するようにしてください。 

 ややむむをを得得ずず、、当当選選ししたた科科目目のの履履修修登登録録をを削削除除ししたたいい場場合合はは、、科科目目開開講講区区分分ごごととにに定定めめるる履履修修撤撤回回期期間間中中にに履履修修撤撤回回ししててくく

だだささいい。。  

次項の科目別の注意事項についても、該当する科目を希望する場合はよく確認した上で WEB 抽選に参加してください。 

  

 

66--22  科科目目別別のの注注意意事事項項  

  

((11))  英英語語科科目目  

英語は、各自の推奨レベル（発展 Plus・発展・標準・基礎強化）が割り当てられています。新入生の推奨レベルは 4 月に発表され

ますので、「英語Ⅰ・Ⅱ」と「英語（Introduction to Global Issues）」の履修を希望する場合は、WEB 抽選で、指定されたレベルの授業

に申し込んでください。各科目のレベルは、科目名に含まれています。発展 Plus は発展レベルの授業に申し込むことができます。 

「英語（LL）Ⅰ・Ⅱ」、「英語（資格試験）Ⅱ」、「英語Ⅲ」については、レベルの指定はありませんので、どのレベルの学生でも WEB

抽選に申込みができます。 

「英語（資格試験・コミュニカティヴ）」はネイティヴ教員による資格試験対策の少人数クラスで、現在は推奨レベル「発展」及び「標

準」を開講しています。 

第第 22 回回以以降降のの抽抽選選でではは、、第第１１回回抽抽選選のの結結果果ままだだ空空席席がが残残っったた場場合合、、推推奨奨さされれたたレレベベルルよよりりもも 11 つつ上上ののレレベベルルのの科科目目にに申申しし込込むむここ

ととががででききまますす。。例例ええばば、、第第２２回回以以降降のの抽抽選選ににおおいいてて「「標標準準」」レレベベルルのの学学生生がが「「発発展展」」にに、、「「基基礎礎強強化化」」レレベベルルのの学学生生がが「「標標準準」」にに、、そそれれ

ぞぞれれ応応募募すするるここととががででききまますす。。ただし、推奨されたレベルより下位のレベルまたは、2 つ上のレベルの科目を申し込み、履修すること

はできません。 

なお、1 抽選対象期間中（春夏学期、秋冬学期）に履修（当選）可能な単位数は、「英英語語ⅠⅠ」」、、「「英英語語ⅡⅡ」」及及びび「「英英語語（（IInnttrroodduuccttiioonn  

ttoo  GGlloobbaall  IIssssuueess））」」ででそそれれぞぞれれ 22 単単位位ままででです。 

また、1 年次の春夏学期（「PACEⅠ」の）終了時に行われるレベルの再調整により、秋冬学期から英語の推奨レベルが変更となる

場合があります。その場合は、秋冬学期以降は新しいレベルに従って抽選に申し込んでください。 

 

 

 

 

  

  

  

推奨レベル 第 1 回に申し込める授業のレベル 第 2 回以降に申し込める授業のレベル 

基礎強化 基礎強化 基礎強化・標準 

標準 標準 標準・発展 

発展 Plus・発展 発展 発展 
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((22))    英英語語以以外外のの外外国国語語科科目目（（ドドイイツツ語語・・フフラランンスス語語・・ロロシシアア語語・・中中国国語語・・ススペペイインン語語・・朝朝鮮鮮語語））  

   ①①  外外国国語語「「初初級級（（総総合合））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」  

      これらは法学部生・社会学部生必修の外国語科目ですが、新新入入生生及及びび再再履履修修者者のの割割りり当当てて後後にに空空席席ががああっったた授授業業にに限限

りり、任意での履修を希望する全学部・全学年の学生を対象に WEB 抽選を行います。ただし、選択した必修の外国語と同

じ外国語の別の授業に申し込むことはできません。 

     ※※外外国国語語「「初初級級（（総総合合））ⅡⅡ」」のの継継続続履履修修ににつついいてて  

 外国語「初級（総合）Ⅰ」を WEB 抽選で当選し履修していた学生が、秋冬学期も継続して同じクラスのⅡの履修を希望す

る場合、夏学期終了後に CELS で履修の申請をしてください。事前に教務課で（同じクラスのⅡ）の履修登録を行います。 

なお、この申し出により当該クラスⅡが定員に達した場合は、秋冬学期は当該クラスⅡの WEB 抽選は行いません。 

上記以外の学生や、該当するにもかかわらず指定する期間に申請を行わなかった場合は WEB 抽選で申し込んでくださ

い。 

     ②②  外外国国語語  「「初初級級（（速速修修））」」、、「「初初級級（（速速修修））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」、、「「初初級級（（実実践践））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」  

  外国語「初級（速修）」、「初級（速修）Ⅰ・Ⅱ」には科科目目独独自自のの優優先先順順位位ははあありりまませせんん。。外国語「初級（実践）Ⅰ・Ⅱ」は、 

WEB抽選において法法学学部部・・社社会会学学部部11年年生生がが優優先先されます。なお、ドイツ語は開講しません。 ※法学部・社会学部の学生は、

上記科目は卒業・進学要件上の第二外国語には含まれないことをご理解の上で申し込んでください。詳細については「Ⅰ. 

1-4 全学共通教育科目・HGP（全学部共通）」を参照してください。※各科目の位置づけについては「Ⅰ．8-4 全学共通教育

科目・HGP の履修ルール」の該当箇所で確認の上 WEB 抽選に申し込んでください。  

((33))  数数学学科科目目 

数学科目は、当選する優先順位が指定されているものがあります（①参照）。また、複数開講されている一部の科目については、

優先順位とは独立に、学籍番号を基に、なるべくこのコマで受講してほしいという授業が指定されています（②参照）。事前に必ず

CELS に掲載の「数学科目の抽選における優先順位等について」を確認し、自分がどの授業で優先され、どの授業での受講が推奨

されているのかを確認した上で申し込んでください。ただし、推奨コマでも必ず当選するわけではありません。 

＜指定の方法＞ 

①①   学学部部・・学学年年（（優優先先））  

    学学部部・・学学年年によって優先順位を指定します。（例：授業によって商学部を優先、経済学部 1 年生を優先等）具体的な科目に

ついては、CELS を確認してください。 

  ②②  学学籍籍番番号号下下 33 桁桁（（推推奨奨））  

    最後のアルファベットを除いた学学籍籍番番号号下下 33 桁桁（例：学籍番号が 1234567H である場合は、567）の数字について、 

・学籍番号下 3 桁の範範囲囲によって指定します。 （例：学籍番号下 3 桁が 050～099 の学生） 

・学籍番号下 3 桁を指指定定すするる数数字字でで割割っったた、、余余りりのの数数字字を指定します。 

（例：4 で割って余りが 1 の学生→学籍番号下 3 桁が、001、005、009、013、…の学生） 

((44))  運運動動文文化化科科目目  

   ①①    「「ススポポーーツツ方方法法（（春春夏夏））ⅠⅠ」」、、「「ススポポーーツツ方方法法（（秋秋冬冬））ⅠⅠ」」、、「「ススポポーーツツ演演習習」」  

      それぞれの科目に対して、抽選を申し込むことができます。授業によって種目（テニス、ヨガ等）が異なりますので、シラバ

スで必ず確認の上、WEB抽選に申し込んでください。また、各科目の定員は、種目によって異なります。定員については、

CELS で確認してください。さらに、抽選においては社社会会学学部部・・高高学学年年がが優優先先され、11 抽抽選選対対象象期期間間中中（（春春夏夏学学期期、、秋秋冬冬学学

期期））にに履履修修（（当当選選））可可能能なな授授業業はは、、最最大大ででももそそれれぞぞれれ 11 つつののみみです。加えて、履修できる人数が限られるため、履修撤回の

無いようによく考えて抽選に申し込んでください。なお、社会学部の学生のみこれらの科目 2 単位が必修になっています。 
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77  履履修修登登録録・・履履修修撤撤回回  

  77--11  履履修修登登録録  

 

履修登録は、履修登録期間に「「学学務務情情報報シシスステテムム CCEELLSS」」のみで行います。ポートフォリオシステム mmaannaabbaa でではは履履修修登登録録がが

ででききまませせんん。。ままたた、、履履修修登登録録ををししてていいなないい科科目目はは、、単単位位をを修修得得すするるここととははででききまませせんん。。  

WEB 抽選及び履修登録期間までに、シラバス（CELS）や「学士課程ガイドブック（本冊子）」などをよく確認し、１年間の履修計

画を立ててください。 

  

（（11）） 注注意意事事項項  

①事前履修登録される科目、②WEB 抽選で申し込む科目などの自動で履修登録される③（抽選ではなく）各自で履修登録す

る科目があり、それぞれ登録期間が異なります。「Ⅰ.５履修手続き」をよく読んだ上で履修計画を立ててください。 

①① 事事前前にに履履修修登登録録さされれてていいるる科科目目  

主に 1 年次に履修する必修科目の一部や後期ゼミナールなどの「ゼミ選考」対象科目など、下表の科目はあらかじめ

履修登録されるため、履修登録期間に各自で登録する必要はありません。念のため、発表されている必修科目の割り

当てと異なっていないかを確認してください。 

全学共通教育科目 「PACEⅠ・Ⅱ」（2 年生の再履修者は事前に CELS 上で要申請）、「共通ゼミナール」 

 法学部、社会学部生、再履

修者のみあらかじめ登録

（再履修者は事前に教務

課に要申請） 

「外国語「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」」「日本語Ⅰ・Ⅱ」 

 ※ソーシャル・データサイエ

ンス学部 1 年生と同学部の

再履修者のみあらかじめ登

録 

「線形代数Ⅰ・Ⅱ」、「微分積分Ⅰ・Ⅱ」、「統計」、「情報リテラシー」、「AI 入門」、 

「プログラミング基礎」 

商学部教育科目 

※商学部生のみあらかじめ登録 

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」、「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」、 

「経営学入門」、「マーケティング入門」、「会計学入門」、「金融入門」、「ビジネス・エコノ

ミクス入門」（入門科目の再履修者は各自で履修登録） 

経済学部教育科目 

※経済学部 1 年生のみあらかじめ

登録 

（再履修者は各自で WEB 抽選に

申し込み、履修登録） 

「経済学入門」・「統計学入門」 

※「経済学入門」は年間で複数回開講がありますが、うち一部は経済学部１年生専用

の授業となります。各授業のシラバスをよく確認し、注意して履修計画を組んでくださ

い。 

社会学部教育科目 

※社会学部生のみあらかじめ登録 

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

「社会研究の世界」（再履修者は各自で履修登録） 

ソーシャル・データサイエンス学部

教育科目 

※ソーシャル・データサイエンス学

部 1 年生と同学部の再履修者の

みあらかじめ登録 

 「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」 
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ソーシャル・データサイエンス学部

教育科目 

※ソーシャル・データサイエンス学

部２年生と同学部の再履修者のみ

あらかじめ登録 

「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」 

「回帰分析Ⅰ」「実践的機械学習Ⅰ」「プログラミングⅠ」 

全学部 「後期ゼミナール」 

  

②②  自自動動でで履履修修登登録録さされれるる科科目目   

WEB 抽選科目 WEB 抽選期間に申し込み、当選した科目は自動で履修登録 

※当選した科目は履修登録期間や履修変更期間に変更不可 

グローバル教育ポートフォリオ科目 授業ごとの選抜結果を基に大学で履修登録。詳細は（Ⅰ.2 グローバル教育ポートフォ

リオ）履修登録時期はその科目によって異なる。 

『WEB 抽選で当選した科目を、履修登録期間や履修変更期間に変更することはできません。』 

 

③③  履履修修登登録録期期間間中中にに各各自自でで履履修修登登録録すするる科科目目  

上記①②以外の科目は、原則として各自で履修登録する必要があります。 

④④  以以下下ののよよううなな履履修修ををすするるここととははででききまませせんん。。  

・曜日・時限指定のある授業科目のうち、同一曜日・時限に 2 つ以上の授業科目を履修すること。 

・本学もしくは他大学が同一時間帯に開講する授業科目及び通学時間を確保できないほど隣接している時間帯の授業

科目を履修すること。 

⑤⑤  上上書書きき再再履履修修ややキキャャッッププ制制とといいっったた履履修修ルルーールルにに注注意意ししててくくだだささいい。。  

詳細は、「Ⅰ.8 履修ルール」をよく読み、不利益のないようにしてください。 

⑥⑥  主主ゼゼミミナナーールルのの履履修修登登録録をを確確認認ししててくくだだささいい。。  

3・4 年生は、主ゼミの履修登録がされているか必ず確認してください。詳細は、「Ⅰ.9 ゼミナール（必修）」で確認してく

ださい。 

    

((22))  登登録録内内容容のの確確認認  

    履修登録期間に CELS で各コマに授業を追加・削除した時点で、その授業の履修登録が完了します。登登録録がが完完了了ししたた後後にに、、

再再度度履履修修登登録録・・登登録録状状況況照照会会画画面面をを開開きき、、自自身身がが登登録録ししたた内内容容がが正正ししくく反反映映さされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。  

    また mmaannaabbaa 上上でで自自己己登登録録をを行行っったただだけけでではは履履修修登登録録はは完完了了ししまませせんんののででごご注注意意くくだだささいい。。  

  

((33))  CCEELLSS 自自己己判判定定ででのの確確認認  

    CELS 自己判定とは、現在の修得・履修登録結果から、進学・卒業要件をどれだけ満たせているかを確認する機能です。履履修修

登登録録・・撤撤回回後後、、見見込込みみ判判定定でで判判定定結結果果がが不不合合格格ととななっってていいるる場場合合ににはは、、進進学学・・卒卒業業にに必必要要なな科科目目がが履履修修登登録録さされれてていいまませせんん。。

必要な科目が履修登録されているかを必ず確認しましょう。分からないことがある場合にはすぐに教務課へ相談してください。 
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77--22  履履修修撤撤回回  

  

    履修撤回は、学期途中の定められた期間において、履修登録を削除することができる制度です。 

（（11））   履履修修撤撤回回のの申申請請期期間間    

履修撤回は、履修撤回期間中に「CELS」で行います。履修撤回期間を過ぎた申し出はどのような理由があったとしても受け

付けることができません。履修撤回時期と撤回できる開講区分については各自で必ず確認してください。［学年暦を参照］ 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

((22))  履履修修撤撤回回内内容容のの確確認認  

    CELS での履履修修撤撤回回のの登登録録後後にに、、再再度度 CCEELLSS 履履修修登登録録・・登登録録状状況況照照会会画画面面をを開開きき、、自自身身がが撤撤回回ししたた内内容容がが正正ししくく反反映映さされれてて

いいるるここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。履履修修撤撤回回をを誤誤っってて行行っったたととししててもも、、追追加加でで履履修修登登録録をを受受けけ付付けけるるここととはは致致ししまませせんん。。履履修修撤撤回回

期期間間中中にに必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。  

((33))  CCEELLSS 自自己己判判定定ででのの確確認認  

    自己判定とは、現在の修得・履修登録結果から、進学・卒業要件をどれだけ満たせているかを確認する機能です。履履修修登登録録・・

撤撤回回後後、、見見込込みみ判判定定でで判判定定結結果果がが不不合合格格ととななっってていいるる場場合合ににはは、、進進学学・・卒卒業業にに必必要要なな科科目目がが履履修修登登録録さされれてていいまませせんん。。撤回

後の状態で必要な科目が履修登録されているかを必ず確認しましょう。分からないことがある場合にはすぐに教務課へ相談して

ください。 

（（44））  注注意意事事項項  

・ 履修撤回をした科目は、履修登録自体が削除されます。そのため、当当該該科科目目はは成成績績評評価価及及びび GGPPAA のの計計算算式式のの対対象象ととなな

ららずず、、対対外外的的なな証証明明書書ででああるる成成績績証証明明書書ににもも記記載載さされれまませせんん。。 

・ 履修撤回をする科目数に制限はありません。 

ままたた、、キキャャッッププ制制のの面面でではは、、次次のの履履修修登登録録のの際際にに履履修修撤撤回回ををししたた授授業業科科目目のの単単位位数数分分、、履履修修登登録録可可能能なな単単位位数数がが回回復復しし

まますす。。  

・上書き再履修科目を履修撤回した場合は、上書き前の成績が反映されます。「－（不受験）」の制度はありませんので、上

書き再履修科目で上書き前の成績を反映したい場合は、必ず所定の期間内に履修撤回をしてください。 

※令和元(2019)年度まで、期末教場試験欠席や期末レポート未提出等の場合、当該授業科目を成績評価の対象外とする 

「－（不受験）」の制度がありましたが、この制度は廃止されました。 

 
 

履修撤回時期 履修撤回ができる科目開講区分 履修撤回期間 

春学期 通年・春・夏・春夏及び夏期集中 

巻頭の「行事一覧」で確認をしてください。 

夏学期 夏及び夏期集中 

夏期集中 夏期集中 

秋学期 秋・冬・秋冬及び冬期集中 

冬学期 冬及び冬期集中 

冬期集中① 冬期集中① 

冬期集中② 冬期集中② 

冬期集中③ 冬期集中③ 
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88  履履修修ルルーールル  

  

88--11  キキャャッッププ（（CCAAPP））制制  

  

平平成成 2299（（22001177））年年度度入入学学生生よよりり、、11 年年間間のの履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限はは 4444 単単位位、、各各学学期期のの履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限はは 1144 単単位位とと定定

めめらられれてていいまますす（（キキャャッッププ（（CCAAPP））制制））。。たただだしし、、令令和和 33（（22002211））年年度度よよりり成成績績がが特特にに優優秀秀なな学学生生（（前前年年度度末末ににおおけけるる累累積積 GGPPAA がが 33..88

以以上上のの者者））ににつついいててはは、、１１年年間間のの履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限をを 4488 単単位位、、各各学学期期のの履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限をを 1166 単単位位ととししてていいまますす。。  

1 年間の履修登録単位数は、当該年度に履修登録した科目の合計単位数、各学期の履修登録単位数は、各学期で履修した科目

の合計単位数がカウントされます。通年で開講（4 学期を通して開講）される科目はその単位数の 4 分の 1 ずつ、春夏学期や秋冬学

期で開講（2 学期を通して開講）される科目はその単位数の 2 分の 1 ずつが、各学期の履修登録単位数として加えられます。なお、

CELS の履修登録画面にある単位数が、その年度及び学期に履修登録した単位数の合計です。キキャャッッププ制制はは履履修修登登録録単単位位数数のの

上上限限でですすかからら、、成成績績評評価価のの合合否否やや単単位位のの修修得得結結果果ととはは関関係係あありりまませせんん。。そそののたためめ、、「「FF」」評評価価ががつついいたた科科目目ににつついいててはは年年度度のの

CCAAPP のの枠枠をを消消費費ししまますす。。 

11 年年間間のの履履修修登登録録単単位位数数とと各各学学期期のの履履修修登登録録単単位位数数ののいいずずれれかか一一方方ででもも上上限限をを超超ええるるとと履履修修登登録録ははででききまませせんん（（自自動動登登録録ささ

れれたた科科目目及及びび WWEEBB 抽抽選選当当選選科科目目含含むむ。。））。。したがって、年間の履修計画が不十分なために、必要な科目を履修できなくなるような

不利益のないよう、よく考えて履修計画をたててください。  

履修撤回を行った場合、履修撤回した授業科目の履修情報が削除されるため、次の履修登録の際に、履修撤回した授業科目

の単位数分、履修登録可能な単位数が回復します。 

集集中中講講義義期期間間ままたたははググロローーババルル教教育育ポポーートトフフォォリリオオ枠枠でで開開講講さされれてていいるる科科目目はは、、キキャャッッププ制制ににはは含含ままれれまませせんん。。そそのの他他、、例例外外的的

ににキキャャッッププ制制にに含含ままれれなないい科科目目はは下下表表ののととおおりりでですす。。  

科目 キャップ制 成績の反映時期 卒業・進学要件への算入 

集中講義期間（夏期、冬期①・

②・③・④）に開講されている科

目 

含まれない 

夏期： 夏学期成績発表時 

冬期①・②・③： 冬学期成績発表時 
算入される 

冬期④： 翌年度の春学期成績発表時 
その年度の卒業・進学要件には

算入されない 

グローバル教育ポー

トフォリオ枠で開講さ

れている科目 

 

 

春学期

開講 

含まれない 

夏学期成績発表時まで 

※ただし、研修の予定等によって反映

されない場合がある（シラバス等で確

認してください） 

原則、その年度の 9 月卒業の卒

業要件には算入される 

※ただし、研修の予定等によっ

て算入されない場合がある（シラ

バス等で確認してください） 

夏学期

開講 
冬学期成績発表時まで 

その年度の 9 月卒業の卒業要

件には算入されない 

秋学期

開講 

冬学期成績発表時まで 

※ただし、研修の予定等によって反映

されない場合がある（シラバス等で確

認してください） 

原則、その年度の卒業・進学要

件には算入される 

※ただし、研修の予定等によっ

て算入されない場合がある（シラ

バス等で確認してください） 

冬学期

開講 
翌年度の夏学期成績発表時まで 

その年度の卒業・進学要件には

算入されない 

（※）「国内交流科目」(他大学の四

大学連合複合領域コースの科目） 
含まれない  算入される 

派遣留学生が外国の大学にお

いて履修する科目 
含まれない 

※Ⅲ.2-2（4）単位互換申請手続きを 

参照 

単位互換申請にて認定された場

合は算入される 

教育実習(中)／(高) 通年 含まれない 冬学期成績発表時 算入される 

（※）「国内交流科目」（四大学連合複合領域コース以外）の科目については、キャップ制に含まれます。 



－ 44 －

Ⅰ

※平成 28（2016）年度以前の入学生の 1 年間の履修登録単位数の上限は 50 単位とし、学期毎の上限はありません。 

 以下の科目は、キキャャッッププ制制にに含含ままれれまますすがが、、卒卒業業・・進進学学要要件件外外ととななるるののでで、、注注意意ししててくくだだささいい。 

区分 授業科目 

全学共通教育科目 キャリア科目 ※全て 

 

※平成 30（2018）年度まで、教職課程における「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」については、履修登録時に進学及

び卒業要件（自由選択の単位）には一切算入しないと申告（キャップ除外の申告）した場合には、履修登録の単位数の限度を超え

て履修できましたが、平成 31（2019）年度以降、この例外措置は廃止されました。したがって、平成 31（2019）年度以降にこれらの科

目を履修する場合は、全てキャップ制の範囲内、かつ進学・卒業要件内、GPA の対象となります。 

 

88--22  上上書書きき再再履履修修  

  

（（11））  上上書書きき再再履履修修ととはは  

  「上書き再履修」とは、過去に履修した科目を一定条件のもとで再度履修し、当該科目の成績評価を上書きする制度です。 

 ※平成 28（2016）年度以前の入学生は「学士課程ガイドブック 別冊」もあわせて確認してください。 

・上書き再履修で修得した成績評価は、以以前前履履修修ししたたととききのの成成績績評評価価をを無無条条件件にに上上書書ききすするるここととににななりりまますす。。例えば、上書き前の

成績評価が「C」で上書き再履修により「F」評価となった場合、成績評価は上書き後の「F」となり、単位の修得も取り消されます。

（履修撤回制度の導入に伴い「－（不受験）」は2019年度に廃止となりました。） 

・上書き再履修で修得した科目の単位は、GPA計算式上の総履修登録単位数に算入しません。例えば、4単位科目を上書き再履

修した場合、その科目についてGPA計算式上の総履修登録単位数に算入されるのは（4＋4＝8単位ではなく）4単位のままです。

ただし、上書き再履修により成績評価が「F」の場合、その科目について算入されるのは0単位となります。 

・通常の履修登録単位数と、上書き再履修する単位数をあわせて、当該年度及び各学期の履修登録単位数の上限（キャップ制）

におさめるように履修してください。（（上上書書きき分分、、履履修修登登録録ででききるる単単位位数数がが増増ええるるわわけけででははあありりまませせんん。。）） 

・上書き再履修が可能な科目は、毎年度開講されるわけではありません。また、上書き再履修が可能な場合でも、科目の廃止な

どで上書き再履修ができない場合があります。また、上書き履修可能な科目であっても、WEB 抽選科目などの履修人数の上

限がある場合もあります。 

・上書き再履修登録は、科目ごとの上書き再履修可能条件に一致した場合は、自動的に上書き再履修登録になります。 

・原則、担当教員が異なる場合でも同一名称の科目であれば同一科目であり、上書き再履修可ですが、下記（2）の通り、一部例

外となる科目があります。 

（同一科目の例）2019 年度「英語（LL）Ⅰ」○○先生、2020 年度「英語（LL）Ⅰ」△△先生…上書き再履修可 

・上書き再履修をした科目の成績照会画面及び成績証明書への記載については、「Ⅰ．11-4 成績照会画面・成績証明書への

成績評価・GPA の記載」を確認してください。 

・「－」（不受験、（令和元（2019）年度まで））となった科目（成績照会画面上も「－」と表記）を再度履修する場合は、上書き再履修

ではなく新規履修となります。 
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（（22））  上上書書きき再再履履修修のの例例外外  

① 上上書書きき再再履履修修不不可可の科目 

「E・F」評価の科目および「Ⅳ．6-6 学士課程 GPA 制度に関する要項 別表 1・別表 3」に掲載されている科目が対象となり

ます。「E・F」評価の科目については、「Ⅰ．11-1 成績評価」を確認してください。 

 

② 「「FF」」のの場場合合ののみみ上書き再履修可可の科目 

「Ⅳ．6-6 学士課程 GPA 制度に関する要項 別表 2」を参照してください。 

 

③ 一部のゼミナール 

下記のゼミナールについて、担当教員が異なる授業は、上書き再履修とならず、複数回履修することが可能です。ただし、

卒業・進学要件に算入される区分に注意が必要です。算入される単位数の上限があり、上限を超えて修得した単位はすべて

自由選択の単位に算入されます。 

区分 授業科目 
それぞれの区分で卒業要件として 

認められる単位数の上限 

全学共通教育科目 「教養ゼミナール A・B」 
商、経済、社会、ソーシャ

ル・データサイエンス学部生 
0 

（自由選択の単位となる） 
法学部生 2 

経済学部教育科目 
「基礎ゼミナール A・B」 

2 

「Introductory SeminarA・B」 

社会学部教育科目 

「社会研究入門ゼミナール」 
「 Introductory Seminar on 
Social Research in English
（A）・（B）」 

全学共通教育科目の上記のゼミナールについて、「その他の全学共通教育科目」区分の要件がない商学部、経済学部、社

会学部、ソーシャル・データサイエンス学部の学生は、1 科目から自由選択の単位に算入されます。一方、法学部生は、1 科

目は全学共通教育科目、上記の表中の同同一一アアルルフファァベベッットトでで担担当当教教員員ののみみ異異ななるる 2 科目以降は自由選択の単位に算入され

ます。 

また、学部教育科目の上記のゼミナールについて、1 科目は、所属学部のゼミナールを修得した場合は学部教育科目の単

位、他学部のゼミナールを修得した場合は他学部教育科目に算入されます。なお、上記表の担担当当教教員員ののみみ異異ななるる 2 科目以

降はいずれも自由選択の単位に算入されます。 

例） 経済学部生が 「基礎ゼミナール」を修得した場合 

例 算入される区分 

別々の担当教員名で 
同一アルファベットの

科目を履修した場合 

2018 年に「基礎ゼミナール A」を修得 学部教育科目 

2019 年に「基礎ゼミナール A」を修得 自由選択の科目 

同一担当教員名で 
別アルファベットの 
科目を履修した場合 

2018 年夏に「基礎ゼミナール AA」を修得 学部教育科目 

2018 年冬に「基礎ゼミナール BB」を修得 学部教育科目 

同一担当教員名で 

同一アルファベットの 

別科目を履修した場合 

2019 年に「基礎ゼミナール A」を修得 学部教育科目 

2020 年に「Introductory Seminar A」を修得 学部教育科目 
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88--33  学学部部・・学学年年等等のの指指定定ががああるる科科目目  

  

履修について学部・学年の指定がある授業科目は以下のとおりです。条件（履修可能な学生）に該当しない場合は履修すること

ができません。履修登録の際は下表を参照してください。 

（（代代表表例例））  商商学学部部、、社社会会学学部部、、ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部教教育育科科目目ににつついいててはは、、原原則則ととししてて、、学学部部基基礎礎科科目目はは２２年年生生以以

上上、、学学部部発発展展科科目目はは３３年年生生以以上上かからら履履修修可可能能ととななりりまますす。。  

区分 授業科目 履修可能な学生 

全学共通教育

科目 

「PACEⅠ・Ⅱ」 全学部 2 年生以下 
「英語（○○）Ⅲ」、「知的生活の健康科学」 
「キャリア・ワークショップ」、「如水ゼミ A～F」 全学部 2 年生以上 

「EDGE（○○）」（EDGE for SSP Ⅰ～Ⅳを除く） 全学部 2 年生以上 
「EDGE for SSP Ⅰ～Ⅳ」 渋沢スカラープログラム参加学生 

「統計」 商、法、社会、ソーシャル・データ

サイエンス学部生 
「数学概論」 法・社会学部生 
日本語科目 外国人留学生のみ 

 
「日本語中級（○○）」、「日本語中上級（○○）」、 

「日本語上級（○○）Ⅰ」、「日本語上級（文法）」 
交流学生・日研生のみ 

 
「日本語上級（口頭表現／文章表現／読解）Ⅱ」 
「日本語上級（学術文章表現／学術口頭表現）」 
「日本語上級（速読）」 

全学部 3 年生以下の正規留学生・交

流学生・日研生 

 「日本語上級（近代文語文講読／学術口頭表現）」 
全学部全学年の正規留学生・交流学

生・日研生 
 「日本語Ⅰ・Ⅱ」 全学部全学年の正規留学生 

「外国人留学生のための日本事情 A・B」 全学部全学年の正規留学生・交流学

生・日研生 
「サイエンス工房（○○）A・B」 全学部 2 年生以下 
「サイエンス・リーディング A」 商、経、法、社会学部 2 年生以下 
「共通ゼミナール」 全学部 3 年生以上 

商学部教育科

目 

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 商学部 2 年生以下 
「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」 商学部 2 年生 
「経営学入門」、「マーケティング入門」、「会計学入門」、「金

融入門」 商学部生 

「ビジネス・エコノミクス入門」 商学部生（※平成 29（2017）年度以

降入学生のみ） 
「経営学入門（他学部）」、「会計学入門（他学部）」、 
「マーケティング入門（他学部）」、「金融入門（他学部）」 経済・法・社会学部生 

学部基礎科目 
（※「2 年次ワークショップ」、学部 GLP 科目除く） 全学部 2 年生以上 

 「特別講義（国際経営の理論とケース）」 全学部全学年 

 「情報科学・統計基礎」、「プログラミング実践」、 
「新商品開発基礎」 

データ・デザイン・プログラム参加

学生 

 「2 年次ワークショップ」 データ・デザイン・プログラム参加

学生のうち 2 年生と再履修生 

 「Interactive Course on Business Basics (○○)」 渋沢スカラープログラム参加学生及

び交流学生 

 「Intermediate Course in ○○」 

全学部 3 年生以上及び交流学生 
（※渋沢スカラープログラム参加学

生で、対応する Interactive Course 
on Business Basics を修得済みの 2
年生も履修可。） 
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学部発展科目 
（※「3 年次ワークショップⅠ・Ⅱ」、「4 年次ワークショッ

プ」、「特別講義（企業経営分析）」、「特別講義（会計プロフェッ

ショナルの実務）」、「企業金融の理論と実務（みずほ証券寄附

講義）」「Managing the SDGs - SIGMA Global Active 
Learning」「Responsible Digital Transformation - SIGMA 
Global Active Learning」除く） 

全学部 3 年生以上 

 

「特別講義（企業経営分析）」、「特別講義（会計プ

ロフェッショナルの実務）」、「企業金融の理論と実

務（みずほ証券寄附講義）」「Managing the SDGs 
- SIGMA Global Active Learning」、「Responsible 
Digital Transformation - SIGMA Global Active 
Learning」 

全学部 2 年生以上 

 「3 年次ワークショップⅠ・Ⅱ」 データ・デザイン・プログラム参加

学生のうち 3 年生と再履修生 

 「4 年次ワークショップ」 データ・デザイン・プログラム参加

学生のうち 4 年生と再履修生 

経済学部教育

科目 

「確率・統計」 経済学部生 

「経済の日本語上級Ⅰ（留学生用）」 
全学部 1 年生の外国人留学生 
（※ただし交流学生と日研生は履修

可。） 

「経済の日本語上級Ⅱ（留学生用）」 
全学部 3 年生以下の外国人留学生 
（※ただし、交流学生と日研生は履

修可。） 

「社会科学の学習法（留学生用）」 
全学部 2 年生以下の外国人留学生 
（※ただし、交流学生と日研生は履

修可。） 
「経済の日本語中上級（留学生用）」 交流学生・日研生のみ 
「経済学入門」※ 商・経済・法学・社会学部生 

「経済学研究の日本語（留学生用）」 
全学部 4 年生の外国人留学生 
（※ただし、交流学生と日研生は履

修可。） 

「基礎ゼミナール（尹 国花) A・B」 

中国（または欧州）短期海外調査参

加者のみ 
 

「基礎ゼミナール（橋詰 かすみ) A・B」 

「Introductory Seminar（SAGA Yumi) A・B」 

「海外調査 A・B」 

※年複数回開講されますが、うち一部は経済学部１年生専用の科目となります。 
詳細はシラバスでよく確認し、注意して履修計画を組んでください。 

法学部教育科

目 
 

「導入ゼミナール」 全学部 2 年生以下 
「法と社会」 
「実定法と社会」 法学部生 

「法の日本語」 全学部全学年の正規留学生・交流学

生・日研生 

「GLP Core Seminar」、「GLP Core Seminar Ⅱ」 法学部 2 年生以上 
（※全学部 GLP 学生のみ） 

法学部教育科

目 
「GLP 国際セミナー（○○）A・B」 

全学部 3 年生以上 
（※ただし、全学部 GLP 学生は 2
年生以上が可） 

「法学入門（他学部）」 商・経済・社会学部生 

商学部教育

科目 
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法学部教育科

目 

「憲法（他学部）」、「民法（他学部）」 商・経済・社会・ソーシャル・デー

タサイエンス学部生 

「法律家と現代社会」 
法学部法曹コース 2 年生及び WEB
抽選当選者（学部・学年指定なく申

込可） 

「法律実務入門」 

法学部法曹コース学生 
（※3年次に法曹コースに登録する予

定の学生で、早期卒業を希望する者

については履修を認めることがある） 

社会学部教育

科目 

「社会科学概論Ⅰ・Ⅱ」 
「社会研究の世界」 
「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 
「ジャーナリズム実践論（朝日新聞寄附講義）」 

社会学部生 
（※「ジャーナリズム実践論」は事

前選考により予め許可された場合の

み履修可） 

「Introductory Seminar on Social Research in English 
(A)・(B)」 

社会学部生 
（※ただし、交流学生と日研生は他

学部も履修可） 

（※事前選考により予め許可された

場合のみ履修可） 

「社会研究入門ゼミナール」 社会学部 2 年生以下 
（※1 年生秋学期以降） 

「GLP セミナーⅠ」 
「海外短期調査（GLP フィリピン）」 

社会学部 2 年生 
（※社会学部 GLP 学生のみ） 

「English Skills for Social Sciences」 
「Topic in Food Studies」 

社会学部 2 年生以上 
（※ただし、「Topic in Food 
Studies」は、他学部の交流学生と

日研生も履修可） 

「発信英語力 A（Discussion & Presentation）」 
「発信英語力 D（Academic & Writing 1）」 
 

社会学部 3 年生以上 
（※「発信英語力 A（Discussion & 
Presentation）」「発信英語力 D
（Academic & Writing 1）」は事前

選考により予め許可された場合のみ

履修可） 

「GLP セミナーⅡA・ⅡB」 社会学部 3 年生以上 
（※社会学部 GLP 学生のみ） 

「企画と実践Ⅰ・Ⅱ」 全学部 4 年生以上 

「海外短期調査（韓国）」 
全学部全学年 
（※事前選考により予め許可された

場合のみ履修可） 
学部基礎科目 
「Managing the SDGs - SIGMA Global Active Learning」 
「Responsible Digital Transformation - SIGMA Global 
Active Learning」 

全学部 2 年生以上 

学部発展科目 

全学部 3 年生以上 
（※残留生が履修を希望する場合

は、社会学部事務室に問い合わせる

こと） 

ソーシャル・

データサイエ

ンス学部教育

科目 
 

「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ」 
「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅱ」 

ソーシャル・データサイエンス学部

1・2 年生 
他学部 1-4 年生 

「ソーシャル・データサイエンスの法と倫理」 全学部 2 年生以上 

「プログラミングⅠ」 ソーシャル・データサイエンス学部

2 年生 

「PBL 演習 A～F」 ソーシャル・データサイエンス学部 
3 年生以上 
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ソーシャル・

データサイエ

ンス学部教育

科目 
 

「社会科学入門（経営学）」「社会科学入門（マーケティング）」

「社会科学入門（会計学）」「社会科学入門（金融）」「社会科

学入門（経済学）」「社会科学入門（法学）」「社会科学入門（社

会学）」 

ソーシャル・データサイエンス学部生 
＊「社会科学入門（歴史学）」は他学

部生も履修可であるため注意するこ

と 
その他学部基礎科目 全学部 2 年生以上 

その他学部発展科目 全学部 3 年生以上 
「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・

データサイエンスの法と倫理」「回帰分析Ⅰ」「実践的機械学

習Ⅰ」「主ゼミナール」「副ゼミナール」 
交流学生・日研生の履修不可 

学部教育科目 「ゼミナール」 全学部 3 年生以上 

国際交流科目 

“Basic Japanese I, II”  
“Introduction to Japanese Language” 
“Comprehensive Japanese for Beginners” 
“Intermediate Japanese I, II, Reading I, Writing I, 
Speaking I, Kanji & VocabularyⅠ” 
“Explore Japan” 

交流学生・日研生のみ 

“Lecture for MEXT Japanese Studies Students I, II”  
“Seminar for MEXT Japanese Studies Students A, B” 日研生のみ 

教職に関する

科目 

「教職実践演習（中・高）」 
「教育実習（中）」、「教育実習（高）」 

全学部 4 年生 

※その他、全学共通教育科目や学部教育科目を読み替えている科目は元科目の指定に従う。 

  

88--44  全全学学共共通通教教育育科科目目・・HHGGPP のの履履修修ルルーールル  

（（11））  英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンンススキキルル科科目目（（「「PPAACCEEⅠⅠ・・ⅡⅡ」」））  

1 年次の春夏学期に「PACEⅠ」（Practical Applications for Communicative English Ⅰ）、秋冬学期に「PACEⅡ」（Practical 

Applications for Communicative English Ⅱ）を履修します。これらは、英語のレベルによって、あらかじめ履修する授業（1～62 ク

ラス）が指定され、履修登録されています。クラス割り振りは、4 月に発表します。 

秋秋冬冬学学期期開開講講「「PPAACCEEⅡⅡ」」のの成成績績評評価価はは、、第第二二回回英英語語ププレレイイススメメンントトテテスストトのの受受験験をを前前提提ととししてて行行いいまますす。。ややむむをを得得ずず本本試試験験をを

受受験験ででききなないい場場合合はは、、追追試試験験のの申申請請をを行行っっててくくだだささいい。。追追試試験験のの申申請請方方法法はは欠欠席席者者へへ試試験験日日後後 CCEELLSS をを通通じじてて案案内内ししまますす。。  

なお、「PACEⅠ」終了後の秋学期開始までに英語レベルの調整を行い、秋学期からレベルが変更となる場合があります。その

場合は、出席する授業が変わりますので、間違わないように指定された授業に出席してください。英語レベル及びクラスに変更が

あった場合は、9 月中旬に CELS に掲載するので必ず確認してください。また、履修登録も自動的に変更されます。これ以降は

レベルの変更はありません。 

この英語のレベルは、「英語Ⅰ・Ⅱ」の推奨レベルとしても使用されますので、「英語Ⅰ・Ⅱ」の履修の際にも注意してください。 

（（22））  外外国国語語科科目目 

母語（出身国の公用語あるいはそれに準ずる言語を含む）を外国語科目として履修することはできません。母語（出身国の公

用語あるいはそれに準ずる言語を含む）の科目を履修登録した学生は、定められた期間内に履修撤回をしてください。履修撤

回をしない場合、成績評価は「F」となります。また、各科目にはレベルが設定されているので、自分の能力のレベルに見合った

科目を履修登録してください。明らかに自分の能力よりも低いレベルの科目を履修登録した学生（たとえば、中級の実力がある

にもかかわらず初級を履修登録するような場合）は、定められた期間内に履修撤回をしてください。履修撤回をしない場合、成

績評価は「F」となります。 



－ 50 －

Ⅰ

①① 英英語語ⅠⅠ・・ⅡⅡ、、英英語語（（IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  GGlloobbaall  IIssssuueess））  

      推奨されたレベルの科目の WEB 抽選に申込み、当選した授業に参加してください。詳細は、「Ⅰ.6 WEB 抽選」を参照し

てください。自身の推奨レベルは CELS で確認してください。 

      科目名に含まれるレベルやスキルが異なれば別科目となりますので、上書き再履修する場合は同一名称の科目を再度履

修する必要があります。 

上書き際履修にならない例：英語（ライティング・基礎強化）Ⅰを履修後、英語（ライティング・標準）Ⅰを履修 

②② 英英語語以以外外のの  外外国国語語科科目目 

・・外外国国語語「「初初級級（（総総合合））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」 

法学部生・社会学部生必修の第二外国語として履修する者、及び、商学部生、経済学部生、ソーシャル・データサイエン

ス学部生で選択科目として履修を希望する者で、いずれの場合もその外国語を初めて履修する者を対象としています。 

任意での履修を希望する学生及び秋学期から必修の第二外国語の語種変更を希望する学生は、 必修の学生の割り

振り後に空席のある授業に限り、WEB 抽選で履修を申し込むことができます。詳細は、「Ⅰ.6 WEB 抽選」を参照してくださ

い。  

     ・・外外国国語語「「初初級級（（速速修修））」」・・「「初初級級（（速速修修））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」  

       原則として、法学部生・社会学部生必修の第二外国語とは別に、その外国語を初めて履修する者（全学部生）を対象と

しています（ドイツ語を除き、同一外国語の「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」を履修していない者を対象としています）。 

・・外外国国語語「「初初級級（（実実践践））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」  

基本的には、「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」の補完的役割を持つ授業であり、原則として、同一外国語の「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」を

履修している者を対象としています。なお、ドイツ語は開講しませんので、ドイツ語の「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」を補完する場合

は「初級（速修）」・「初級（速修）Ⅰ・Ⅱ」を履修してください。 

・・中中国国語語「「初初級級」」・・「「中中級級」」・・「「上上級級」」  

中国語の各種初級と、中国語の各種中・上級との同時履修はできません。その他、常識的にダウングレード受講はでき

ません。詳細は各講義のシラバスをご覧ください。 

（（33））  数数理理・・情情報報科科目目  

    数理・情報科目の履修については、「Ⅰ．6 WEB 抽選」を必ず確認してください。 

（（44））  運運動動文文化化科科目目  

    社会学部生必修の運動文化科目 2 単位は、以下のいずれの組み合わせの修得でも可能です。 

・「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」及び「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」 計 2 単位 

・「スポーツ演習」           計 2 単位 

・「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」及び「スポーツ演習」  計 3 単位 

・「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」及び「スポーツ演習」  計 3 単位 

    なお、「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」、「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」は、授業によって種目が異なります。シラバスで確認の上、WEB

抽選に申し込んでください。 

((55))  そそのの他他のの全全学学共共通通教教育育科科目目  

教室の収容人数により履修者数の制限が設定されている科目があります。科目の人数制限については、CELS を必ず確認し

てください。 

 



Ⅰ

－ 51 －

((66))  他他学学部部教教育育科科目目  

自学部以外の 2 学部以上にわたって修得する必要があります。そのため、11 つつのの学学部部開開講講のの学学部部教教育育科科目目ののみみでで単単位位数数をを満満

たたししててもも他他学学部部教教育育科科目目のの卒卒業業要要件件をを満満たたししたたここととににははななりりまませせんん。。なお、後期課程進学時には、2 学部以上にわたって修得して

いる必要はありません。 

また、「共通ゼミナール」及び全学共通教育科目として認定された派遣留学特別講義についても、他学部教育科目に算入さ

れ、かつそれぞれ 1 学部としてカウントされます。 

 

（（77））  HHiittoottssuubbaasshhii  UUnniivveerrssiittyy  GGlloobbaall  EEdduuccaattiioonn  PPrrooggrraamm（（HHGGPP））  

Hitotsubashi University Global Education Program（HGP）は、①全学共通教育センターが開講する国際交流科目、②一部の

学部教育科目、③一部の全学共通教育科目により構成されています。①の科目を履修し単位を修得した場合は、「自由選択の

単位」として算入されます。②③の科目を履修し単位を修得した場合は、それぞれ卒業・後期課程進学要件で指定の区分に算

入されます。 

HGP の詳細は「Ⅱ．1－7 Hitotsubashi University Global Education Program」を参照してください。  

 

88--55  必必修修科科目目のの再再履履修修 

 事前に割り当てや選考が行われる必修科目が不合格となった場合、以下の方法で再履修してください。 

 

((11))  英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンンススキキルル科科目目（（「「PPAACCEEⅠⅠ・・ⅡⅡ」」））  

「PACEⅠ・Ⅱ」が不合格となった場合は、翌学期以降に開講される再履修クラスを履修してください。再履修を希望する際

は、事前に教務課への申請が必要となります。手続きについては、CELS に掲載するので必ず確認してください。  

また、再履修クラスは曜日時限に制限がありますので注意してください。再履修クラスが開講される時限に通年科目等すでに

別の授業を履修登録済みの場合は、その学期には再履修できません。 

 

((22))  外外国国語語「「初初級級（（総総合合））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」（（法法・・社社会会学学部部生生必必修修））  

法学部生・社会学部生必修の外国語「初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」または「日本語Ⅰ・Ⅱ」が不合格となった場合、再履修（履修する語

種の変更を含む）を希望する場合は、事前に教務課への申請が必要です。手続きについては、CELS に掲載するので必ず確

認してください。申請に基づき、履修登録期間前に教務課で履修登録がされますので、CELS の履修登録状況で確認し、指定

されたクラスに出席してください。指定されたクラス以外のクラスへの変更はできません。 

 

((33))  運運動動文文化化科科目目（（社社会会学学部部生生必必修修））  

「スポーツ方法（春夏）Ⅰ」または「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」、「スポーツ演習」が不合格となった場合、卒業までに「スポーツ方

法（春夏）Ⅰ」または「スポーツ方法（秋冬）Ⅰ」、「スポーツ演習」の WEB 抽選に各自で申し込み、履修してください。なお、科目

の組み合わせ方は「Ⅰ. 8-4 全学共通教育科目・HGP の履修ルール」を参照してください。 

 

((44))  商商学学部部導導入入演演習習科科目目（（商商学学部部生生必必修修））  

・・「「導導入入ゼゼミミナナーールルⅠⅠ」」がが不不合合格格ととななっったた場場合合  

2 年次春夏学期に、出席する授業があらかじめ割り当てられ、事前に自動的に履修登録がされます。CELS の履修登録画

面を確認してください。なお、もし再び合格できない場合は、後期課程に進学することはできません。 
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・・「「導導入入ゼゼミミナナーールルⅡⅡ」」がが不不合合格格ととななっったた場場合合  

2 年次秋学期前の時点で、再度、各ゼミナールの選考に申込み、履修が認められた授業に出席してください。選考結果を

基に自動的に履修登録されますので、履修登録期間に各自で履修登録状況を確認してください。「導入ゼミナールⅡ」の出

願と選考プロセス（選考方法、履修登録手順（スケジュール）等）の詳細については、教務課から CELS で発表されますので、

必ず確認してください。なお、もし再び合格できない場合は、後期課程に進学することはできません。 

・・「「前前期期ゼゼミミナナーールル（（英英書書講講読読））ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」（（HH2299～～RR0055））ももししくくはは「「前前期期ゼゼミミナナーールルⅠⅠ・・ⅡⅡ」」（（RR0066 以以降降））がが不不合合格格ととななっったた場場合合  

「前期ゼミナールⅠ」は 2 年次春学期前の時点で、「前期ゼミナールⅡ」は 2 年次秋学期前の時点で、再度ゼミナールの選

考に申込み、履修が認められた授業に出席してください。それぞれの授業について選考結果を基に自動的に履修登録され

ますので、履修登録期間に各自で履修登録状況を確認してください。「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」の出願と選考プロセス（選考方

法、履修登録手順（スケジュール）等）の詳細については、教務課から CELS で発表されますので、必ず確認してください。な

お、「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」のどちらか一方でも合格できない場合は、後期課程に進学することはできません。 

 

((55))  商商学学部部導導入入講講義義科科目目（（商商学学部部生生必必修修）） 

平成 29（2017）年度以降の入学生については、商学部導入科目のうち、導入講義科目（全 5 科目）の各科目について、1 年

次に合格できなかった場合は、2 年次以降に合格するまで履修を続け、履修登録期間に、各自で履修登録を行ってください。

また、前期課程においてこのうち 6 単位以上を修得していない場合は、後期課程に進学することはできません。前期課程にお

いて 6 単位以上を修得し後期課程に進学できても、前期課程で全 5 科目に合格していない場合は、後期課程で残りの科目に

合格しなければ卒業できません。 

平成 28（2016）年度以前の入学生については、『学士課程ガイドブック別冊・平成 28（2016）年度以前入学生向け履修ルー

ル（移行措置）』を確認してください。 

((66))  経経済済学学部部導導入入科科目目（（110000 番番台台ココアア科科目目））（（経経済済学学部部生生必必修修）） 

「経済学入門」・「統計学入門」・「経済史入門」が不合格となった場合、進学要件、卒業要件を満たすように各科目の WEB 抽

選に各自で申し込み、履修してください。 

 

((77))  社社会会学学部部導導入入科科目目「「導導入入ゼゼミミナナーールルⅠⅠ・・ⅡⅡ」」（（社社会会学学部部生生必必修修））  

「導入ゼミナールⅠ」、「導入ゼミナールⅡ」が不合格となった場合は、翌年度に再履修することになり、自動的に履修登録が

行われます。「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」のクラスは社会学部が指定します。 

「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」のクラスは、CELS の履修登録画面で必ず確認してください。 

 

((88))  社社会会学学部部導導入入科科目目「「社社会会科科学学概概論論ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」「「社社会会研研究究のの世世界界」」（（社社会会学学部部生生必必修修）） 

「社会科学概論Ⅰ」、「社会科学概論Ⅱ」が不合格となった場合は、WEB 抽選に各自で申し込み、履修してください。「社会研

究の世界」が不合格となった場合は、履修登録期間に各自で履修登録を行ってください。 

 

((99))  ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部  学学部部導導入入科科目目「「ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス入入門門ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」、、「「ソソーーシシャャ

ルル・・デデーータタササイイエエンンススのの法法とと倫倫理理」」おおよよびび学学部部基基礎礎科科目目「「回回帰帰分分析析ⅠⅠ」」「「実実践践的的機機械械学学習習ⅠⅠ」」「「ププロロググララミミンンググⅠⅠ」」

（（ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部生生必必修修））  

上記の各科目が不合格となった場合は、翌年度に再履修することになり、自動的に履修登録が行われます。CELS の履修登

録画面で必ず確認してください。なお、これらの科目の単位未修得者は、後期課程に進学することはできません。１-2 卒業・後

期課程進学要件および 1-3 卒業・後期課程進学要件チェックシートを確認してください。 
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((1100))  ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部必必修修のの全全学学共共通通教教育育科科目目「「線線形形代代数数ⅠⅠ」」「「線線形形代代数数ⅡⅡ」」「「統統計計」」「「微微分分積積

分分ⅠⅠ」」「「微微分分積積分分ⅡⅡ」」「「ププロロググララミミンンググ基基礎礎」」「「情情報報リリテテララシシーー」」「「AAII 入入門門」」（（ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部必必修修））  

上記の各科目について、履修学期に合格できなかった場合は、次の学期の履修登録期間に、各自で履修登録を行い、なる

べく早い時期に単位を修得してください。なお次年度の同科目の開講時に単位未修得となっている再履修者は、自動的に履

修登録が行われます。CELS の履修登録画面で必ず確認してください。 

後期課程に進学するには上記の数理・情報科目のうち、8 単位以上の単位を修得する必要があります。詳しくは１-2 卒業・後

期課程進学要件および 1-3 卒業・後期課程進学要件チェックシートを確認してください。 
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99  ゼゼミミナナーールル（（必必修修））  

  

必修のゼミナールは、それぞれ履修の決定や履修登録の方法が異なりますので、注意してください。 

選考によって履修を決定するゼミナールについては、選考の申し込み、選考方法や選考結果の発表を、「学務情報システム

CELS」を通じて行います。 

  

学部・学年 科目名 履修決定方法 履修登録 

商学部 

1 年 
導入ゼミナールⅠ 割り当て制（※１） 自動登録 

導入ゼミナールⅡ  

選考制（※２） 

 

選考結果を基に自動登録 
2 年 

前期ゼミナールⅠ 

前期ゼミナールⅡ 

社会学部 1 年 
導入ゼミナールⅠ 

割り当て制（※１） 自動登録 
導入ゼミナールⅡ 

全学部 3・4 年 
後期ゼミナール 

（共通ゼミナール含む） 

主ゼミ 
選考制（※２） 

選考結果・指導教員情報を基に自動

登録（3 年・4 年の計 2 回） 

副ゼミ 選考結果を基に自動登録 

 

（※１）割割りり当当てて制制ののゼゼミミナナーールルににつついいてて  

4 月に履修する授業を発表します。変更等はできません。 

再履修の場合についても割り当てとなりますので、自分でゼミを選択することはできません。 

（※２）選選考考制制ののゼゼミミナナーールルににつついいてて  

事前にシラバスを参照し、希望するゼミの選考への申し込みを CELS 上で行う必要があります。必修科目ですので、原則として

履修登録期間終了までに自分が参加するゼミを確定しなければなりません。また、他の必修科目や WEB 抽選科目と同じ時限に

履修しないよう注意してください。  

教教員員がが CCEELLSS にに登登録録ししたたゼゼミミ選選考考結結果果（（決決定定者者情情報報））をを基基にに教教務務課課でで履履修修登登録録をを行行いいまますす。選考で受け入れが決定しても、履履

修修登登録録ががさされれてていいなないいとと成成績績評評価価ががさされれまませせんんので、当当該該科科目目のの開開講講学学期期のの履履修修登登録録期期間間中中にに、、忘忘れれずずにに CCEELLSS ででゼゼミミナナーールル

のの履履修修登登録録ががさされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。 

 

  

99--11  商商学学部部 11・・22 年年生生向向けけゼゼミミナナーールル  

  

商学部 1・2 年生向けゼミナールは、1 年生向けの「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」と 2 年生向けの「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」からなります。

まず、「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」の 2 科目は、それぞれ 1 年次に履修する必修科目です。「導入ゼミナールⅠ」は、あらかじめ割り当

てられたゼミナールを春夏学期に履修します（事前に自動的に履修登録されます。）。その一方で、秋冬学期に履修する「導入ゼミ

ナールⅡ」は選考制を採ります。具体的には、秋学期開始前の時点で、自身の興味関心に応じて自らが希望する教員のゼミナー

ルの選考に申し込みます。各ゼミの定員は原則として 16 名です。応募が定員以下の場合は、そのまま希望ゼミへの参加が決定す

る一方、定員を超えた場合は、選考（面接または書類選考）を経て決定します。「導入ゼミナールⅡ」は、教教員員がが CCEELLSS にに登登録録ししたた

ゼゼミミ選選考考結結果果（（決決定定者者情情報報））をを基基にに教教務務課課でで履履修修登登録録をを行行いいまますす。。選考で参加が決定しても、履履修修登登録録ががさされれてていいなないいとと成成績績評評価価
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ががさされれまませせんんので、忘忘れれずずにに開開講講学学期期のの履履修修登登録録期期間間中中にに CCEELLSS でで履履修修登登録録ががさされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。「導入ゼミナ

ールⅡ」の出願と選考プロセス（選考方法、履修登録手順（スケジュール）等）の詳細については、教務課から CELS で発表されま

すので、必ず確認してください。また、再履修者は、「Ⅰ. 8-5 必修科目の再履修」を参照してください。 

 次に、 「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」の 2 科目は、それぞれ 2 年次の必修科目です。「前期ゼミナールⅠ」は春夏学期に、「前期ゼミ

ナールⅡ」は秋冬学期に履修します。「前期ゼミナールⅠ」と「前期ゼミナールⅡ」は互いに別科目として位置づけられます。「前期

ゼミナールⅠ・Ⅱ」は選考制を採ります。具体的には、自身の興味関心に応じて自らが参加を希望する「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」を選

んで「前期ゼミナールⅠ」については２年次の春学期開始前に、「前期ゼミナールⅡ」については２年次の秋学期開始前にそれぞれ

選考に申し込みます。各ゼミの定員は原則として 16 名です。応募が定員以下の場合は、そのまま希望ゼミへの参加が決定する一

方、定員を超えた場合は、選考（面接または書類選考）を経て決定します。「前期ゼミナールⅠ・Ⅱ」は、教教員員がが CCEELLSS にに登登録録ししたたゼゼ

ミミ選選考考結結果果（（決決定定者者情情報報））をを基基にに教教務務課課でで履履修修登登録録をを行行いいまますす。。選考で参加が決定しても、履履修修登登録録ががさされれてていいなないいとと成成績績評評価価がが

さされれまませせんんので、忘忘れれずずにに開開講講学学期期のの履履修修登登録録期期間間中中にに CCEELLSS でで履履修修登登録録ががさされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。「前期ゼミナー

ルⅠ・Ⅱ」の出願と選考プロセス（選考方法、履修登録手順（スケジュール）等）の詳細については、教務課から CELS で発表されま

すので、必ず確認してください。また、再履修者は、「Ⅰ. 8-5 必修科目の再履修」を確認してください。 

※渡航を伴う短期海外留学（サマースクール）の参加をもって「前期ゼミナールⅠ」または「前期ゼミナールⅡ」の単位修得を希望す

る場合は、「Ⅲ．2-2 外国の大学への留学・研修と単位互換制度」を確認してください。 

  

99--22  社社会会学学部部 11 年年生生向向けけゼゼミミナナーールル  

  

社会学部の「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」は、履修する授業があらかじめ割り当てられ、自動的に履修登録されます。各自、指定され

た授業に参加してください。 

 

99--33  後後期期ゼゼミミナナーールル  

 

（（11））  主主ゼゼミミナナーールルとと副副ゼゼミミナナーールル  

後期ゼミナールには、主ゼミナール（以下「主ゼミ」という｡）と副ゼミナール（以下「副ゼミ」という｡）があります。 

①①  主主ゼゼミミ  

3、4 年次（後期課程）で通年各 4 単位（計 8 単位）が必修です。学士論文（卒業論文）は、最終学年に主ゼミを指導した教員

が成績評価を行います。 

②②  副副ゼゼミミ  

後期課程の各学年において参加可能なゼミナールに限り、1 ゼミナール（4 単位）を選択履修することができます。 
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((22))  ゼゼミミナナーールル選選考考  

後期ゼミナールは選考制となり、例年 3 月下旬~末にゼミナール選考を実施します。ゼミナール選考への申込については CELS

を通じて行います。各ゼミの選考方法・選考日程等詳細は３月初旬頃に CELS 上で公開される予定です。ゼミナール選考の詳しい

申込方法等については CELS 上で掲示される案内を確認してください。なお、選考は第 3 次選考まで行われますが、募集定員上、

第 1 希望のゼミに所属できる、という保証はありません。1 次選考で決まらない場合に備え、あらかじめ第 2 希望・第 3 希望まで考え

た上で、ゼミナール選考に臨むようにしてください。各ゼミの情報について、CELS シラバスの他、一橋大学研究者情報（HRI）や各

学部の教員紹介 WEB サイト等も参照し、疑問点等があれば教員に事前に相談するなど、あらかじめよく確認をした上で申し込むよ

うにしてください。 

 

((33))  履履修修登登録録  

①①  主主ゼゼミミ  

後期課程に進学した学生は、所属学部のゼミナールまたは共通ゼミナールの中から、希望する教員に CELS で選考への参

加を申し込み、選考を経て、主ゼミとして参加してください。たただだしし、、商商学学部部生生ととソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部生生はは共共通通ゼゼミミ

ナナーールルをを主主ゼゼミミととすするるここととははででききまませせんん。。また、3・4 年生が主ゼミとして履修登録できるのは、「授業時間割」に記載された自自身身のの

学学年年ののゼゼミミナナーールルです（休学や留学により 3 年次に履修することができない場合のみ、4 年次に 3 年生向けのゼミナールを履

修することができます。）。。ななおお、、他他学学部部ののゼゼミミナナーールルをを主主ゼゼミミととすするるここととははででききまませせんん。。  

指導教員が決定したら、春春学学期期のの履履修修登登録録期期間間中中にに必必ずず、、CCEELLSS でで当当該該指指導導教教員員ののゼゼミミがが履履修修登登録録さされれてていいるるここととをを確確認認

ししててくくだだささいい。また、44 年年次次ににおおいいててもも、、指指導導教教員員情情報報をを基基にに教教務務課課でで主主ゼゼミミのの履履修修登登録録をを行行いいまますすののでで、、春春学学期期のの履履修修登登録録

期期間間中中にに必必ずず、、CCEELLSS でで当当該該指指導導教教員員ののゼゼミミがが履履修修登登録録さされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。 

②②  副副ゼゼミミ  

後期課程の各学年において、主ゼミの参加が決定した後、所属学部を含むすべての学部のゼミナールまたは共通ゼミナー

ルの中から、参加可能な「1 ゼミナール」を選び、選考を経て、副ゼミとして履修することができます。 

ただし、主ゼミの指導教員が担当する学年を異にするゼミナールを副ゼミとして履修することはできません。 

4 年次に、3 年次に履修した副ゼミを継続して履修する場合も同様に、教員が CELS に登録したゼミ選考結果（決定者情報）

を基に履修登録を行いますので、手続き上改めて 4 年次に CELS 上の副ゼミの選考に申し込む必要があります。その上で、春

学期の履修登録期間中に必ず CELS で当該指導教員のゼミが履修登録されていることを確認してください。 

 

((44))  ゼゼミミナナーールル単単位位のの算算入入先先ににつついいてて（（平平成成 2288（（22001166））年年度度以以前前のの入入学学生生はは別別冊冊をを参参照照））  

①①  主主ゼゼミミ  

所属学部のゼミナールは学部教育科目、共通ゼミナールは他学部教育科目に算入されます。 

ただし、これらに算入されるのは、88 単単位位ままででです。これを超えた場合は、自自由由選選択択のの単単位位として算入されます。 

②②  副副ゼゼミミ  

所属学部のゼミナールを副ゼミとした場合は、学部教育科目（商学部については学部発展科目）に算入されます。 

ただし、これらに算入されるのは、88 単単位位ままででです。これを超えた場合は、自自由由選選択択のの単単位位として算入されます。 

他学部または共通ゼミナールを副ゼミとした場合は、他学部教育科目に算入されます。 

ただし、算入可能な単位数は、卒業要件区分の条件に従います。 
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((55))  休休学学（（留留学学等等））にによよるるゼゼミミナナーールルのの単単位位のの分分割割ににつついいてて（（特特別別休休学学））  

留学、母国における兵役義務による休学または障害学生支援室に合理的配慮を認定された学生の休学については、主ゼミナー

ルの単位について分割が認められる場合があります。詳細については、「Ⅲ．1-1（1）休学」を参照のうえ、教務課教務係（学務担

当）に問い合わせてください。 

 

((66))  88 単単位位修修得得済済みみのの学学生生ののゼゼミミナナーールルのの履履修修ににつついいてて  

44 年年をを超超ええてて在在学学すするる学学生生でで、、既既にに主主ゼゼミミ 88 単単位位をを修修得得済済みみのの学学生生ににつついいててもも、、主主ゼゼミミをを継継続続履履修修すするる必必要要ががあありりまますす。。履修登

録は自動でされます。ただし、休学により通年在学しない場合は、（4）に該当する場合を除き、履修登録はされません。 

4 年を超えて在学する学生の卒業については、9 月卒業を予定している場合も含め、「Ⅰ．4 学士論文（卒業論文）」を参照してく

ださい。 

 

（（77））  ゼゼミミナナーールル指指導導教教員員のの変変更更  

3 年次から 4 年次に進む際または後期課程に 2 年を超えて在学する際、所属学部の教授会の承認を得た学生は、主ゼミを変更

することができます。主ゼミの変更を希望する場合は、変更を希望する年度の前年度の 2 月末までに、「指導教員（ゼミナール）変更

届」を新旧指導教員からの承認メールを添付の上、所属学部の事務室へメールで提出してください。 

なお、「指導教員（ゼミナール）変更届」は CELS に掲載しています（詳細は CELS＞ダウンロードセンター＞104．指導教員（ゼミ

ナール）変更届 でご確認ください）。 
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1100  期期末末試試験験・・追追試試験験・・中中間間試試験験  

期末試験は、各学期末または学年末に実施されます。 

期末試験の方法には「教場試験」、「オンライン試験」及び「レポート」があります。期末試験の内容や時間割・試験教室は、学期ご

とに CELS の掲示板、ダウンロードセンター、「期末試験」メニューで発表されますので確認してください。授業内または manaba 等で

教員が直接周知する場合もあります。 

なお、期末試験の他に担当教員が中間試験や中間レポートを課す場合もあります。また、授業での発言内容、授業内レポート等

を総合的に評価する科目は期末試験を行わないことがあります。詳細はシラバスを参照した上で担当教員に確認してください。 

不不正正行行為為をを行行っったた者者はは、、学学則則にによよっってて懲懲戒戒処処分分にに付付さされれるる場場合合ががあありりまますす。。懲懲戒戒処処分分にによよりり停停学学ととななっったた場場合合、、停停学学期期間間はは在在

学学期期間間にに算算入入ししなないいたためめ、、卒卒業業がが最最低低 11 年年間間延延期期ととななるる場場合合ががあありりまますす。。ままたた、、不不正正行行為為をを行行っったた学学期期をを含含むむ春春夏夏学学期期ももししくくはは秋秋

冬冬学学期期のの履履修修登登録録がが全全てて無無効効ととななりりまますす。。奨奨学学金金をを受受給給ししてていいるる者者ににつついいててはは給給付付がが廃廃止止さされれ、、場場合合にによよっっててはは全全額額返返済済のの義義

務務をを負負ううここととににななりりまますす。。  

※※  停停学学処処分分にに付付せせらられれるるとと、、上上記記ののととおおりり、、学学修修計計画画ののみみななららずず、、人人生生にに多多大大なな影影響響をを及及ぼぼすすここととををよよくく理理解解ししててくくだだささいい。。  

  

1100--11  期期末末試試験験方方法法  

  

    試試験験方方法法ににつついいててはは、、CCEELLSS のの掲掲示示板板、、ダダウウンンロローードドセセンンタターー、、「「期期末末試試験験」」メメニニュューーでで確確認認すするるととととももにに、、授授業業内内ままたたはは mmaannaabbaa

等等ででのの担担当当教教員員のの指指示示にに従従っっててくくだだささいい。。  

  

（（11））  教教場場試試験験  

① 特に試験期間は設けられていません。試試験験時時間間はは 8855 分分です。また、試験場が通常の授業の教室から変更される場合があり

ますので、試験に関する掲示には注意してください。 

② 試験場付近では静粛にしてください。受受験験者者はは、、試試験験開開始始 55 分分前前ににはは、、試試験験場場にに入入ららななけけれればばななりりまませせんん。。ただし、前の試

験の答案回収が終了していない場合は、その終了を待って試験場に入ってください。 

③ 教場試験は、詰めての着席を原則としますが、1 人おき、または各机 2 人掛けとなる場合もあります。また、複数教室で実施さ

れる場合もありますので注意してください。 

④ 着席する座席があらかじめ指定されている場合があります。その場合は、試験場入口に掲示される「座席指定表」に従い、着

席してください。 

⑤ 受験者は、試試験験開開始始後後 3300 分分間間は、退場することができません。試試験験開開始始後後はは、、遅遅刻刻者者のの入入場場はは認認めめまませせんん。。ただし、特別

の事情により遅刻した者に限り、試試験験開開始始後後 2200 分分までは、入場を認めることがあります（遅刻限度）。公共交通機関の遅延によ

る場合は、遅延証明書の提出が必要となります。 

⑥ 受験者は、本人確認のため、必ず学生証を机上の見やすい場所に置いてください。学生証を忘れた場合は、試験監督者に

その旨を申し出た上で「学学生生証証忘忘失失届届」に記入し、試験監督者に提出してください。また、後日、学生証を教務課窓口に持参

し、本人確認を行ってください。「「学学生生証証忘忘失失届届」」をを提提出出ししたた科科目目のの開開講講学学期期終終了了日日翌翌日日かからら起起算算ししてて 33 営営業業日日以以内内にに本本人人

確確認認がが取取れれなないい場場合合、、当当該該科科目目のの成成績績評評価価はは「「FF」」ととななるるののでで、、注注意意ししててくくだだささいい。。 

⑦ 持込みを許可されたもの以外は、カバンの中にしまってください。また、私語、物品の貸借及び下敷の使用を禁止します。 

⑧ 試試験験場場ででのの携携帯帯電電話話等等のの通通信信機機器器のの使使用用をを一一切切禁禁止止ししまますす（時計機能等も含めて一切使用禁止）。アラームを停止した上

で必ず電源を切り、カバンの中にしまってください。試験中に通信機器が目に見えるところにあったり、通信機器を手にした場

合は、不正行為として取り扱います。 
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⑨ 答案用紙は、原則として、1 枚（表裏記入）とします。必ず「学部、学年、学籍番号、氏名」を鉛筆またはボールペンで記入して

提出してください。なお、答案用紙は、白紙または書き損じた場合でも、試験場外に持ち出してはいけません。 

⑩ 受験者は、試験実施中に試験監督者の許可を得ないで、試験場外に出てはいけません。 

⑪ 試験場内においては、すべて試験監督者の指示に従わなければなりません。 

⑫ 教場試験の日程や時間が変更されたり、延期されることがありますので、試験に関する掲示には注意してください。 

 

（（22））   オオンンラライインン試試験験  

① オンライン試験期間は学年暦を参照してください。試試験験時時間間はは 6600 分分です。 

② オンライン試験の実施方法については、当該科目のCELS授業掲示板やmanaba、Google Classroom、授業内の担当教員の

指示に従ってください。 

③ オンライン試験の答案及びレポートの提出締切間近は、アアククセセスス集集中中にによよりり mmaannaabbaa 等等ににつつななががりりににくくくくななりり、、期期限限内内にに課課題題をを

提提出出ででききなないい恐恐れれががあありりまますす。。余余裕裕ををももっってて提提出出すするるよよううににししててくくだだささいい。。また、manaba 等で文章を打ち込む形で試験が実施

される場合は、アクセス集中等が理由で提出が完了しなかった場合に、画面上だけで作業をしているとそのデータが消えて

しまうことがあります。いいっったたんん手手元元のの PPCC 等等にに WWoorrdd ややテテキキスストトドドキキュュメメンントト（（メメモモ帳帳））等等でで文文章章をを作作成成おおよよびび保保存存ををしし、、そそののうう

ええでで文文章章をを mmaannaabbaa 等等にに貼貼りり付付けけてて回回答答すするるようにしてください。万万一一ネネッットトワワーークク上上のの問問題題等等にによよりり終終了了時時刻刻ままででにに回回答答をを

提提出出ででききななかかっったた場場合合はは、、すすみみややかかにに担担当当教教員員にに問問いい合合わわせせててくくだだささいい。。  

④ manaba 等に提出する場合は、最終提出の手続きまで完了しているか、また、提出時にデータの破損等が生じていないか、

提提出出後後ににもも再再度度当当該該デデーータタがが正正ししいい内内容容でで mmaannaabbaa 等等にに登登録録さされれてていいるるかか、、よよくく確確認認ししててくくだだささいい。。確認を怠り、提出が正し

くできていなかった場合には、その後の提出が認められない場合があります。必ず確認してください。また、manaba にファイ

ルをアップロードして提出する場合、5500MMBB のの容容量量制制限限がありますので、注意してください。 

⑤ 同じ科目名で開始時刻が異なるものがあります。必ず時間割コードとシラバス上の曜日・時限を確認し、自分が履修登録し

ている科目の試験に出席してください。  

⑥ 文文章章ややデデーータタのの盗盗用用（（引引用用のの範範囲囲をを明明示示せせずず、、かかつつ引引用用元元をを明明記記せせずずにに引引用用すするるこことと。。デデーータタのの改改ざざんん・・ねねつつ造造もも含含むむ。。））、、

解解答答のの流流用用（（他他人人のの書書いいたた解解答答をを提提出出すするるこことと、、他他人人にに解解答答をを写写ささせせるるこことと。。））、、ままたたはは文文章章のの代代筆筆（（他他人人のの代代わわりりにに書書くくここ

とと。。））をを禁禁止止ししまますす。。 

 

（（33）） レレポポーートト  

①  レポートは、担当教員の指示に従って、必ず所定の期限までに担当教員へ提出してください。万一ネットワーク上の問題等

により期限までに提出ができなかった場合は、すみやかに担当教員に問い合わせてください。 

② 文文章章ややデデーータタのの盗盗用用（（引引用用のの範範囲囲をを明明示示せせずず、、かかつつ引引用用元元をを明明記記せせずずにに引引用用すするるこことと。。デデーータタのの改改ざざんん・・ねねつつ造造もも含含むむ。。））、、

レレポポーートトのの流流用用（（他他人人のの書書いいたたレレポポーートトをを提提出出すするるこことと、、他他人人ににレレポポーートトをを写写ささせせるるこことと。。））、、ままたたはは文文章章のの代代筆筆（（他他人人のの代代わわ

りりにに書書くくこことと。。））をを禁禁止止ししまますす。。 
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1100--22  追追試試験験  

  

① 追試験は、やむを得ない理由（※）によって期末試験を受験できなかった学生に対して行います。追試験が教場試験で実施さ

れる場合、春・春夏・夏学期科目については夏学期終了後に、秋・秋冬・冬学期科目については冬学期終了後に、それぞれ実

施します（詳細な日程は学年暦を参照してください）。 

※過去に追試験が認められた事例：公共交通機関の大幅な遅延、近親者の葬儀、病気 など 

② 追試験の受験を希望する場合は、所定の追試験願に試験欠席の理由を証明するに足る書類を必ず添えて、所定の期日まで 

に提出してください（詳細は CELS で案内します）。なお、書類に不備がある場合には再提出を求めることがありますが、再提出 

する場合でも、所定の期日までに提出がない場合は申請を受理しませんのでご注意ください。  

③ 追試験受験の可否は、学士課程教育専門委員会での審議を経て決定されます。 

④ 追試験受験の許可及び試験方法等は、CELS で発表します。 

⑤ 追追試試験験のの受受験験がが許許可可さされれたたににももかかかかわわららずず追追試試験験をを受受験験ししななかかっったた場場合合、、及及びび試試験験方方法法ががレレポポーートト等等をを提提出出すするるももののででああるる科科

目目ににつついいてて所所定定のの方方法法でで期期限限内内ににレレポポーートト等等をを提提出出ししななかかっったた場場合合はは、、当当該該科科目目のの成成績績はは「「FF」」ととななりりまますす。。  

 

1100--33  中中間間試試験験  

  

① 学期途中に担当教員の判断で、中間試験を実施する場合があります。 

② 中間試験においても、教場試験における途中退場や不正行為等について、期末試験に準じた取り扱いにより実施される場合

があります。 

 

 

 

レポート作成上の注意：剽窃を防ぐために 

 

レポート、論文において、他者の文章、論理、アイデア（書籍、WEB ページなどを含む）を、出典を明示せず引用する行為

を剽窃行為と呼びます。 

 

他者のアイデアや文章を自身の文章に取り入れる場合は、その出典を明らかにする必要があります。剽窃をさけるため

に、自身の文章に取り入れた、他者のアイデアや意見、理論、事実等の出典を明示してください。出典を明示せずに、他者

の文章を直接使用したり、WEB ページ等インターネットコンテンツ上に掲載されている他者の文章を切り貼り（コピー&ペース

ト）して用いることは、単語や、「てにをは」を変えても、剽窃に該当します。他者のアイデアを要約して用いる場合（同一趣旨

のパラフレーズ）も同様です。 

 

剽窃は出典を明確にすることで防げます。文章やアイデアの原典について明記し、自身の文章のどの部分が引用で、ど

の部分がオリジナルかを明らかにしましょう。WEB からの引用の場合には、出典アドレス（ネット上のアドレス：http(s)等）およ

び閲覧年月日の表記が必要です。 

 

引用元で「自由利用」を謳っている場合でも、他者の文章を引用する場合は出典を明らかにしてください。出典を明らかに

しない引用は剽窃と判断されることがあるので、注意してレポートを作成してください。 

 

なお、全学共通教育センターにて作成した動画コンテンツを使用した剽剽窃窃防防止止ガガイイダダンンスス（（オオンンデデママンンドド））を manaba 内「学

部生向けのお知らせ」コースの「コースコンテンツ」に掲載中です。レポート作成の際には、本動画コンテンツ・資料を必ず確

認し、剽窃防止に努めてください。 

https://manaba.hit-u.ac.jp/ 

 



Ⅰ

－ 61 －

1111  成成績績評評価価・・成成績績説説明明請請求求・・GGPPAA  

1111--11  成成績績評評価価  

（（11））  成成績績評評価価基基準準  

①①成成績績評評価価基基準準  

平成 29（2017）年度開講授業科目より、成績評価基準が、到達度評価（要求水準達成度）による 5 段階に変更されまし

た。これにより、各授業科目の成績評価（Grade）は、 

ＡＡ＋＋  （（到到達達目目標標をを達達成成しし、、極極めめてて優優れれてていいるる  OOuuttssttaannddiinngg））  

ＡＡ      （（到到達達目目標標をを達達成成しし、、特特にに優優れれてていいるる  EExxcceelllleenntt））  

ＢＢ      （（到到達達目目標標をを達達成成しし、、優優れれてていいるる  GGoooodd））  

ＣＣ      （（到到達達目目標標をを達達成成しし、、合合格格水水準準にに達達ししてていいるる  SSaattiissffaaccttoorryy））  

ＦＦ      （（到到達達目目標標をを達達成成ししてていいなないい。。不不合合格格  NNoonn--CCoommpplleettiioonn））  

となり、「「ＡＡ＋＋・・ＡＡ・・ＢＢ・・ＣＣ」」はは合合格格、、「「ＦＦ」」はは不不合合格格となります｡ 

ただし、以下の授業科目は、「「ＥＥ」」  ((合合格格  SSFFRR//SSaattiissffiieedd  FFaaccuullttyy  RReeqquuiirreemmeennttss))  ままたたはは「「ＦＦ」」  ((不不合合格格  NNCC//NNoonn--

CCoommpplleettiioonn））のいずれかとします。 

区分 授業科目 

全学共通教育科目 

外国語 

「海外語学研修（○○）」 
「海外語学研修（○○）・オンライン」 
「UPENN 国内英語研修」 
「フランス語中級（短期海外語学研修準備）」 
「フランス語短期海外語学研修」 
「フランス語短期海外語学研修・オンライン」 
「中国語中級（短期海外語学研修準備）」 
「中国語短期海外語学研修」 

数理・情報 「サイエンス工房（○○）A・B」 

教養ゼミナール 「教養ゼミナール A・B」 

演習 「共通ゼミナール」 

学部教育科目 

（学部ごとに異なる） 「Managing the SDGs – SIGMA Global Active Learning」 

「Responsible Digital Transformation – SIGMA Global Active 
Learning」 

演習 「ゼミナール」 

法学部教育科目 
学部導入科目 「導入ゼミナール」 

部門外講義 
「GLP 国際セミナー（○○）A・B」 

「GLP 国際セミナー（○○）」 

社会学部教育科目 
学部導入科目 「導入ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

学部基礎科目 「海外短期調査（GLP フィリピン）」 
「海外短期調査（韓国）」 

ソーシャル・データサイエンス 

学部教育科目 

PBL 演習科目 「PBL 演習 A～F」 

教職に関する科目 「教育実習」 
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※国内の他大学において、単位互換制度等に基づき、履修・修得した授業科目である「国内交流科目」は、派遣先で修

得したそのままの科目名・単位で表記し、「Ｅ」（合格）で評価します。なお、進学及び卒業要件上は「自由選択の単

位」になります。 

※外国の大学において派遣留学身分で修得した授業科目を単位互換（振替認定及び科目認定）した場合は、「Ｅ」(合

格)で評価します｡また、振替認定の場合は、本学開講科目名で表記し、科目認定の場合は「派遣留学特別講義（留

学先で修得した英文科目名）」で表記します。 

※学士論文（卒業論文）は、「Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆ」で評価しますが、単位はありません。 

 

②②最最上上位位 GGrraaddee ののガガイイドドラライインン  

「「ＡＡ＋＋及及びびＡＡ評評価価のの取取得得者者数数はは、、ＡＡ＋＋・・ＡＡ・・ＢＢ・・ＣＣ評評価価取取得得者者数数のの合合計計のの 33 分分のの 11 以以下下ととすするる。。  

ままたた、、ＡＡ＋＋評評価価のの取取得得者者数数はは、、ＡＡ＋＋・・ＡＡ評評価価取取得得者者数数のの合合計計のの 33 分分のの 11 以以下下ととすするる。。」」  

 

各授業科目の担当教員や関係部門等は、このガイドラインを目標として、「Ｃ」の基準となる学力や能力のレベル設定、「Ａ

＋・Ａ・Ｂ」判定基準等を工夫します。 

なお、このガイドラインを適用しない授業科目（適用除外科目）は、以下のとおりです。 

・ ゼミナール等のＥまたはＦで評価される科目 

・ コース（授業）完了者（「Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆ」評価取得者）が 20 名未満の授業科目 

・ その授業科目を提供する学部の教授会（全学共通教育科目は学士課程教育専門委員会）がガイドライン適用除外とし

て認めた授業科目 

また、ガイドラインが適用されるすべての科目の成績分布を翌年度に公表します。そして、授業評価アンケート等により、こ

のガイドラインを適宜見直していきます。 

 

（（22））  成成績績発発表表ににつついいてて  

    成績発表は、原則として学期ごとに行います。成績発表の具体的な日程については、CELS 掲示や巻頭の行事一覧等で確

認してください。なお、グローバル教育ポートフォリオ枠の科目の成績発表については、下表のとおりです。 

科目 成績の反映時期 卒業・進学要件への算入 

グローバル

教育ポート

フォリオ枠

で開講され

ている科目 

春学期開講 夏学期成績発表時まで 
原則、その年度の 9 月卒業の卒業要件には

算入される 

夏学期開講 冬学期成績発表時まで 
その年度の 9 月卒業の卒業要件には算入さ

れない 

秋学期開講 冬学期成績発表時まで 
原則、その年度の卒業・進学要件には算入さ

れる 

冬学期開講 翌年度の夏学期成績発表時まで その年度の卒業・進学要件には算入されない 

※ただし、研修の予定等によって反映されない場合がある（シラバス等で確認してください） 
※成績評価について、学学生生がが直直接接教教員員にに対対ししてて問問いい合合わわせせるるここととはは、、厳厳にに慎慎んんででくくだだささいい。。成績評価に疑問がある場合は、成

績説明請求制度を利用してください。 
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1111--22  成成績績説説明明請請求求  

（（11））  制制度度のの目目的的  

    この制度の目的は、成績評価に疑問を感じる学生が公式で統一された手続きにより、問い合わせを行うことを可能にすること

によって、成績評価に対する透明性と公平性を高めることです。 

ここのの制制度度はは、、学学生生とと教教員員ととのの成成績績評評価価にに関関すするる交交渉渉のの場場をを提提供供すするるももののででははあありりまませせんん。。  

対象科目 ： 学部生に対して開講している科目 

対象者 ： 対象科目の履修登録者（学部生のみ） 

成績説明請求期間、手続き及び注意事項等の詳細は、各学期の成績発表にあわせて CELS でお知らせします。 

（（22））  手手続続きき  

    所定の期間に成績説明請求願を教務課に提出してください。教務課から担当教員に連絡し、担当教員から回答についての

連絡があり次第、教務課から回答を通知します。所定の期間を過ぎた申請については受理できませんので、必ず期限を守って

ください。 

    回答に納得できない場合、所定の期間内であれば「成績説明再請求願」を提出することができます。「成績説明再請求願」

は、学士課程教育専門委員会が理由を検討した上で必要と認めた場合に受理し、その対応を協議します。 

（（33））  請請求求時時のの注注意意事事項項  

・ 成績説明請求願には、具体的にどのようなことが疑問なのかを詳細かつ明確に書いてください。その疑問に関する添付資

料があれば添付してもかまいません。 

・ 成成績績説説明明請請求求願願のの必必要要事事項項にに不不備備・・記記入入漏漏れれががああるる場場合合やや、、制制度度のの目目的的にに合合わわなないい内内容容のの説説明明請請求求はは受受理理ででききまませせ

んん。。例えば、この制度は成績評価に関する学生と教員の交渉の場を提供するものではありませんので、「卒業のために F を

何とか C にして欲しい」、「奨学金の受給の関係でせめて B 以上にしてください」といった要望は受理しません。 

・ 担当教員が外国人教員等のために日本語を充分に理解できない場合には、教授言語に合わせた書式に担当教員が理解

できる言語で書き、別途和訳の文書を添付してください。 

・ 出張などの都合で、成績説明請求に対する担当教員からの回答に時間がかかる場合には、その次の学期の履修登録に

不利がないように配慮します。 

 

1111--33  GGPPAA 制制度度  

（（11））  GGPPAA((GGrraaddee  PPooiinntt  AAvveerraaggee))ととはは  

    GPA（Grade Point Average）とは、個々の学生の学習到達度をはかる指標となる数値で、5 段階成績評価による科目の成績

を点数化（Ａ＋＝4.3、Ａ＝4、Ｂ＝3、Ｃ＝2、Ｆ[不合格]＝0）したうえで、履修した科目１単位あたりの成績平均点を求めたもので

す（＊）。 

評価 ＧＰ 

Ａ＋ （到達目標を達成し、極めて優れている Outstanding） 4.3 

Ａ   （到達目標を達成し、特に優れている Excellent） 4 

Ｂ   （到達目標を達成し、優れている Good） 3 

Ｃ   （到達目標を達成し、合格水準に達している Satisfactory） 2 

Ｆ  （到達目標を達成していない。不合格 Non-Completion） 0 
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（＊）GPA の計算式 

4.3×Ａ＋取得単位数 ＋ 4×Ａ取得単位数 ＋ 3×Ｂ取得単位数 ＋ 2×Ｃ取得単位数 ＋ 0×Ｆ取得単位数 

 GPA ＝ 

                                         総履修登録単位数 

（注）総履修登録単位数とは、GPA 対象科目の総履修登録単位数である。ただし、「－」（不受験）となった科目の単

位は含まない。 

 

※平成 28（2016）年度以前の入学生の累積 GPA の計算式については、「学士課程ガイドブック別冊」を確認してください。 

平成 29（2017）年度以降の入学生は、卒業要件に GPA 要件は含まれませんが、GPA 制度は多様に活用されます（成績

優秀者の表彰、一橋大学海外派遣留学制度(如水会留学)の選抜、奨学金 等）。 

 

（（22））  GGPPAA のの対対象象ととななららなないい科科目目  

    GPA の対象とならない科目は、「E・F」評価の科目及び「Ⅳ.6-6 学士課程 GPA 制度に関する要項 別表１」に掲載されてい

る科目です。「E・F」評価の科目については、「Ⅰ.11-1 成績評価」で確認してください。 

 

1111--44  成成績績照照会会画画面面・・成成績績証証明明書書へへのの成成績績評評価価・・GGPPAA のの記記載載  

  

（（11））  CCEELLSS 内内成成績績照照会会画画面面へへのの記記載載ににつついいてて  

CELS で確認できる成績照会画面には、「履修成績照会」画面と「単位修得状況照会」画面があり、「履修成績照会」画面では、

「F」（不合格科目）、「－」（不受験科目、令和元（2019）年度まで）を含む、履修登録をした全ての科目の成績が記載されます。上書

き再履修をした場合、「単位修得状況照会」画面で上書き前の科目は「上書きされた科目」として参照することができます。また、上

書き再履修をしたことで成績評価が変わった場合は、年度の GPA には反映されますが、過去履修した上書き前の学期の成績が書

き換わることはありません。 

なお、国内単位互換制度及び留学による単位互換制度で認定された成績は、「単位修得状況照会」画面のみに記載されます。 

また、GPA については、学生個人の「春学期及び夏学期の GPA」、「秋学期及び冬学期の GPA」、「当該年度の GPA」及び「累積

GPA」と、当該学生の学部学年全体の「春学期及び夏学期の平均 GPA」、「秋学期及び冬学期の平均 GPA」、「当該年度の平均

GPA」及び「累積の平均 GPA」が記載されます。 

ただし、成績照会画面はあくまでも学生本人が成績やGPAを確認するためのものであり、対外的な証明書としての役割はありません。 

（（22））  成成績績証証明明書書へへのの記記載載ににつついいてて  

・学業成績証明書には、履修科目の成績、累積 GPA、海外留学歴（派遣留学のみ）及び表彰歴が記載されます。 

・上書き再履修をした場合、上書き再履修後の科目の成績のみが証明書に記載されます。ただし、上書き再履修後の科目の成績

が「－」だった場合、上書き前の成績が記載されます。 

・令和元（2019）年度までに「－」となった科目の成績は記載されません。 

・GPA 対象である「A+・A・B・C・F」評価科目の「F」については成績証明書に記載されます。 

・GPA 対象外科目の「F」については、成績証明書に記載されません。 

・GPA 対象外科目は科目名の先頭に＊印が記載されます。 

・英文の成績証明書では、平成 29（2017）年度以降に修得した「E」の成績については「SFR」（Satisfied Faculty Requirements）と表

記され、「F」の成績については「NC」（Noｎ-Completion）と表記されます。 
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1122  学学科科及及びびココーーススへへのの所所属属とと手手続続きき  

新 3 年生の学科及びコースへの所属手続きは下表の通りです。 

法学部生については 3 年次春学期の履修登録時に、CELS 上のコース選択画面から希望するコースを登録してください。 

 （※学部履修規則第 8 条より）。 

ただし、法曹コースへの所属は、2 年次進級時または後期進学時に決定されます。所属を希望する場合、別途手続きが必要とな

ります（法学部法曹コースに関する履修細則第 4 条より）。 

学部 所属学科 学科又はコースの登録 

商学部 経営学科・商学科 ゼミ選考結果を基に自動登録 

経済学部 経済学科 不要 

法学部 

法律学科（法学コース・国際関係コース） CELS 上で要コース登録 

法律学科（法曹コース） 
manaba 等で申請 

※詳細は、法学部事務室で確認すること 

社会学部 社会学科 不要 

ソーシャル・データ 

サイエンス学部 
ソーシャル・データサイエンス学科 不要 

  

1122--11  学学科科及及びびココーーススへへのの所所属属 

  

（（11））  商商学学部部生生  

   後期課程進学時に参加が決定した主ゼミナールの指導教員が所属する学科（経営学科または商学科）になります。 

  

（（22））  経経済済学学部部生生  

   全員経済学科に所属します。 

 

（（33））  法法学学部部生生  

   全員法律学科に所属します。 

法学コース・国際関係コースへの所属は、3 年次進学時に、CELS 上での申告に基づき学部長が所属コースを決定します。 

法曹コースへの所属は、原則として 2 年次進級時に manaba 上での申請に基づき法学部教授会において、①法科大学院進学

の意思があり、②成績優秀と認められた場合に、学部長が決定します。また、後期進学時に①②の要件に加え、法曹コースの修

了が見込めると認められた場合も、決定します。 

 

（（44））  社社会会学学部部生生  

   全員社会学科に所属します。 

 

（（55））  ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部生生  

   全員ソーシャル・データサイエンス学科に所属します。 
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1122--22  学学科科及及びびココーーススのの変変更更  

  

（（11））  商商学学部部生生  

ゼミナール指導教員の変更等により、所属する学科が変わった場合、教務課で変更登録を行います。 

（（22））  法法学学部部生生  

 法学部生のコースは、原則として変更できません。ただし、法曹コースに所属する学生が、後期進学時に法学コースもしくは国際

関係コースへの所属を希望した場合、または、4 年次秋学期に法学コースへの所属を希望した場合に限り、コース変更が認められ

ます。  
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1122--22  学学科科及及びびココーーススのの変変更更  

  

（（11））  商商学学部部生生  

ゼミナール指導教員の変更等により、所属する学科が変わった場合、教務課で変更登録を行います。 

（（22））  法法学学部部生生  

 法学部生のコースは、原則として変更できません。ただし、法曹コースに所属する学生が、後期進学時に法学コースもしくは国際

関係コースへの所属を希望した場合、または、4 年次秋学期に法学コースへの所属を希望した場合に限り、コース変更が認められ

ます。  

1133  転転学学部部  

  

入学の際に所属した学部は、原則として変更することは認められませんが、次の場合には例外的に認められることがあります（転

学部）。 

・転学部先として希望する学部の後期進学者の数が、当該学年の定員に満たない場合 

・転学部先として希望する学部の教授会が、若干名につき転学部を認めるにたる特段の事由があると判断した場合 

  

1133--11  転転学学部部時時期期  

  

    転学部は、1 年次から 2 年次に進級、または前期課程から後期課程に進学するに際し、可能です。 

    ※転学部の学生募集については、当該学部が学長に諮り、12 月末日までに掲示する。 

※転学部希望者は、1 月末日までに、希望する 1 学部に限って、所定の願書を教務課に提出できる。 

※転学部は、転学部先として希望する学部の教授会において審査の上、その可否を決定し、その結果を掲示する。 

 

1133--22  転転学学部部ににああたたっっててのの要要件件  

  

転学部希望者は、区分に応じて下表に記載の要件を満たす必要があります。また、転学部の出願時点で上記要件を満たす

見込みである必要があります。なお、出願要件については変更が生じ得ますので、12 月頃に公表される実施要項を CELS ダ

ウンロードセンターで必ずご確認ください。 

なお、ソソーーシシャャルル・・デデーータタササイイエエンンスス学学部部でではは他他学学部部生生のの本本学学部部へへのの転転学学部部をを認認めめてていいまませせんん。。ままたた、、ソソーーシシャャルル・・デデーータタササ

イイエエンンスス学学部部生生のの他他学学部部へへのの転転学学部部ににつついいててもも認認めめてていいまませせんん。。  

出願時点 

での年次 
入学年度 要件 

1 年次  

1 年次末の時点で下記項目をすべて満たしていること。 

・ 英語コミュニケーションスキル 8 単位を修得済であること。 

・ 修得単位数 36 単位以上であること。 

・ 累積 GPA3.0 以上であること。 

2 年次 

平成 28（2016） 

年度以前 
2 年次末の時点で所属学部の進学要件を満たしていること。 

平成 29（2017） 

年度以降 

2 年次末の時点で下記項目をすべて満たしていること。 

・ 所属学部の進学要件を満たしていること。 

・ 商学部または経済学部へ転学部を希望する者は、数理・情報科目のうち数

学科目を 6 単位以上修得済みであること。 

・ 法学部または社会学部へ転学部を希望する者は、英語科目及び第二外国

語（英語以外の初修外国語）のうちから 12 単位以上を修得済みであること。

ただし、第二外国語は「外国語初級（総合）Ⅰ・Ⅱ」のみとし、4 単位以上を

修得済みであること。 

・ 転学部を希望する学部の学部教育科目 4 単位以上を修得済みであること。 

  

1133--33  転転学学部部後後のの初初修修外外国国語語のの履履修修 

  

商学部または経済学部から法学部または社会学部への転学部を認められた場合、英語以外の初修外国語の履修登録は、再

履修者と同様の取扱いとします。転学部後に履修を希望する場合、「Ⅰ．8-5 必修科目の再履修（2）外国語『初級（総合）Ⅰ・Ⅱ』

（法・社会学部生必修）」を参照の上、所定の時期に教務課へ申請してください。 
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1144  QQ&&AA  

窓口で質問が多い事項です。参考にしてください。 

項項目目  QQ  AA  

（（11））  履履修修・・授授業業関関係係  

履履修修  

登登録録  

ゼゼミミ選選考考でで参参加加がが認認めめらられれたた後後期期

ゼゼミミナナーールルはは、、主主ゼゼミミもも副副ゼゼミミもも自自動動

的的にに履履修修登登録録さされれまますすかか？？  

主ゼミ及び副ゼミは、ゼミ選考で履修するゼミが決定すると、教員が登録し

たゼミ選考結果を基に、自動的に履修登録がされます。登録された内容は、

必ず、各自で春学期の履修登録期間に確認してください。 

主ゼミのみ、4 年生の春学期にも同様に自動的に履修登録がされますが、

４年次の副ゼミを継続して履修する場合は、手続き上 4 年次に改めて CELS

上の副ゼミの選考を申し込む必要があります。 

主ゼミも副ゼミも履修登録がないと成績評価がされませんので、忘れずに

春学期の履修登録期間に確認してください（Ⅰ.9-3 後期ゼミナール 参照）。 

履履修修  

登登録録  

ゼゼミミ選選考考でで参参加加がが認認めめらられれたた商商学学

部部のの導導入入ゼゼミミナナーールルⅡⅡ、、前前期期ゼゼミミナナ

ーールルⅠⅠ・・ⅡⅡはは、、自自動動的的にに履履修修登登録録ささ

れれまますすかか？？  

ゼミ選考で履修するゼミが決定すると、教員が登録したゼミ選考結果を基

に、自動的にゼミが履修登録されます。登録がないと成績評価がされません

ので、登録された内容を、必ず各自で開講学期の履修登録期間に確認して

ください。なお、この期間外はいかなる理由でも変更できませんのでご注意く

ださい。 

履履修修  

登登録録  

当当該該学学期期分分のの全全 WWEEBB 抽抽選選終終了了後後にに

空空席席がが残残っってていいるる授授業業はは履履修修ででききまま

すすかか？？  

WEB 抽選対象となっている科目は、当該学期分の全 WEB 抽選終了後に

空席があっても、履修することはできません。空席の履修受付も行いません。

また、担当教員に直接履修を申し込むことはできません。 

履履修修  

登登録録  

卒卒業業要要件件のの単単位位数数をを満満たたししてていいなな

いいここととががわわかかりりままししたた。。集集中中講講義義だだ

けけ直直前前にに履履修修登登録録ををすするるここととははでできき

まますすかか？？  

所定の期間内（履修変更期間）に限り履修登録を行うことができます。ま

た、集中講義のみを追加で申し込むことが出来る期間もあります。日程の詳

細は、巻頭の「行事一覧」を必ず確認してください。それ以外の期間に追加

で履修登録することはできません。 

履履修修  

登登録録  

卒卒業業・・進進学学要要件件のの「「他他学学部部教教育育科科

目目」」のの区区分分をを満満たたししたたいいののでですすがが、、

そそのの科科目目がが「「他他学学部部教教育育科科目目」」にに算算

入入さされれるるかかがが分分かかりりまませせんん。。  

「他学部教育科目」には自身の所属学部以外で開講されている学部教育

科目を履修した場合に単位が算入されます。 

その他詳細は「Ⅰ.1-4 全学共通教育科目・自由選択の単位の要件（全学

共通）」を参照してください。 

履履修修  

登登録録  

他他学学部部のの科科目目ははどどのの学学部部ののどどのの学学

年年のの学学生生ででもも履履修修すするるここととはは可可能能でで

すすかか？？  

原則履修することはできますが、一部科目については、「学部・学年等によ

る指定」がある場合があります。 

履修登録の際は「Ⅰ.8-3 学部・学年等の指定がある科目」を確認してくだ

さい。 

履履修修  

登登録録  

11 年年生生がが学学部部のの発発展展科科目目をを履履修修登登

録録ででききまますすかか？？  

学部によって異なります。商学部と社会学部科目及びソーシャル・データ

サイエンス学部科目においては原則、学部基礎科目は 2 年生以上、発展科

目は 3 年生以上が履修可能です。 

履修登録の際は「Ⅰ.8-3 学部・学年等の指定がある科目」を確認してくだ

さい。 
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WWEEBB  

抽抽選選・・  

履履修修  

登登録録  

WWEEBB 抽抽選選科科目目以以外外のの履履修修登登録録科科目目

ににつついいてて、、CCEELLSS でで履履修修登登録録ををししたた

際際、、登登録録すするる科科目目をを間間違違ええててししままいい

ままししたた。。変変更更ででききまますすかか？？  

履修登録期間中であれば、登録内容の変更は何度でも可能です。選択し

直してください。また、登録後に再度メニューから履修登録画面を開き、正し

く登録されているかを必ず確認してください。履修登録期間後は、履修撤回

期間に削除することができます。 

WWEEBB  

抽抽選選・・  

履履修修  

登登録録  

WWEEBB 抽抽選選でで想想定定よよりりもも多多くく当当選選ししてて

ししままいい、、抽抽選選ででははなないい学学部部必必修修のの履履

修修登登録録科科目目ととココママがが重重複複ししててししままいい

ままししたた。。履履修修登登録録期期間間中中ににここれれをを取取

りり消消すすここととははででききまませせんんかか？？  

理由を問わず、定められた履修撤回期間以外に WEB 抽選科目を削除す

ることはできません。 

なお、例えば、春夏の WEB 抽選科目を履修撤回期間に撤回し、その後の

夏の履修登録変更期間に「夏学期科目」を履修登録することは可能です。 

WWEEBB  

抽抽選選・・  

履履修修  

登登録録  

WWEEBB 抽抽選選でで想想定定よよりりもも多多くく当当選選ししてて

ししままいい、、年年間間のの CCAAPP のの上上限限をを超超ええてて

ししままいいままししたた。。そそのの結結果果、、抽抽選選科科目目

ででははなないい学学部部必必修修のの履履修修登登録録科科目目

がが履履修修ででききななくくななっっててししままいいままししたた

がが、、WWEEBB 抽抽選選でで当当選選ししててししままっったた科科

目目をを履履修修撤撤回回しし、、登登録録すすべべきき科科目目をを

登登録録すするるここととははででききまますすかか？？  

理由を問わず、定められた履修撤回期間以外に WEB 抽選科目を削除す

ることはできません。 

なお、例えば、春夏の WEB 抽選科目を履修撤回期間に撤回し、その後の

夏の履修登録変更期間に「夏学期科目」を履修登録することは可能です。 

 

WWEEBB  

抽抽選選・・  

履履修修  

登登録録  

WWEEBB 抽抽選選でで同同じじ名名前前のの科科目目でで別別のの

時時間間にに開開講講さされれてていいるる科科目目にに申申しし込込

んんだだ場場合合、、二二つつとともも当当選選すするるここととはは

あありりまますすかか？？（（例例：：月月曜曜 11 限限「「ススポポーー

ツツ法法ⅠⅠ（（春春夏夏））」」とと水水曜曜 11 限限「「ススポポーーツツ

法法ⅠⅠ（（春春夏夏））」」にに申申しし込込みみししたた場場合合））  

二つとも当選することはありません。同一科目は一つのみ当選します。その

ため、（例：月曜 1 限「スポーツ法Ⅰ（春夏）」と水曜 1 限「スポーツ法Ⅰ（春

夏）」に申し込みした場合）のように申し込んでいただくことはできますが、い

ずれか一つのみしか当選しません。 

WWEEBB  

抽抽選選  

WWEEBB 抽抽選選でで当当選選ししたた科科目目のの履履修修をを

取取りりややめめたたいいでですす。。履履修修ししななくくててももいい

いいでですすかか？？  

WEB 抽選科目は当選をもって履修登録が完了します。原則として、当選し

た科目の履修登録の変更・削除はできませんので、必ず履修してください。

ただし、授業を受けたうえでやむを得ず履修を継続しない場合、所定の期間

に限り履修撤回をすることができます。 

WWEEBB  

抽抽選選  

英英語語ⅠⅠ・・ⅡⅡとと英英語語（（IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  

GGlloobbaall  IIssssuueess））はは何何単単位位ままでで履履修修でで

ききまますすかか？？  

一つの WEB 抽選期間中につき、それぞれ 2 単位まで当選可能です。例

えば、春夏学期第 1 回抽選で英語Ⅰを 2 単位当選済みの場合は、春夏学期

第 2 回抽選では英語Ⅰは当選しません。 

再再履履修修  11 年年次次必必修修のの第第二二外外国国語語科科目目をを再再

履履修修すするる場場合合はは、、どどのの授授業業をを履履修修しし

ててももいいいいでですすかか？？  

（（法法・・社社会会学学部部生生））  

再履修を希望する場合は、所定の時期に CELS 上から教務課への申請を

すると、申し込んだ語種でいずれかのクラスへ割り振られ、自動的に履修登

録されます。その場合は、割り振られたクラスの授業を履修していただくことに

なります。また、再履修時に履修する第二外国語の変更を希望する場合も、

所定の時期に CELS 上で申請してください。 

キキャャッッププ制制

（（CCAAPP））  

卒卒業業要要件件をを満満たたすすたためめ、、履履修修登登録録

限限度度ののキキャャッッププ制制をを超超ええてて履履修修登登録録

ささせせててももららええまませせんんかか？？  

どの学年でも、履修登録の限度数を超えて履修登録することはできませ

ん。ただし、一部、キャップ制に含まれない科目もあります。（「Ⅰ. 8-1 キャッ

プ（CAP）制」を参照。） 
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授授業業  授授業業をを実実施施すするる教教室室はは、、どどここでで確確認認

ででききまますすかか？？  

CELS 内「履修」＞「授業ポートフォリオ」メニューから履修登録を行った科

目の教室情報を確認できます。 

授授業業  集集中中講講義義のの時時間間割割やや教教室室情情報報ははどど

ここでで確確認認ででききまますすかか？？  

CELS ダウンロードセンター内 001.授業関係 1＞4)集中講義に集中講義の

時間割・教室情報を記載しますので確認してください。 

授授業業  オオンンラライインン授授業業ににつついいててははどどののよようう

にに受受講講ををすすれればばよよいいでですすかか。。  

本ガイドブック「教務関係システム利用案内」や CELS ダウンロードセンター

＞010.【学生向け】授業案内＞01.オンライン授業 を必ず確認してください。 

授授業業  大大学学内内ででオオンンラライインン授授業業をを受受講講でできき

るる部部屋屋ははあありりまますすかか。。  

一部設けています。詳細は CELS「ダウンロードセンター＞010 【学生向

け】授業案内＞01.オンライン授業 に掲載されている案内を確認してくださ

い。 

教教科科書書  教教科科書書ははどどここでで購購入入ででききまますすかか？？  一橋大学生協で販売が行われています。詳細は一橋大学生協の WEB サ

イト https://www.univcoop.jp/hit-u/を確認してください。 

ゼゼミミ  44 年年生生ででもも主主ゼゼミミのの履履修修登登録録ををすするる

必必要要ががあありりまますすかか？？  

4 年次の主ゼミは自動的に履修登録がされます。ただし、春学期の履修登

録期間に各自で登録内容を必ず確認してください。なお、指導教員が変わる

場合は、指導教員から了承を得たうえで、所属学部事務室へ指導教員（ゼミ

ナール）変更届を提出する必要があります。「Ⅰ.4－2 ４年を超えて在学する

学生の卒業について、及び Ⅰ.9 ゼミナール（必修）」を参照してください。 

ゼゼミミ  留留年年ししてて後後期期課課程程 33 年年目目でですす。。33、、44

年年生生でで主主ゼゼミミのの必必修修 88 単単位位をを修修得得しし

たたののでで、、ももうう主主ゼゼミミのの履履修修登登録録ははしし

ななくくててよよいいでですすかか？？  

引き続き主ゼミを履修登録する必要があり、自動的に現指導教員の主ゼミ

の履修登録がされます。なお、すでに主ゼミの必修単位 8 単位を修得し、か

つ、9 月卒業を希望する場合には、指導教員の了承を得たうえで、CELS 上

で「9 月卒業希望届」の申請を行ってください。詳細は「Ⅰ.4－2 ４年を超えて

在学する学生の卒業について」を参照してください。 

ゼゼミミ  主主ゼゼミミのの先先生生がが同同じじ曜曜日日のの 44、、55 時時

限限にに 22 ココママ連連続続ししてて後後期期ゼゼミミナナーールル

をを開開講講ししてていいまますす。。どどちちららののゼゼミミをを履履

修修登登録録ししててももよよいいののでですすかか？？  

主ゼミとして履修登録できるのは、原則として自身の学年のゼミのみです。

休学や留学などの理由により、学籍上は 4 年生でも実質は 3 年生である、と

いう場合等を除いて、違う学年のゼミナールを主ゼミとする履修登録はできま

せん。また同一教員の学年の異なるゼミを副ゼミとして履修登録することもで

きません。 

ゼゼミミ  本本年年度度秋秋学学期期かからら 11 年年間間留留学学でで休休

学学予予定定でですす。。今今年年度度のの春春夏夏学学期期とと

来来年年度度のの秋秋冬冬学学期期にに分分割割ししてて、、ゼゼミミ

ナナーールルをを履履修修ししてて、、単単位位をを修修得得すするる

ここととははででききまますすかか？？  

 通年科目である「後期ゼミナール」は、開講年度をまたいで履修することは

できません。ただし、指定する理由・条件による休学の場合は、所定の手続き

を経て認められれば、半年単位で 2 単位に分割して単位を付与される場合

があります。（特別休学の詳細は「Ⅲ. 1-1 休学・留学・退学・再入学の手続

き」を参照の上で、必ず教務課へ問い合わせてください。） 

（（22））  試試験験・・成成績績・・卒卒業業  
 

試試験験  試試験験期期間間ははいいつつでですすかか？？  担当教員がそれぞれの科目について試験方法や試験日を案内していま

すので、CELS の「期末試験」メニューや manaba 等で必ず確認してください。 

各学期のオンライン科目の期末試験期間は学年暦を参照してください。  

試試験験  試試験験のの教教室室ははどどここでで確確認認ででききまますす

かか？？  

教場試験の時間割や教室情報及びオンライン試験の時間割は、CELS の

期末試験メニュー及びダウンロードセンターに掲載しています。掲載がない

場合は担当教員に試験開始前までに自身で必ず確認してください。「Ⅰ.10

－1 期末試験方法、10－2 オンライン試験」を参照してください。 
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試試験験  

  

今今日日のの期期末末試試験験をを受受けけらられれまませせんん。。  CELS ダウンロードセンター［005.期末試験・追試験］に、やむを得ない理

由によって期末試験を受験できなかった場合の追試験に関する案内を掲載

しています。案内に従って試験欠席の理由を証明するに足る書類を添付のう

え、期限までに「追試験願」を manaba 上で提出してください。（追試験許可者

のみ追試験を受験できます。）詳細は「Ⅰ.10－2 追試験」を参照してくださ

い。 

成成績績  集集中中講講義義のの成成績績ははいいつつ発発表表さされれるる

ののでですすかか？？  

原則として、各学期末の成績発表日と同様です。学年暦の行事予定また

は、「Ⅰ. 5 履修手続き」を参照してください。 

成成績績  冬冬期期集集中中③③のの科科目目のの単単位位ははそそのの年年

度度のの卒卒業業・・進進学学要要件件にに算算入入さされれまますす

かか？？  

当該年度の卒業・進学要件に算入されます。「Ⅰ．8-1 キャップ（CAP）制」

に記載している表を参照してください。 

成成績績  就就職職先先にに聞聞かかれれたたののでで、、卒卒業業発発表表

のの前前にに●●●●のの単単位位ががととれれたたかかどどううかか

をを教教ええててももららええまませせんんかか？？  

正式な成績発表日前に個別の成績開示はできません。 

成成績績  GGPPAA 対対象象外外科科目目がが FF（（不不合合格格））にになな

っったたとときき成成績績証証明明書書上上どどののよよううにに表表

記記さされれまますすかか？？  

成績証明書へは記載されません。成績証明書への記載については、

「Ⅰ.11－4 成績照会画面・成績証明書への成績評価・GPA の記載」を参照し

てください。 

卒卒業業  卒卒業業要要件件のの単単位位がが足足りりてていいるるかか確確

認認ししててくくだだささいい。。  

CELS の「履修」メニューより「自己判定」を行って確認してください。自自己己判判

定定メメニニュューーをを確確認認ししたた上上でで、、分分かかららなないいここととががああれればば、、教教務務課課にに相相談談ししててくくだだ

ささいい。。ただし、転学部、学士入学、再入学、編入学をした学生の要件は、「自

己判定」に対応していませんので、自身での把握が必要となります。 

卒卒業業  学学位位記記授授与与式式（（卒卒業業式式））にに出出席席でできき

なないいののでですすがが、、どどううすすれればばよよいいでですす

かか？？  

学位記授与式を欠席される場合は、後日教務課窓口受取り、または郵

送により、授与式当日に配布されるものをお渡しできますので、詳細に

ついては教務課へお問い合わせ願います。 

（（33））  手手続続きき・・学学生生生生活活   
教教 員員 へへ

のの連連絡絡  

先先生生のの連連絡絡先先をを教教ええててももららええまませせんん

かか？？  

教員の連絡先は以下を確認してください。 

・CELS の該当科目の「シラバス」にあるオフィス・アワー欄 

・「学士課程ガイドブック」の「教員連絡先」 

・授業内でのアナウンス、授業の前後で直接教員に確認 

※やむを得ない場合を除き、教務課から教員への取次ぎは行いません。  

欠欠席席  

((授授業業））  

カカゼゼでで授授業業をを休休みみままししたた。。  

欠欠席席届届をを提提出出ししたたいいでですす。。  

教務課では、授業における出欠席を集約しません。正当な理由があり、や

むを得ず欠席する場合は、担当教員へ個別に相談してください。 

ただし、以下の場合は、別途教務課への届け出が必要です。 

●病気などで長期欠席（数ヶ月以上）する場合……「休学願」 

●「学校保健安全法」に定められた「学校において予防すべき感染症」  

の罹患により登校できない場合……「特別欠席届」（出席停止期間が明示さ

れた診断書等の証明書類を添付） 
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忘忘 れれ 物物

欠欠席席  

((試試験験))  

試試験験でで学学生生証証をを置置きき忘忘れれててししままいいまま

ししたた。。  

学生証が忘れ物として届いていないか、教務課窓口で確認してください。

学生証の再発行は教務課教務係（学務担当）で受け付けますが、手数料が

かかります。 

なお、学生証以外の学内での忘れ物はすべて、学生支援課で保管してい

ます。 

ネネッットトワワ

ーークク  

大大学学ののネネッットトワワーーククににははどどののよよううににしし

てて接接続続ををすすれればばよよいいでですすかか。。  

「Ⅳ．5-3 情報基盤センター④学内 LAN 接続」 を確認してください。  

一一橋橋 IIDD  「「一一橋橋認認証証 IIDD」」ががわわかかりりまませせんん。。  CELS、manaba、大学 Gmail、1284wireless 等の利用の際に使用する一橋

認証 ID は学籍番号、パスワードは本学入学時にハガキでお知らせしている

ものです。 

一一橋橋 IIDD  「「一一橋橋認認証証 IIDD」」ののパパススワワーードドをを変変更更しし

たたいいでですす。。  

https://portal.auth.hit-u.ac.jp から行うことができます。 「Ⅳ．5-3 情報基

盤センター①一橋認証 ID とパスワード」 を確認してください。  

一一橋橋 IIDD  「「一一橋橋認認証証 IIDD」」ののパパススワワーードドをを忘忘れれ

ててししままいいままししたた。。  

パスワードを忘れた場合は、教務課窓口でパスワードの再発行を依頼して

ください。（Ⅳ.4 構内施設配置図を参照） 

アア カカ ウウ

ンントト  

学学生生用用 GGmmaaiill やや GGooooggllee  CCｌｌaassssrroooomm

のの表表示示名名をを変変更更ししたたいい。。  

1. https://portal.auth.hit-u.ac.jp にログインしてください。 

2. 画面左に表示される「Profile maintenance」をクリックしてください、 

3. 画面右の「Personal Information」に表示を確認の上、変更したい場合は、

上記システム上で氏名を変更の上「保存」を押してください（反映までは一定

の時間がかかります）  

証証明明書書  在在学学証証明明書書をを発発行行ししててほほししいいでですす。。  西キャンパス本館 1 階の教務課北側の自動扉を出たところに、証明書自動

発行機が設置されています。 

「在学証明書」だけでなく、「成績証明書」「卒業見込証明書」「健康診断証」

「学割証」も、学生証で自動発行できます。 

 

（（44））  そそのの他他 

入入 試試 点点

数数開開示示  

入入学学試試験験のの点点数数をを開開示示ししててももららええまま

すすかか？？  

出願時の募集要項及び大学 Web サイト「一橋大学で学びたい方へ ＞ 

学部入試情報＞  入学試験成績情報提供」で情報提供の方法等を案内し

ています。提供期間内に確認してください。 

聴聴講講生生  聴聴講講生生（（科科目目等等履履修修生生））やや交交流流学学生生

はは、、WWEEBB 抽抽選選にに参参加加ででききまますすかか？？    

聴講生は WEB 抽選に参加できません。 

交流学生は、WEB抽選に参加できます。ただし、一部履修できない科目があ

りますので、「交流学生（学部生）履修ガイドライン（ピンクシート）」を参照して

ください。https://international.hit-u.ac.jp/jp/curr/exchange/index.html  

 

※上記以外にも、CELS HOME＞FAQ によくある質問と回答を掲載しています。 


